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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　初体験はなんだかんだでやっぱり緊張する。

　一度開き直ってしまえばそこそこ堂々とした態度だって取れるものの、基本的に自分の肝きもはあんまり太くないんだろうなー、と秋あき晴はるは思っている。

　今日のことを意識し過ぎて、いよいよだと意気込んでしまい、昨さく夜やはなかなか眠ねむれなかった。目を瞑つむっても、本番のことばかりを考えてしまって、その度に自分を励ましてみた。

　そわそわと落ち着かないままに予習を重ね、何度も何度も鏡の前で練習して、それをルームメイトに見られて硬直してしまい気まずい時間を過ごすことになったことも──いやそれは今はどうでもいい。

　とにかく、やれるだけのことはやった。これで失敗するなら仕方ないと、後で自分を慰なぐさめてやれる程度には頑がん張ばれたはずだ。

　そんなわけで迎えた、『初体験の日』。




　昼食時のウエイター業務初参加の日──




「……………………で、誰も来ないのな」

　がっくりと肩かたを落とし、それまで緊張感と共に保っていた姿勢を崩くずして、日ひ野の秋晴は大きくため息を吐ついた。

　見事なまでに、担当エリアのテーブルは着席者ゼロだった。

　横目で他ほかのエリアを見れば、そこそこ以上に席が埋うまっていて、ぼーっと突っ立っているのは自分だけ。

「あはははは、楽だなーこりゃ。何もしなくていいなんて、何もすることないなんて、何も…………何も…………」

　……うわ泣きたくなってきた……

　これ以上ネガティブ世界で暴走すると涙なみだが抑おさえきれなくなりそうだ。陰いん鬱うつな気持ちを追い出すように、秋晴は大きく息を吐はいた。

　──私立白はく麗れい陵りよう学院高等部の従育科に編入して、早一週間。

　二週目に突入した学院生活は、月曜の今日から従育科生徒の義務でもある奉ほう仕し活動に参加することになっていた。

　業務に就つく生徒はエリアを割り振られ、基本的にはその範囲内のことだけやればいい。……というか、他のエリアの生徒が困っていても手助けは控えなければいけないそうな。これも一種の職業訓練だと思えば、うん。

　他にもいくつか奉仕活動はあるけど、その中でもこのウエイター業務が一番のネックになると思っていた。

　だからトレイに料理を載のせてちゃんと運べるか心配して、溢あふれるギリギリのところまで水を注いだグラスを薄うす板いたの上に載のせて、部屋の中をうろうろと歩いて『いや無意味だろこれ』と自分に突っ込みを入れたりもした。注文一つ取るにしても何か不注意があったら大変だとルームメイトの大だい地ち相手に練習しまくったし、歩き方も気にしちゃったりなんかしたし、終しまいには『クールな笑みの練習』とか言って鏡に向かったり『決めポーズみたいにグラスを置く練習』とかしたりして、ちょっと冷静になってみたらその無意味さに落ち込んだりもして……ああもうそれなのになんだって──

「……だー、くそっ、報われねぇ！　せめて朋とも美みのヤツくらいは、からかうネタにする為にだろうけど来ると思ったのに……」

　しかし彩さい京きよう朋美は数分前に顔を見せていて、ここには来ないと宣言していた。友達数人と他ほかのテーブルで食べるそうだ。ちなみにここを使ってくれない理由は『他の子が怖がるから』。遠目から怖々とこちらの様子を窺うかがっていた彼女らの顔を見てしまえば、秋あき晴はるとしては何も言えない。

　あーあー、一週間くらいじゃ慣れませんかちくしょうめ。見知らぬ同級生にあんな風に恐がられるって、どうなんだこの風評は。ただの外見の問題だってなら、そろそろ本気で染せん髪ぱつと耳の安ピンを外すことを考えないと。流石さすがに目が合っただけで卒そつ倒とうされるようなことは無くなったけど、それでもまだまだ害虫か危険人物扱いだ。

　このままじゃ接客どころじゃないって。……まあ、うん、どうせ客いないけど。むしろ客がいればここまでヘコまずに済んでいただろうに──

「どうせ怠なまけているのだろうと思っていましたけど──案の定ですわね」

「……ぁ？」

　頭を抱かかえ込んでしゃがんでしまいたくなっていたところに聞こえてきた高圧的な声に、秋晴の意識は瞬時に現実を直視。

　そして、いつの間にやら自分に接近していた二人組に気がついた。

　二人揃そろって上育科の女子制服を着ているものの、一人は腰こしに手を当ててこっちを見み下くだすような笑みを浮かべているのに、もう一人はどこか落ち着かないように両手を胸の前で重ねてそわそわと動かしていて、妙みようにちぐはぐな感じだ。

　ちなみに前者が金きん髪ぱつドリルのセルニアなのは言うまでもなく、後者は──名前は知らないけど、やたらと背が高い。間違いなく百八十を越えている、長身で細身の女だった。
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　確かこいつ、白はく麗れい陵りように来た初日に青せい竜りゆう刀とうでもって斬きりかかって来た女だ。切れ長の吊つり目に大きな丸い眼鏡めがねを掛けていて、何だか落ち着かなさそうにそわそわしていて凄すごい頼りなさそうに見える。さっぱりとしたショートヘアも似合っているし、もう少し胸張っていればいいのに。

　しかし……美人で居い丈たけ高だかなドリルとスーパーモデル並みのスタイルの青竜刀女って。どれだけ破壊力がありそうなコンビなんだ、これは。

「……で、何しに来たんだ？」

　全く意図が読み取れない二人組に、秋あき晴はるは率直に訊たずねてみた。

　するとセルニアはピクリと眉まゆを吊つり上げて──けどすぐに余よ裕ゆうっぽい勝ち誇った笑みを浮かべた。

「フン、決まっているでしょう？　どこぞの礼れい儀ぎ知らずが今日から奉ほう仕し活動を始めると聞きましたから、見物しに来たのですわ。ねえ、鳳フオウさん？」

「是ハイ、そうデス。拝見しに来マシタ」

　セルニアの言葉にこくこくと頷うなずく鳳とやら。

　どこか演技めいたやり取りで、胡う散さん臭くさいと思わなくもない。どこで打ち合わせしてきたんだ、こいつら。

　まあ、でも──そんなことはどうでもいい。

「……つまり、」

　秋晴はそんな、ちっぽけで些細ささいで矮わい小しような問題などさくっと投げ捨て、捨て置けない唯一の確認事項だけを声に出す。

「お前等、客なのか？」

　その一言に、セルニアは素す晴ばらしく満足げな笑みを浮かべて──頷いた。

「そうですわよ。フフ……ええそう、私と鳳さんは客という立場ですわ。そして傲ごう慢まんで不ふ埒らちな貴方あなたは仕えるべきウエイターという立場。つまり──」

「──失礼しました」

　セルニアがテンション高めに何か喋しやべり続けるのを遮さえぎって。

　秋あき晴はるはきっぱりと、自分の非を詫わびる言葉と共に頭を下げた。

「だから…………え？」

　顔を上げると、そこには何な故ぜか戸と惑まどったように口を半開きにしているセルニアが。

　でもそんなことはどうでもいいので、軽やかにスルー。次のステップへと進むべく、右手を胸に当てて、再び恭うやうやしく頭を下げる。

「改めまして──二名様ですね？　こちらのテーブルで宜よろしいでしょうか？」

　そう言って掌てのひらを向けて示したのはアンティークのドローリーフテーブルで、ちゃんとテーブルクロスと華か美び過ぎない程度に色鮮あざやかな花と花か瓶びんで飾り付けをしてある。担当エリアのテーブルセッティングは朝の内に秋晴が自分の手でして、指導をしてくれた食堂担当の専任メイドにテーブルや椅い子すの種類も確認済み。

　訊きかれれば容易に答えられるのでむしろ訊いて貰もらいたいところだが、セルニアは自じ慢まんげに披ひ露ろうしていた絵画が贋がん作さくだと知ってしまったような微び妙みようにまずそうな顔で、

「え……ええ、そこで結構ですけれど……」

　言って、どこか納得がいかないように首を捻ひねる。

　付き従うようにセルニアの後ろにいる鳳フオウにも確認の目を向ければ、前のドリルよりは幾分か冷静に頷うなずいた。

「畏かしこまりました。それでは、こちらへ」

　軽く身を引いて二人をテーブルへと促うながすと、セルニアは不審そうな目をしながらもおずおずとそちらへと向かう。続いて、鳳も向かいの席へと。

　それを見ながら秋晴は素早く、それでいてバタつかないように足運びに注意しながらセルニアを遠巻きに追い越し、彼女の為に椅子を引く。

「…………」

「どうぞ」

「……え、ええ…………」

　こっちを見る目が不審者を見るそれなのがちょっとばかり気に食わないが、そんなことに気を取られていられない。セルニアが座るタイミングに合わせて慎しん重ちように椅子を押し込み、彼女の手間を省く。続いて鳳も同様に接待。

　それから二人に向けて小さくお辞じ儀ぎして、秋晴はグラスと水の準備に取りかかる。

　油断すると頬ほおが緩ゆるみそうになるくらい、練習の成果が出ていることが素直に嬉うれしい。こう、『俺ってやっぱやれば出来るんだなー』って気になるし、従育科の授業は地じ獄ごくの肉体改造を強いるかのようなトレーニングばかりでこういった執しつ事じっぽいことはやっていないから、新鮮味も強い。いやまあ、執事というかどこぞの店員って感じもするけど、それでもだ。

　予あらかじめ準備しておいたグラスを手早くテーブルにセッティングして、そこにミネラルウォーターを注ぐ。このグラス一つで普通の高校生の小こ遣づかいなら数ヶ月分は飛ぶ額っていうのにちょっとビビるけど、同じく従育科の四し季き鏡かがみは早くも割ったグラスの数が二ふた桁けただそうな。色んな意味で恐ろしい奴やつだ。

　ともあれ、四季鏡のように水を溢こぼすことも手を滑すべらせてグラスをぶん投げてしまうことも無く、滞とどこおりなく注水は完了。

　ここまでは上出来だ。練習の成果が出ているし、この調子ならいけるはず。

　自分の状態を確認して、秋あき晴はるは第二ラウンドに突入するべく、注文取りをしようとして──

　そこでようやく、金色の長い髪かみをドリル型にセットしたお嬢じようが、苛いら々いらと目を吊つり上げていることに気がついた。

「…………なんだよ？」

「なんだよ、じゃありませんわっ！」

　思わず素すで訊きいてしまうと、返って来たのは怒りを滲にじませた声だった。

　怒鳴る、という程ではないにしろ、なかなかの迫力。おまけにテーブルクロスを握り締めて──このドリル、客とはいえなんてことを。折せつ角かく人が綺き麗れいにセットしたってのに、どうしてこんな無体な真ま似ねを……くそ、職務中だから文句言えないし不ふ機き嫌げんな顔も出来やしない。

「貴方あなた、何様ですのっ?!」

「……いや、ウエイターのつもりですが」

「そうでしょう!?　それで私は何ですの?!」

「…………客」

「そうですわっ！」

　今度は強く、テーブルを平手で叩たたいた。造りがしっかりしたアンティークとはいえ、年代物に対する扱いがなってないぞ、このお嬢。同席している友人の鳳フオウも、ドリルの怒りポイントは分からない様子。眼鏡めがねのレンズ越しに細い目をしきりにパチクリさせていた。

　どうしたもんだかと思いながら、秋晴はとりあえず、

「……何か気に障さわることでもしましたでしょうか？」

　接客の最中なので、丁てい寧ねいに訊いてみた。本当なら『何キレてんだよ金きん髪ぱつドリル』と言いたい。

　……が、当の金髪ドリルは怒りを増したように歯を剥むいて、

「その態度ですわっ！」

「……どこか不ふ手て際ぎわがありましたか？」

「違いますわよっ！　今日こそは庶しよ民みんの貴方に立場の違いを知らしめて差し上げようと思って来ましたのに──どうして何事もなく給仕をこなすんですの?!」

「……………………はぃ？」

　予想外というか、耳と脳の回線異常を疑いたくなるようなことを言われてしまった。

　これは、ええと？　あのドリルは何を言ってんだ？

　……まあ、うん、ハイソな育ちで頭にドリルを装備するような人間の思考回路なんて理解出来ないのは仕方ないけど……そんな理解不能なドリルが大事な大事な初めての客って。どんな罰ばつゲームだよ、これは。

　秋あき晴はるはどうしたもんかとタイを弄いじくり、

「……で、何が不満なのでしょうか？」

「だからっ、その態度！」

　セルニアは今にもハンカチを取り出して口に咥くわえだしそうな勢いで、

「私が身分相応に上からの立場で物を言うのに対して貴方あなたが悔くやしがるのが筋のはずでしょう?!　なのに何ですの、その腑ふ抜ぬけた順応っぷりは！　クレームをつけようにも無難にこなされて、それすら出来ないだなんて……これはどういうことですのっ!?」

「どういうことって……ウエイターだからだろ。仕事ならちゃんとやるっての」

　あまりにも理り不ふ尽じんなことを言いやがるので言葉遣づかいを戻して返すと、セルニアはますます顔を赤くして、

「どうして下の立場の貴方がイニシアチブを握って私が翻ほん弄ろうされなければならないんですの!?　こ、こんなの詐さ欺ぎですわ！　私の完かん璧ぺきな計画が、粗そ野やな平民に屈従の喜びを教えて差し上げる予定が…………台無しですわっ！」

「それこそ知るか。あー、ちなみに今日のお奨すすめランチは四し川せん風ふうにアレンジを利かせたパエリアとミラノ風サンドイッチだ。もうそれでいいからさくっと注文しろよ」

「誰がお奨めメニューを訊ききましてっ!?　それにどうしてこの私がウエイターに命令されなくてはならないんですのよっ!?　命令するのは私の方ですのに、それに、その言葉遣いっ！」

「ああ、これは失礼を。ですがなるべく早く注文をお願いします。余り悠ゆう長ちようになされていますと時間が無くなり、飢うえた犬のような速度で召めし上がらなければならなくなりますので」

「貴方っ、もしかして私を馬鹿にしてますのっ!?」

　あ、バレた。

　途と中ちゆうからドリルの空回りっぷりが面白くなってきたから火に油を注いでみたけど、流石さすがにバレるか。

　まあでも、だからって止めるつもりはまるでない。

「馬鹿にしてるだなんて、んなわけないだろ。俺おれはウエイターでお前は客なんだ、立場は明確だろーが」

「そっ、そうですわよ！　私が上っ、貴方が下！」

「だろう。ほら、折せつ角かくだから命令していいぞ。仕方ないから聞き分けてやるよ」

「ならば今すぐ私の足下に跪ひざまずいて靴先に無礼を詫わびる接せつ吻ぷんをなさいっ！」

「するか馬鹿」

　あっさりと却きやつ下かしてやると、セルニアは、もうこれでもかっていうくらい悔くやしげに歯を食い縛しばって、熊でも逃げ出しそうな勢いで睨にらんできた。

　けど秋あき晴はるはそれを怖いとは思わない。

　……というか、むしろ面白い。ああ、なんか朋とも美みの気持ちがほんの少し分かる気がする。自分の思い通りに、或いはそれ以上に面白いリアクションをしてくれる相手をからかうのは、なんて楽しいんだろう。ヤバイ病みつきになりそうだ、これ。今凄すごく朋美の気持ちが分かる気がするよ。駄だ目めだ駄目だ、これ以上は人として進んじゃいけない、踏み止とどまらないと。

　──まあ、そうはいっても。

「く……屈くつ辱じよくっ…………この私を……誉ほまれ高きフレイムハート家の人間を…………またしても、またしてもドリル扱いした挙げ句、弄もてあそぶだなんてっ……！」

「あ……あの…………セルニア……？」

　怒りが燃え盛さかっている金きん髪ぱつドリル。

　おろおろするばかりの背高の中ちゆう華か娘むすめ。

　どうすりゃいいんだっていう感じでカオスが渦うず巻まいていて……ヤバいな、やりすぎた。

　つぅ……と頬ほおを冷や汗が伝い、秋晴は笑みを強張らせて失態を悟さとった。

　そして怒ど髪はつ天てんを衝ついたセルニアは、ついにといった感じで勢いよく立ち上がり、そのまま飛び掛からんと身を翻ひるがえして──




『──……生徒の呼び出しをします。高等部一年上育科セルニア＝伊い織おり＝フレイムハートさん、同じく高等部一年従育科日ひ野の秋晴さん、すぐに理事長室まで来て下さい。繰り返します、生徒の呼び出しをします──』




　抜群のタイミングで横よこ槍やりを入れたスピーカーを通して食堂に流れる放送に、秋晴は目をパチクリと瞬しばたたかせた。

　どうして自分が呼ばれたのか、まるで分からない。いや自分だけならまだしも、このドリルと一緒に。見れば殺気を纏まとって襲いかかろうとしていたセルニアも、こっちと似たような表情で肩かた透すかしを食らっている。

「……どうなってんだ？」

「……どうなっていますの？」

　似たような感じで翡ひ翠すい色の瞳ひとみを瞬かせているセルニアと顔を合わせるも、やっぱり答えは分からなかった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「──貴方あなたは白はく麗れい陵りようを脅おびやかす不ふ逞ていの輩やからについて、何か情報を持っていますか？」

「………………………………はぁ？」

　理事長室で待ち受けていた深み閑かんの言葉に、秋あき晴はるは思わず眉まゆを顰ひそめた。

　メイド服を着た知的で冷たい印象バリバリの従育科専任教師は細いフレームの眼鏡めがね越しにこっちを見ているけど、その目を見るに冗じよう談だんの類たぐいではなさそうだ。

　しかし、唐とう突とつに質問がきたってだけで意表を突かれたっていうのに……何だ、不逞の輩の情報って。

　あやふやだし、それは折せつ角かくの初ウエイター業務の最中に呼び出すような内容なのか？

　失敗気味だったとはいえちょっと不ふ愉ゆ快かいなので、その分ややキツめの声で、

「良く分からないんで、もっと分かりやすく言ってくれ」

　でかいマホガニーっぽい机の前に立っている深閑にそう要求し、秋晴は腕うでを組んで体重をやや後ろに傾けた。ちょっと偉そうな態度に見えるかもしれないけど、気にしたことか。

　ちなみにこの場で一番偉い理事長の天てん壌じよう慈じ楓かえでは、座っている椅い子すにしがみつくようなマンガちっくなビビリ様ようを見せていた。そりゃあちょっと不ふ機き嫌げんさを表に出してはいたけど……どういうことだ、そのＤＶに怯おびえる幼気いたいけな子供みたいな目は。そこまで怖いか、怖く見えるかこの顔は。

　ショック混じりに楓から視線を外して横を見れば、三メートル近く離れて立っているセルニアは、腕うでを組み誰よりも遙はるかに偉そうに佇たたずんでいた。部屋にいる四人の中で、一番肩かた身みが狭せまそうなのが理事長っていうのは……どうなんだ。これでいいのか、白はく麗れい陵りよう。

　秋晴がそんなことを思っている内に、どうやら思考を纏まとめていたらしい深閑は小さく頷うなずいて眼鏡めがねのレンズを鈍にぶく光らせ、

「そうですね、いずれ説明をする事です。隠かくしていても意味はありません。いいでしょう、初めから説明します」

「そうしてくれると助かるな」

「事の発ほつ端たんは一ヶ月程前から報告されるようになった、不審な人物の目撃や盗とう撮さつ疑惑です」

「ほ、ほら、秋晴さんも見たっていうテレビ番組ですよ。あれ以来、ちょっとガード緩ゆるいと思われちゃったらしくってですね、物好きさん達が、こう、わらわらと…………あの、そんなに睨にらまないで……」

　睨んでねぇよ。

　全力でそう突っ込みたいのを秋晴はぐっと堪たえ、再びセルニアを見る。

　そういえばここに来た初日、あの金きん髪ぱつドリルに不審者と間違えられた。あれは実際にその手の人間がいると噂うわさでもされていたからピリピリしていてあーなったのか。尤もつとも、思い込みの激しい暴走掘くつ削さく機のセルニア以外ならすぐに誤解も解けたんだろうけど。

　そんな風に考えているのを電波受信でもしたかのように、セルニアはジロリと秋あき晴はるへと睨にらみを効かせてきた。

「……何ですの？」

「いや、何でも。それで、その変態共がどうしたって？」

　ここで揉もめるのも馬鹿馬鹿しいので受け流して深み閑かんへ話を振ると、彼女はデスクの上に載のっていた一冊の本を手に取り、秋晴の方へと近付いて来た。

「これは一昨日おとといに発売された雑誌です。由ゆ々ゆしきことに、これに我が校の内部を映した写真が載っていました」

「へぇ…………？」

　興味があったので差し出された雑誌を受け取った秋晴は、それを捲めくろうとして……しかし表紙を捲ろうとした指は、誌面に触ふれたところでピタリと止まった。

「…………なあ、これ」

「察しの通り、編集部と読者の手によって淫いん猥わいな類たぐいの写真を掲載している本です。俗に言うエロ本です」

　知的美人なメイドさんの口から出たまさかの『エロ本』発言に軽くどぎまぎしつつ、秋晴は覚かく悟ごを決めて雑誌を捲る。幸か不幸か付ふ箋せんがあったので、注目すべきページはすぐに開いた。

「…………『ついに激写成功！　今話題の名門・某ぼうお嬢じよう様さま学院にて、可か憐れんな蕾つぼみが花開く瞬間をとくと見よ！』……って、なんだそれ？」

　なんだか物もの凄すごいキャッチコピーが踊おどる誌面は、何枚かの写真と短い文章が見開きで載のっていた。顔が映っている写真は無いが、制服は確かに白はく麗れい陵りようのそれだとすぐに分かる。こうして改めて見てみると、外国か映画のスクリーンの中を思わせる背景で特徴に溢あふれていた。

　写真はどれもローアングルで撮られていて、スカートの中で下着がちらりと覗のぞいているのが精一杯で、激写というにはちょっと遠い画えだ。本当に、幸運なんだか不幸なんだか。

　とりあえず──素す晴ばらしい。この場で口に出せば殺されそうだけど。

　しかし、凄いなこれは……下からの角度で同年代の異性の足を、それも内うち腿ももとかを見る機会なんて全然無かったけど…………こうして写真で見ると……白さが目立つというか……足に注目することって無かったような気がするけど、これは意外に、

「──すっかり魅み入いって。これだから野や蛮ばんな男は好きませんわ」

　横から突き刺さった声に、秋晴は我に返って顔を跳はね上げる。

　セルニアの目が、毎度のようにこっちを見下している目が、いつもと若じやつ干かん違う色でもって見下していた。

「全く…………嫌いやらしいですわね」

「いやっ、これは違うぞ?!　これが本当に白はく麗れい陵りようで、そうだとしたらどのポイントで撮られたものなのかを分析しようとして、だなっ」

「フン、どうでしょうね」

　まるで信じていやしない口振りだ。なんて酷ひどいドリルだろう、人をそんな、えろえろしい男みたいに。そんな濡ぬれ衣ぎぬ……濡れ衣だよな、うん。

　濡れ衣じゃなかったらあれだ、神秘の力だ。男をその気にさせる魔ま力りよくがあるんだからこれはもう仕方ないな──って、そもそもどうしてこんなに自己弁護しているんだ？　見ろと言われたものを見ただけなんだから、別に悪くは無いはず。何だか居たたまれないけど。

　気を紛まぎらわそうと秋あき晴はるはややわざとらしく咳せき払ばらいして、深み閑かんへと向き直った。

「構内が盗とう撮さつされたのは分かったけど、どうして俺おれを呼んだんだ？」

「生徒、教師を含め白麗陵内にいる人間で、一番世俗に近い存在がつい先日まで外の世界で暮らしていた貴方あなたです。ここに来る前、何かそれらしい情報を耳にしていませんか？」

　なるほど、それで最初の質問と繋つながるわけか。納得した。

「……あの、秋晴さん。私、もう大人おとなですから殿との方がたの気持ちや衝しよう動どうについても理解しているんで、起こってしまったことは仕方ないと済ませる心の準備は出来てますからね？　生徒さんから犯罪者が出てしまうのは悲しいことですが、自首をしてくれるなら情状酌しやく量りようということで、胸の内に秘めようかとも──」

「とりあえずそこのボンクラ理事長は黙れ」

　勝手に人を犯人と決めつけやがった理事長は、「ひぃっ……!?」と小さな悲鳴をあげてまた縮こまった。うっわ、好き放題言った挙げ句にそれか。本気で生徒を泣かせたいのかこの理事長様は。

　楓かえでの戯ざれ言ごとは無視して思い返してみても、秋晴にはそれらしい記き憶おくは無い。白麗陵に入るに当たって資料請求や知人に話を聞いたりはしたものの、盗撮なんてアンダーグラウンドな話題が出た覚えはないはずだ。編入が決まって、同じ寮りように住んでいた男共には散さん々ざん羨うらやましがられたけど、それは関係ないだろうし。

「……悪いけど、それらしい話は知らない。つーか、俺じゃなくて出版社に問い合わせるべきなんじゃないか？　ほら、ここに『ペンネーム・スネーク少しよう佐さからの投稿です！』ってあるし。これってモロに犯罪なんだから、出版社か編集部に問い合わせすれば──」

「勿もち論ろん、問い合わせました。しかし本名も住所も書かれていない封筒に、ペンネームとどこの学校で撮ったものかということだけ書かれた紙と写真だけが入っていた、と」

　そう言うと、珍しいことに深閑は僅わずかに眉み間けんに皺しわを寄せて、

「既すでにこの雑誌は店頭に並んでいますが、回収を進めています。しかしインターネットで噂うわさは広まりつつあり、写真がアップロードされているとも」

「でも、だからこそわたしが知ることも出来たわけですよね〜」

　何な故ぜか誇らしげに腰こしに手を当てて、楓かえでが立ち上がっていた。

「今け朝さ、いつものように巡回サイトを見に行ったところ、この雑誌のことが書かれていたんですよー。しかも『これは身内の犯行だろ』とか『男子生徒の受け入れしたっていうから、それじゃね？』って論議になっていて。だからわたし、編入したばかりの秋あき晴はるさんが犯人だと思って、すぐにハイヤーを出して貰もらってこれを買って来たんです！　本屋さんにあった分は、可愛かわいい生徒さんの痴ち態たいが誰かの目に触ふれるのを防ごうと、とりあえず買い占めて！　もう、すっごく恥ずかしかったんですからね〜」

　つまり、自分で買いに行ったのか？　このエロ雑誌を？　しかも買い占め？　ハイヤーなんて目立ちそうな車に乗って？　女性の身で？　しかも、白はく麗れい陵りようの理事長さんが？　そっちの方がよっぽどゴシップのネタになりそうな気がするんだけど、それは大丈夫なのか？　──あとやっぱり犯人扱いされてるし。

　こっちの疑念と心配をちっとも気にしてない楓は『褒ほめて褒めて〜』と言わんばかりに得意気な顔を向けているけど……そっちにいるのは非情なメイド教師だ。

「理事長の浅せん薄ぱくな行動と、就業時間中にインターネットを使い遊んでいたという件は、ひとまず置いておきます。──理事長、後でお時間を」

　あーやっぱり、という感じで深み閑かんが絶対零れい度どの迫力で楓を睨にらみ付けていた。それを浴びて間抜けな理事長はガタガタと震えて着席、額ひたいに脂汗を浮かべてじっと自分の膝ひざを見つめるように俯うつむくという、なんとも分かりやすいビビリ方をしている。同じように睨にらまれることの多い轟とどろきの奴やつに言わせると、あの冷凍視線は精神にまで差し込んでくるらしい。傍はた目めからでも威力の程は十二分に伝わってくるし、やっぱりあの女教師には逆さからわないようにしよう。

　くわばらくわばら、と胸中で唱えながら秋晴はもう一度誌面に視線を落とし……

「……………………ん？」

　ちょっと気になるモノが、ある、ような──

　目の錯さつ覚かくかなー、と思いながらもよく見てみると……うん、残念なことに見間違いじゃなさそうだ。珍ちん妙みような事実に、頭が痛いっつーか脳がくらくらする。

　空いた手でこめかみを撫なでさすりながら、秋晴は雑誌を深閑へと突きだして、

「……なあ、この写真の隅すみっこに映っているヤツ。これも。これにもだ」

「ええ、確認済みです。上育科一年の風かざ祭まつりさんですね」

　鉄てつ面めん皮ぴを崩くずさないまま頷うなずかれた。

　写真の隅すみ、小さいながらも映っているのは、どう見てもハッピー野や郎ろうこと風祭大だい吉きちだ。白いヒラヒラの服を着て、明らかにカメラ目線でポーズを決めている、馬鹿丸出しのヤツが映っている。それも三枚も。
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「こいつに訊きけば分かるんじゃないか？　絶対にカメラに気付いてるだろ、これ」

「残念ながら、訊いてみたところ風祭さんは無自覚だそうです。『映り映えには自信があるがどこで撮られたものかは記き憶おくにない』、と」

「…………こんな明らかにポーズ決めて、複数枚映っているのにかよ？」

「あはは、それはもう風かざ祭まつりさんですからね〜。仕方ないですよー」

　軽く笑っての楓かえでの言葉は──なんっつーか、もう頷うなずくしかない。

　……まあ、役立たずのナルシストは置いておくとして。

　自分が呼ばれた理由は分かった。けど、呼び出されたのはもう一人いる。

　さっきから苛いら々いらと、腕うで組ぐみしたまま人差し指で二の腕を忙せわしなく叩たたいていたセルニアは、我が慢まん出来ないという感じで口を開き、

「……それで、この私がこの場にいる理由は何ですの？　お昼もまだですのに……まあ、上育科を代表して呼ばれたというのであれば、仕方のないことですけど」

「代表ってお前、確か首席は朋とも美みだろ？　自意識過剰は良くないぞ」

「喧やかましいですわこの愚ぐ民みんっ！　いいからさっさと私を呼んだ理由を述べなさいな！」

　後のセリフは深み閑かんに向けられたものだが……凄すごいな、こいつ。深閑相手にこんな口を利けるだなんて、プライドだけは本当に凄いかもしれない。

　けど、プライドというなら深閑の方も凄い。いくら上育科のお嬢じよう様さまとはいえ生徒にこうも偉そうに言われながら、怒りもしないし卑ひ屈くつにもならず、全く表情を変えない。

　ただセルニアを窘たしなめるような視線を送ると、

「日ひ野のさん。雑誌の、次のページを捲めくって下さい」

「次？　いいけど……」

「そして、それをフレイムハートさんに」

　言われるがままにページを捲って、セルニアが見やすいように雑誌を傾けて──その最中に、秋あき晴はるは理解した。

　ああ、そういうことだったのか。呼ばれた理由はシンプルで、一いち目もく瞭りよう然ぜんなものだったわけだ。

　深み閑かんがあえて語らずに誌面を見せるように言ったのは、こっちの方が分かりやすいからか。百ひやく聞ぶんは一見に如しかずとは、昔の人は上う手まいこと言ったもんだと感心したくなる。

　現に雑誌へと目をやったセルニアは、不満を主張していたぶすっとした表情を一変させたし。

　カッと目を開いて、白い肌はだを茹ゆでダコのように首筋まで真まっ赤かに染めて、わなわなと小さな唇くちびるを震わせて、

「なっ────何ですの、これはっ!!」

　そして予想通りの大声。まあ、仕方ないか。同情の余地は多分にあるし。

　見開きで掲けい載さいされた四枚の写真。その中で一番大きく扱われている写真は、やっぱり下からのアングルだった。被写体が白はく麗れい陵りようの制服を着ていて、スラリと足が長くて、どんな下着を穿はいているかもバッチリ分かってしまう一枚で──

　顔は映っていない。胸の辺りまでだ。けど、腰こし付近まである円えん錐すい形にセットされた金色の髪かみという、どうにも印象的なものが映っていた。

「どう見てもこれ、お前だよなぁ……」

　白麗陵でここまで見事なドリルを持っている人間は他ほかにいないだろうし。というか、金きん髪ぱつでドリルスタイルだなんて、日本中を探してもこいつしかいないかもしれないし。

　つまり、セルニアの奴やつが呼ばれたのは、

「どうにか判別出来た生徒がこいつだけだったから、盗とう撮さつされた覚えとか怪しいヤツを見なかったかとか訊きこうと思ったわけか」

「その通りです。どうですか、フレイムハートさん。この写真では場所の特定は難しいでしょうが、どうやら平日の昼間のようです。些細ささいなことでも構いません、何か気がついたことがあれば教えて下さい」

　生徒相手とはいえ丁てい重ちような質問をする深閑に対し、セルニアはというと──

「フッ…………フフ、フ、フッ…………」

　俯うつむいたまま、なんだか妙みような笑い声を漏もらしていた。

　いやその笑い方、かなり怖いって。前髪で目が隠かくれているし、肩かたも震えてるし。何の前触ぶれだ、それは。すぐ横にいる身としてはさっさと退避したくなる。

　ならどうして動かずにいるのかと言えば、簡単だ。

　秋晴の雑誌を持っている右手の、手首。それをセルニアが力強く掴つかんでいた。

　急加速で強まっていくその握力に、そろそろ雑誌を持つのも辛つらくなってきた頃、




「────抹まつ殺さつですわ！！！」




　大声と共に跳はね上げられたセルニアの顔は、くわっ、と目が見開かれていた。

　秋あき晴はるは思わずその剣けん幕まくにビビって腰こしが引けそうになる。すっごく逃げたいけど……くそ、手首を掴つかまれていて動けない、細っこい体している癖くせに何なんだよその握力は石でも握にぎり潰つぶす気かよ。

「抹殺ですわ滅めつ殺さつですわああもう何でもいいから死刑ですわっ！　こんなっ、こんな恥ち辱じよくを受けて黙っていられませんわ！　何としてでも犯人を捜さがし出し、馬に引かせて市中を引きずり回し、串くし刺ざしのまま路上に晒さらしてくれますわよ！　それとも磔はりつけにして火ひ炙あぶりに、もしくは鋼鉄の処女に抱だかれたままテムズ河に沈めるか、さもなくばこの怒りは収まりませんわよっ!!」

「……………………」

　────怖ぁ。

　あの細い喉のどと薄うすい腹からどうしてそんなでかい声が出るんだと秋晴が頬ほおを引きつらせていると、セルニア怒りを撒まき散らすように秋晴の持っていた雑誌を奪い取り、

「このっ、出版社も！　即刻潰つぶして差し上げましてよ！　この忌いまわしい雑誌に関わった者全すべてにそれ相そう応おうの報いを受けてもらいますわっ！　このっ──」

　悪あつ鬼き羅ら刹せつだって裸足はだしで逃げ出すような勢いのまま、セルニアは雑誌を床ゆかに叩たたきつけ、それを力強く踏みつけた。

「この雑誌も、回収し次第全すべて燃やし尽くしてやらなくては……！　いえでもそれでは既すでに見てしまった輩やからの記き憶おくには残ってしまいますわね…………ならばいっそ、該がい当とう者全員を掻かき集めて洗脳を──」

「いや落ち着けって」

　可哀相かわいそうに、雑誌はもうボロクズのようになっていた。あーあ、勿もつ体たいないことを──なんて言ったら確実に死ねそうなので静かに黙もく祷とうしていると、蒼あおい目がギラリとこちらを捉とらえ、

「そうですわね……まずは貴方あなたの記憶から消し去りましょう。ええそうですわそうしましょう。銀の燭しよく台だいで二十も叩けば、出来の悪い頭からここ数日の記憶くらい漏もれ出すに決まっていますわ。今すぐにでも──」

「いやだから落ち着けって。さっきから言動がえぐいぞお前」

「落ち着けるはずがないでしょうっ?!　この私がっ、誇り高きフレイムハート家の娘むすめがっ、よりにもよって盗とう撮さつされたんですのよ!?」

「だからってそこまで人に迷めい惑わくかけるなっての」

　犯人や編集部は、こんなことになったらもう仕方ない、責任は取るべきだろ。けど一般読者にまで手を掛けるって、どれだけの手間と労力をかけて被害を撒まき散らすつもりなんだ、この金きん髪ぱつドリルは。放っておけば確実にやるだろうし……しかもその筆頭が自分て。勘かん弁べんしてくれ、マジで。

「よく見ろ──って、もう無理か。ともかく、顔は映ってないだろ。あれじゃ普通は誰だか分かりゃしないって。それに一昨日おととい発売されたばっかなんだろ？　見た人数だって大したことないだろうし、そっちは放っておけよ」

「そうですね、捨すて置くのが良いでしょう」

　賛同してくれたのは深み閑かんで、この状況にも全く動じていないらしく無表情のまま続けて、

「冷静に、フレイムハートさん。小規模な出版社の発行部数の少ない雑誌だったからこそ、このような不ふ手て際ぎわを許したのです。不幸中の幸いと言ってもいいレベルで被害は抑おさえられるはずです」

「ですけどっ、」

「勿もち論ろん、早急に手は打ちます。白はく麗れい陵りようの威信に掛けて、必ず犯人は捕つかまえます。二度目はありません」

「ッ…………」

　すらすらと先手を打つような会話運びをされて、セルニアは口くち惜おしそうに唇くちびるを噛かみ締めたものの、それ以上喚わめき散らすことはなかった。いやいや、流石さすが。『冷凍みかん』なんていかにもな轟とどろき作成のあだ名は伊だ達てじゃない。敵てきも味方も見事に凍こおり付かせて黙らせる、液体窒素並みの効力を持つ女。奥の方で椅い子すの背もたれにしがみついて半泣き状態の理事長とは段違いの存在感だ。……あんなんが理事長で本当に大丈夫か、白麗陵。

「──白麗陵の警備体制から考えるに、白昼の侵入はあり得ません。侵入はセンサー類に防犯を預けた夜間とみてほぼ間違いないでしょう」

　そう言ったのは、理事長のボンクラっぷりを好フォローするメイド教師だ。

「ですから手始めに、本日夜間から従育科特別授業を行います。目的は勿もち論ろん、盗とう撮さつ犯はんを召めし捕とらえること。本来ならば周辺警備を強化したいところですが、それでは犯人が寄り付かなくなる可能性が高い為、捕獲を目的とする以上は誘い込む形を取ります。

　今日明あ日すには結果が出せます……と言えるほど簡単にはいかないでしょう。しかし、犯人を捕まえる──これは絶対です。それが白麗陵の敷地の中か外かは問いませんが、それだけは絶対です。フレイムハートさん、貴女あなたの目の前に彼かの者を連れて来ることを約束しましょう」

　そう言って──深々と、一礼。

　そこまでされてギャーギャー喚わめける人間がいるはずもなく、セルニアもついに怒りを収めることにしたらしい。良かった良かった、と秋あき晴はるは心の底から喜んだ。なにしろずっと手首が痛くて、このままだと血が通わなくなって壊え死しとかするんじゃないだろーか、とこっそり心配していたもんだから。




　これで一安心だ。夜に何やら面倒なことをやらされそうな気がするけど、それは先のことだから後々考えればいい。

　とりあえず今は、まだ不満を燻くすぶらせているらしくふくれ気味のセルニアが無茶を押し通そうとしなかったことを喜ぼう。

　──それはそれとして、

「なあ、おい」

「……何ですの？　今は少し気が立っていますの、無む駄だ口を叩たたくのなら容よう赦しやしませんわよ」

「いや、こっちもあんまり言いたくはないんだけどよ。……いつまで手、握ってるんだ？」

「…………………………ぇ？」

　ありがたい指摘に、セルニアはしばし目をパチクリさせながら自分の手と握っている手を見つめて──

「……………あっ?!　こっ、手、ずっと……!?」

[image: ]

　パッと、我に返ったように手を離した。頬ほおまで赤らめやがって、なんだその反応は。

　やれやれと、しっかり指の痕あとがついている手首を擦さする秋あき晴はるとはまるで正反対に、落ち着きなんて言葉はどこかに置き忘れてきましたと言わんばかりに狼ろう狽ばいしまくるセルニア。こいつは一日に何度沸ふつ騰とうすれば気が済むんだ。このままだと高血圧で早死にするんじゃないだろーか。

　このままもう元には戻らないんじゃないかというくらい赤くなったセルニアはぶんぶんと右手を振り回して、

「ぃ、いっ、いつまで私の手を離さないつもりでしたのっ、この不ふ埒らち者もの!!」

「…………、まあなんだ、いつまでも離さなかったのはお前の方なんだけどな」

「な、ん……………………ッ、黙りなさいっ！！！」

　相変わらず理り不ふ尽じんな。まあ、ついていけないから黙るけど。

　何がそんなに頭にくるのか、やっぱドリルな人の思考は理解するのが難しいなー、と諦あきらめに近い感想を抱いだきながら、秋晴は痛む手首をぷらぷらと揺らし、ため息を吐ついた。

　──さて、どうなることやら。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……で、夜に集合ってわけ？」

「そういうことだ」

　一通り状況を教えてやると、朋とも美みは興味深そうに俯うつむき加減で微笑ほほえんだ。あれは何か企たくらんでいる顔だろうけど、下へ手たに突くととばっちりを食らいそうなので、まだ何も言わないでおく。

　しかし……ここは噂うわさが回るのが早いな、本当に。

　昼休み終了間ま際ぎわに理事長室から解放されて、そのまま昼飯抜きで午後の授業を受けることになった秋あき晴はるだったが、従育科が真ま面じ目めに座学の授業を受けている間に、暇ひま人じんの多い上育科の生徒達の間であっという間に盗とう撮さつの件が広まったらしい。

　そしていち早く、授業終了と同時に教室へ入って来て詳くわしい事情を聞きたがったのが、この腹はら黒ぐろ幼おさな馴な染じみなわけだ。

「うんうん、想像以上に面白いことになっているみたいね。いいことだわ」

「……どこがだよ。こんな所に連れて来てまで訊きくようなネタか？」

「当たり前じゃない。情報交換といえば密室か生徒会室、それに屋上っていうのが相場よ」

「どこの相場だ。値ね崩くずれして大打撃受けて消えてなくなればいい」

　投げやりに言って、秋晴は屋上の手て摺すりに肘ひじをかけてため息を吐ついた。

　朋美も一応ここに通うお嬢じよう様さまだから、盗撮の被害に遭あう可能性は少なくないと考えてちゃんと教えてやったけど……明らかに楽しんでやがる。言うべきじゃなかったか、これは。

　こっそり秋晴が後悔していると、少しの間唇くちびるに指を添えて何かを考える様ような顔をしていた朋美がふと顔を上げて、

「それで、深み閑かん先生の見解は？　犯人の目め星ぼしとか言ってなかった？」

「さっきもちらっと言ったけど、夜に侵入したみたいだぜ。規模のしょぼさと営利目的じゃなさそうってことで、恐らくは単独犯だってよ。どうやってここのセキュリティを突破しているのかは不明だけど、妙みような電波が断続的に出ていれば間違いなく探知出来ていたはずだから、盗撮写真はマイクロカメラを使って撮られた可能性が高い。んで、それを設置と回収で少なくとも二回は侵入している。流石さすがに校舎には入れなかったようだけど……まあ敷地内に入ったってだけで十分な脅きよう威いだよな」

「……うん、それで？」

「あーっと、後は……消去法でいくと、ここの教師の可能性は低いってよ。生徒も同じく。まあそうだな、わざわざここの品位を落とそうなんて考える教師や生徒はいないだろうし、そうだとしたら選んだのがショボいエロ雑誌っていうのはお粗そ末まつ過ぎる。ネットや大手雑誌やその辺を使っただろ。それと出入りしている業者関係も除外。雇やとう前に審査はしているし、ここでそんな不ふ祥しよう事じ起こしたら出入り禁止になるだけじゃなくて倒産はほぼ確定だ。リスクばっかでリターンがまるでない」

「つまり、物好きな外部からの侵入者……って落ち着いたのね？」

「みたいだ。俺おれには七割方しか理解出来なかったけども」

　理路整然と説明されたけど、何がどうしてそういう理屈になるのか分からなかった部分が多少ある。いや決して自分の頭が悪いわけじゃなくて、あんな風ふうにズバズバと仮説を立てては打ち消して証明とかやられても、常人はついていけないって。他ほかの生徒はいつも通り無む駄だ口ぐちを叩たたかなかったけど、あれは絶対分かっていなかったに違いない。

「……そんなわけで従育科の生徒は夜の十時から深夜二時まで見回りだってよ。おかげで今日は授業で走り回らずに済んだけど」

「…………そっか、なるほどね。つまり深み閑かん先生も掴つかめていないのね」

「あ？　掴むって、何をだ？」

「決まってるじゃない、犯人よ」

「まあ……そう簡単に分かるもんじゃないだろ」

　むしろあんな少ない情報からそこまでプロファイリングしてみせただけで凄すごいと、秋あき晴はるは感心したくらいだ。

　ただ──違和感というか妙みような引っかかりを覚えたけど、具体的に何か思いついた訳でもないので放っておいた。ま、どうせ自分達が夜間警備の実践授業をするのは変わりないんだ。あれこれ考えてないで、やれることをやるだけってことで。

　そんな風ふうに自分の中で区切りをつけていると、裏門の方から運うん搬ぱん業者が入って来るのが見える。流石さすがに白はく麗れい陵りよう御ご用よう達たしってだけあって、どの業者も時間に正確で搬はん入にゆう時間をキチッと守ると三さん家けが言っていた。

「それじゃ、俺は部屋に戻る。一ひと眠ねむりしておかないと、後がキツいし」

「ええ、頑がん張ばって。報われないかもしれないけど、これも訓練だもんね？」

「あー、そうだな。出来れば報われて欲しいけど」

「そうね、そうなるといいね」

　屋上から去ろうと歩き出していた秋あき晴はるは、朋とも美みの言葉を背に受けながら校舎の中へと続くドアに手を伸ばし……ふと気になって、ドアノブを握る直前で動きを止めた。

　振り返ってみると、朋美はこっちを向いていない。だから背中しか見えないし、表情を窺うかがい知ることが出来なかった。

　でも、さっきの言葉は……素直に賛同してくれたと受け取るには、何かが違った気がした。いやまあそんなの気のせいだって言われればそれまでの、確証も無ければ確信すらない、思いつきに近い感覚だけど。

　しかしあの背中は…………やっぱりなんか企たくらんでいるような……

　理由があるとすれば、朋美の後ろ姿がやけに楽しそうに映るからだ。顔は見えないし鼻歌を歌っているわけでもないのに、どうしてそんな風に見えるのかが自分でも分からないけど、あれは何かを期待しているに違いない。

　そして──あの幼おさな馴な染じみにとって楽しいことが、自分にとってはまるで楽しくない事である可能性が高いことを、秋晴は知っている。

　一体何を企んでいるのか、朋美に問い質ただそうかと思い……………………止やめた。下へ手たに突けば毒どく蛇じやでも出て来そうだ、触さわらぬ神に祟たたり無し、と。

　何となく胸の前で十字を切って、ドアを開けて校舎内へと戻ることにする。

　重い鉄製のドアが音を立てて閉まるのを階段を降りつつ聞きながら、秋晴は朋美がいる辺りを見上げて、呟つぶやいた。

「…………頼むから面倒なことになりませんように」

　困った時の神頼みじゃあ遅すぎるから、前倒しで。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　午後十時ジャストに始まった深夜の特別授業は、一言で表すと地味な作業だった。

　男子は二人一組、女子は三人一組で班分けされて、それぞれ受け持ちのポイントで見張りをし、定期的に指定のルートを見回るだけ。武装はブラッククローム製の特殊警棒と掌てのひらサイズのフラッシュライトと、ちょっと心こころ許もとない感じがしていたけど……始まってみれば、これで十分だとよく分かる。というか、ごちゃごちゃと持っていても、じっと隠かくれて見張りをしている時は邪じや魔までしかないし。

　大だい地ちとの同室班の担当地域は上育科女子寮りようの裏手側で、女子寮から百メートルと離れていない位置にある花園が潜せん伏ぷく場所だった。

　花か壇だんだけじゃなくて椿つばきや藤ふじ、薔ば薇らの咲く温室や睡すい蓮れんの咲く池などと多た岐きに渡って花々が植えられていて、しかも専門の庭師が手入れをしているということで、なかなかに綺き麗れい……なんだと、思う。

　これが、朝なら。悲しいことに、今は夜だ。

　薄うす暗ぐらい中でひっそりと花が咲く光景っていうのは……一度見てみればいい。夜に、無む駄だ話が出来ない状態で花に囲まれるのは、意外と怖い。

　おまけにベンチの裏に座り込んでいるから、少しばかり体が固くなって痛む。座ったまま膝ひざを伸ばしたり背筋を伸ばしたりはするものの、もし犯人がいて気け取どられたら見張りの意味が無くなるから、ちょっとしか動けない。しかも退屈ときているから性た質ちが悪い。

　だから見回りの時間がくるのが待ち遠しくなるけど、警けい邏らは二十分に一度、花園をぐるっと回るだけで終了。念の為にゆっくりじっくりとやるものの、どれだけ時間を掛けても十分がいいところだ。それ以上かければ外で突っ立っているのと変わらないし。

　それ以外の時間、こうしてベンチ裏で遠巻きに女子寮を眺めていなければならないのが、秋あき晴はるにはだんだんと辛つらくなってきた。

　初めの内は体力的にも余よ裕ゆうだったし、いつ来るか分からない犯人に警戒心を絶やさないようにするのも楽しかった。それに何より、上育科女子寮りように圧倒された。

　上育科女子寮は、横並びに三棟ある。けど、その一つ一つの規模がおかしい。

　西せい欧おう風ふうの城に、ど派手な宮きゆう殿でんに、格調高そうなお屋敷。城はどこからか運んできたみたいで近寄ってみれば年代を感じさせる趣があるし、宮殿は金きん箔ぱくが貼はってあって豪ごう華かではあるけど見ていて嫌いや味みはないし、屋敷は重厚感というか静せい謐ひつとした深みがある。……まあ、並んでいるとぶち壊こわし、っていう意見もあるが。

　それら三つ、どれも何かの冗じよう談だんかと思うようなでかさで、特に城と宮殿は横だけじゃなくて高さがあるから威圧感が凄すごい。ライトアップされているわけでもないのに月光りと窓から漏もれる明かりだけでも輝いていて、どーにも目を惹ひく。

　けど、そんなものも一時間見ていれば感慨は薄うすくなるし、二時間も経たてばどうでも良くなる。どの建物も一種の芸術といえる規模とデザインなんだろうけど、所しよ詮せんは建物。同じ角度から見ているだけならそりゃあ飽あきるって。

　せめて待たい機き中に話でもしていれば間まも持つところなんだがなー……と思いながら、秋あき晴はるは大だい地ちの横顔を覗のぞき見た。ある意味、盗とう撮さつ犯はんがどうこうというより、こっちの方が気になる。

　普段から大地とはあまり話が盛り上がることはないし、むしろ用もなく話しかけると露ろ骨こつに煙けむたがられる。授業中なら見事に無視される。部屋に戻って二人きりになっても、日常会話が成立しないくらい『僕に話しかけるなオーラ』を出しているから、暇ひま潰つぶしをしようと思うと轟とどろき達の部屋に行かないと駄だ目めだ。

　そんな大地が、盗撮犯を捕つかまえようというミッションの最中に暇潰しの無駄話に付き合ってくれるはずもない。今も淡々と、いつ来るか、来ないかも分からない犯人を警戒して監視を続けていた。

　ただ──ちょっと気になる。

　隠かくれている場所なだけあって暗いし、隣となりにいる大だい地ちの顔もあんまり見えない。

　それでも、分かる。今夜の大地は、あまり体調が良くない。

　血色だけで判断しようと思ったら、この明るさだと無理がある。けど、一応はルームメイトで、おまけにクラスメイトだ。

　短いながらもグングン溜たまった経験値が囁ささやいている。一時間前までは息を殺して微動だにしていなかったのに、それが次第に姿勢を度々変えるようになって、今ではこっちの耳に届くくらい疲れた吐と息いきを吐はいている。

「…………っ」

　苦しそうにというか、憎にく々にくしげに不満一杯な感じで綺き麗れいな顔を歪ゆがめる大地の様子に、秋あき晴はるは小さくため息を吐ついて、

「──おい、大地」

「…………なんだ。人影でも見つけたか？」

「そうじゃない。けど、お前はもう帰れ」

　言った瞬間、業わざ物もののナイフよりも鋭い視線が突き刺さる。

　けど、その刺とげ々とげしさがいい証しよう拠こだと思い、秋晴は首を横に振った。普段の大地なら冷たい視線をくれることはあっても、こんな剥むき出しの反抗心を投げてはこないはずだ。プライドを傷つけられたのかもしれないけど、それくらい軽く受け流すくらいの度量はあると思う。

　つまり今、大地にはまるで余よ裕ゆうが無い……と。そういうことか。

　二時間もこうしてじっとしたり警けい邏らしたりするのは、想像以上に気力と体力を使うものだった。とはいえ、いつもの大地はこっちがヘバって気力だけで動いているような時でも涼しい顔をしてペースを崩くずさない、化け物じみた体力の持ち主だ。

　となると、病気か何かだな。しかも隠かくしきれないレベルと。こいつに休み休みに務めるような器用な真ま似ねなんて出来なさそうだし、黙っていたら悪くなる一方だな。

　だから秋晴は低い姿勢のままジリジリと大地に近寄り、

「無理すんな。自分でも分かってんだろ？」

「……無理じゃない。もう半分消化した、あと二時間弱なら──」

「その二時間弱が終わったら、六時間と眠ねむれずに起きて通常授業だぜ？　今夜見つからなかったら、明日あしたもだ。明後日あさつても。ぶっ倒れるぞ、お前」

「大丈夫だ。そんな心配しなくても、僕は……っ?!」

　何か反論しようとした大地の体がぐらついた。

　ヤバ、と思った時には秋晴はもう行動していた。目の前で傾いた肩かたを慌あわてて掴つかみ、その華きや奢しやさに驚きながらも倒れないようにと支え──

「さっ──触さわるなっ！」

　突然大地が声を荒げ、肩を掴む手を乱暴に振り解ほどいた──と思ったら、ガクッと崩くずれて地面に両手をついてしまった。いよいよ体力も限界か。

　やれやれだ、本当に。責任感が強いのはよく分かったけど、体を壊こわしたら元も子もないだろうに。そこら辺が上う手まい具合にいかないのは、やっぱこいつも自分達と同じ高校生のガキなんだなー。こんなこと言っちゃ悪いけど、少し安心した。

　病人がちょっと癇かん癪しやくを起こした程度で悪意や敵てき意いを持つ程に気が短いつもりじゃないし、ここは寛かん大だいに……というかむしろ意地悪をするつもりで言ってやる。

「ほら。その様ざまじゃ、犯人きても役立たずだぞ」

「うっ……」

「というか、犯人来ないとして、二時間も本当に持つか分かったもんじゃないしな。倒れたお前を負おぶって部屋まで運ぶのは俺おれだぜ？」

「うぅっ…………」

　苦悩に満ちた声を漏もらす大だい地ちはなんか可愛かわいげがあって、これはこれで面白い。

　まあでも、あんまり面白がっている場合でもないか。

「……とりあえず、今日はもう休めよ。予告状が来てるわけじゃないんだ、長期戦になる可能性の方が高いんだぜ？　さっさと戻って薬飲んで、それで明日あしたから頑がん張ばれよ。な？」

「……………………う〜〜〜」

　俯うつむいたまま、大地は悩ましい唸うなり声を上げて、

「…………………………………………分かった」

　たっぷり間まを開けてから、そう言った。

　顔を上げると不ふ承しよう不ぶ承しようっていう感じがありありと窺うかがえる辺り、やっぱ限界間近だったっぽい。今までになくガードが緩ゆるくて、かなり新鮮だ。元気な時にからかうネタにしてやろう。その反応もなんか楽しそうだ。

　けど、今は安静第一、と。

「寮りようまで送らなくて平気か？」

「大丈夫だ。部屋に戻るのだって、お前の顔を立ててやろうと思ったからであってだな、本当はまだまだ……」

「あー、分かった分かった。それじゃ、気をつけて戻れよ」

「…………ああ」

　まだ何か言いたそうにしていたものの、大地はゆっくりと立ち上がった。その際、周囲に人影がないかと窺っているんだから、どこまでも慎しん重ちような奴やつだ。

　それでもやっぱり体調不良には敵かなわないようで、いつものキリっとした歩き方とは程遠いふらついた足取りで花園から抜けようと歩き──しかし幾ばくも進まないうちに止まった。

「…………日ひ野の」

「ん？　何だ？」

　もしかして歩いて帰るのも厳きびしいのか、と秋あき晴はるは腰こしを浮かし掛ける。

　……が、大だい地ちはこちらに顔を向け、

「駄だ々だをこねて悪かった。それと、その…………厚意を無む下げにして、済まない。病気じゃないからうつすことは絶対にない、そこは安心して欲しい」

　どこかぶっきらぼうな感じで、そう言った。

　──いや、突然そんなことを告げられても。

　別にそんな、無下にされたとも思ってないし、そこで謝られても困るっていうか、急に振られてもアドリブ利かないっていうか。

　どう反応していいんだか分からなくて狼狽うろたえて、何かいい具合の言葉はないのかと探している内に、大地はスタスタと歩いて去って行ってしまった。

　本当に弱ってんのかあいつ、と勘かん繰ぐりたくなる速度で見えなくなっていく背中に、秋晴はこめかみを指先で掻かいて……

「…………安静にしとけよー」

　小声でそれだけ言って、息を漏もらす。

　何にせよ、だ。パートナーはいなくなったんだから、しっかりやらないと。これで盗とう撮さつ犯はんがうっかり入り込んで来て、捕ほ獲かくに失敗してみろ。大地のことだから、勝手に責任感じてえらい落ち込むだろうなぁ。

　そうならないように、ちゃんと見張るか。正直、だいぶ眠ねむくなってきたけど。あともう二時間、それで終わりだ。何とか耐えられるはずだ。

「っし…………がんばろ」

　込み上げてきた欠伸あくびを噛かみ殺して、秋晴はベンチの陰に座り直した。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　とはいえ、基本的には暇ひますぎる任務で、何度気合いを入れてもすぐにだらけそうになってしまった。

　でもそれも仕方ないよなぁ。何の代わり映えも無い風景を二十分見続けて、その後の見回りタイムも何事もないし。どうせなら見る人を楽しませる仕掛けでもあればいいのに。カラフルにライトアップされるとか花火あげるとか、もしくは変形合体するとか。不審人物も入って来れないだろうし、万ばん々ばん歳ざいなナイスプランだよ。うん、我ながらアホらしい。

　そんな益やく体たいもないことを考えて少しでも退屈を紛まぎらわせながら、本日六度目の巡回をしようと、秋晴は腰を上げ──

「…………ん？」

　女子寮りようの一つ、西せい欧おう風ふうの城。その裏口の辺りで、何か動くものがあった気がした。

「…………人影……？」

　そんな気がした。

　けど、犯人だとしたらいつの間に女子寮りようまで近付いたんだ？　見落としていたってことは無いと思うし、正面側にも見張りはいる。向こうの人員が見逃していたのが裏口から出て来たっていうのか？

　俄にわかに背筋に緊張が走るけど、どうにも腑ふに落ちない。入り口は常に三班以上が見張っているのに、それに気付かれずに侵入するなんて。どこの凄すご腕うでだ、その変態は。そんなのが盗とう撮さつに燃える変態野や郎ろうって、色んな意味で人生を間違えてるだろ。

　秋あき晴はるは呆あきれて解とけそうになる緊張をなんとか維持して、目を凝こらして真まっ直すぐに何かが蠢うごめいたはずの地点を観察する。念の為、ベンチとツツジの群生に挟はさまれる形で、向こうから見つけられないようにと慎しん重ちように。なるべく身動みじろぎしないようにと気を付けて。

　闇やみの中を凝ぎよう視ししていると、また何かが動くのが見えた。さっきよりもこっちに近い。どうやら堂々と、舗ほ装そうされた道を歩いているようだった。

　どれだけ度胸の拗ひねくれ曲がった野郎なんだと、じっと凝視して姿を見極めようとして……

　遠目とはいえ、外灯の下に照らされたその姿を、秋晴は見た。

　そして──がっくりと項垂うなだれた。

「……………………何やってんだ、あいつは」

　闇やみの中に溶けきらず強く自己主張をしている深紅しんくのホルターネックドレス。

　服と夜の空気に浮かび上がるように白い、露ろ出しゆつした素す肌はだ。

　胸元に小さく金色に光るものがあるのは、ネックレスでもしているのか。

　そして──相変わらずに見事にくるくると渦うず巻まく、長い金色の髪かみ。

　それは、どこからどう見てもセルニアだった。

　盗撮犯かと思ったら、ただの不審なお嬢じよう様さまだった、と。

　こんな、もう深夜も一時を回った時間に何やってるんだ、あのドリル。密会……っていうには、ここは男が少なすぎるか。従育科は出払っていて、上育科にはあのナルシスト馬鹿しかいない。ある意味お似合いの二人だけど、風かざ祭まつり灯とう一いち朗ろうこと大だい吉きちが住む男子寮りようはこっち側には無いから、逢あい引きならもっと違う場所を選ぶだろうし。

　そんなことを考えている間にも、セルニアはずんずん歩いて、どんどん姿は近付いて来る。

　どうしたもんか……と悩んだのは十秒足らずで、秋晴はやれやれと頭を掻かいて立ち上がった。

　そして、そろそろ花園の外周部に辿たどり着こうかという辺りに来ていたセルニアへ、呆あきれを多分に含ませて言ってやる。

「……おい、何やってんだよ」

「ッ────!?　だ、誰ですのっ?!」

「いや俺おれだけど」

　こっちは暗がりにいるので、向こうからはちゃんと見えないらしい。そりゃあそうだ、じゃないと隠かくれている意味がない。

　姿を見せてやるべく、秋あき晴はるは少し噴ふん水すい側へと場所を移して明かりの下に出た。

　……と、ギュッと身を縮ませるように両腕うでを胸に引き寄せていたセルニアが、警戒を解いたように腕うでを下ろして息を吐はいた。

「……貴方あなたでしたの。そんな所に隠かくれて、やっぱり貴方が盗とう撮さつの犯人だったのではなくて？」

「んなこと言ったら従育科全員が盗撮犯だ。皆こうして隠かくれて、犯人が忍び込んで来るのを見張ってんだからよ」

　たぶん、というかまず間違いなくセルニアは動揺して適当なことを口走っているだけだろうから「知ってますわよそんなことっ！」と生意気な返しをするのも軽く流す。

　問題はそんなことじゃなくて、もっと根本的なことだ。

「……んで、どうしてお前はこんな時間に外に出てんだよ？　深夜に徘はい徊かいする癖くせでもあんのか、お前」

「そんなことありませんわよっ！」

　カッと怒りを表情に滲にじませて、セルニアは叫んだ。

「この手で犯人を捕つかまえ、ねじ伏せる為ですわっ！　決まっているでしょう！」

　……決まっているのか、それは。

　あー、なんだろう。頭痛が。こめかみが引きつるような頭痛が。誰か常識がまるで食い違っている相手との明快な意思疎そ通つうの仕方を教えてくれ。もしくはあの女に一般的な思考形態を持たせてやってくれ。

「…………分かった、とりあえずこっちに来い。そんな目立つ行動されたら俺おれらの仕事が全否定される」

「む……分かりましたわ、従います。ありがたく思いなさい」

「あーあー、いいから来い」

　いちいち付き合うのは面倒だから適当に返すと、セルニアは何やらぶちぶちと文句を言いながら花園へと入って来る。

　やがて生け垣がきの合間を縫ぬって噴ふん水すいの側まで来ると、セルニアは右手を腰こしに当てて、

「それで、成果はどうなっていますの？　まだ犯人は捕まっていないようですけど」

「そりゃあなぁ。完かん璧ぺきに向こうの出で方かた待ちだから、敵てきさんがその気になってここに入り込んでくれないと、どうにもならねぇって」

「フン……役に立ちませんわね」

「んなこと言ったらここのスタッフが可哀相かわいそうだろ。警備部の連中、だいぶ絞しぼられたらしいぞ。汚お名めい返上に燃えているって話だ」

　まあ、燃えなくても十分に凄すごいセキュリティなんだけど。正門を含め、白はく麗れい陵りようの敷地を囲む外壁は高さ十メートル以上、塀へいの上には赤外線センサーが設置されている。おまけに壁の前にはガードマンが立っていて、それなのに誰にも気付かれることなく突破するんだから、並大抵のスキルじゃない。深み閑かんの読みだと単独犯らしいから、一人で白はく麗れい陵りようを敵てきに回す度ど胸きようも凄すごい。ただし変態。超変態。

　だからまあ、そう簡単にはいかないはずだ。そもそも次の侵入があるのかさえ分からないんだし。

　そんなわけで、こんな特別授業はさっさと見切りをつけて終えてしまって欲しい。睡眠時間が削けずられるのは本気で痛い。成長期なのに、しかもここ数ヶ月あんまり身長が伸びていない気がするのに。人は夜寝てる間に背が伸びるんだから、寝かせて欲しい。

　けど、せっかく悠ゆう々ゆうと眠ねむれる身分なのに無む駄だにやる気に満ちている奴やつもいる……と。難なん儀ぎな奴だな、本当に。

「それでお前、犯人を捕つかまえる……とか言ってたよな？」

「ええ、勿もち論ろんですわ。誰かさん達があまりに使えないので、この私が直じき々じきに、」

「いやそれはいいけど……その格好で？」

　ドレスにパンプスと、相変わらず余よ所そ行きの服装。ファッションショーに出向くならいざ知らず、捕とり物劇をしようっていう人間がする格好じゃないはずだ。

　なのにセルニアは不思議そうに首を傾げ、

「そうですわよ。何かおかしくて？」

「おかしい。全すべてが。その髪かみも」

「なっ……レディとして着飾り髪型を整えるのは当然ですわっ！」

「その意見だけなら頷うなずけるんだけどな……あと、どうしてこんな時間にのこのこ出てきたんだ？　やる気あんならもっと早くから見回るなり張り込むなりすりゃーいいのに」

「うっ……」

　素そ朴ぼくな疑問を口にすると、セルニアはあからさまに言葉に詰まってそっぽを向いた。訊きかれたくないことを訊かれた、と強こわ張ばった横顔が言っている。なんて分かりやすい奴やつなのか。

　何を隠かくしているか……まあ、突っ込まなくてもいいか。あと一時間弱、それで今日の仕事は終了なんだから、とりあえずそれをこなせれば。

　問題は、この女の扱いだけど……

「なあ、そこのドリル」

「……貴方あなた、盗とう撮さつ犯はんの前に処刑されたいんですの？」

「いやいやまさか。俺は見回りに行くけど、お前はどうする？　ここで見張りやるか？」

　従育科じゃないから深み閑かんの指示に従う必要はないけど、下へ手たに動かれると邪じや魔まだ。出来ればさっさと寮りように戻って欲しい。

　けども、そんなこと言って聞くタマじゃないのはもう知っている。なら、行動をこっちでコントロールしつつ、一時間だけ希望に沿ってやればいいか。

　そう考えての質問だったんだけど……

　珍しく何か迷うように視線を落とすセルニアの様子に、秋あき晴はるは思わず眉まゆを顰ひそめた。憂ゆう慮りよするようなことでもあるのかとこっちが心配しそうになるくらい、わがままオーラというか女王様オーラというか、そーいった勢いが消え失うせてしまっている。

　だからつい、

「それとも、寮りように戻るか？　それなら一応送ってやるけど──」

「帰りませんわっ。何の為に私が出て来たと思っていますの？　薄うす汚ぎたない変質者をこの手で、一刻も早く捕つかまえる為ですのよ！」

　余計なことを言っちまったなー、とすぐさま後悔。

　セルニアの奴やつはこっちを睨にらみ上げて、今にも噛かみついてきそうな雰囲気だ。流石さすがに歯をガチガチ鳴らすような真ま似ねはしてないけど、やってても全然違和感がないくらいのど迫力。

　本当に噛まれたら嫌いやだなー、と思いながら、秋晴はどうどうと暴れ馬を落ち着かせるように手で制してみる。

「それは分かったけど……そこまで熱くなることないだろ？　多少は時間が掛かるだろうけど、いずれ犯人は捕まるぞ。俺おれらや理事長はともかく、あの深み閑かん先生が本気になって捕まらないとは思えないだろ？」

「それはっ……そう、ですけど」

　口くち惜おしそうに歯を噛むその姿は、やっぱりどこかセルニアらしくない。

　傲ごう慢まんな態度で自信過剰で、君くん臨りんすることが当たり前のように振る舞うのがこいつのはずだ。だからムカっと来るし、そこまで自分を誇れることがほんの少しだけ羨うらやましくも感じる。良くも悪くも普通とは違う、突き抜けた個性だからだ。

　なのに、今のセルニアはまるで年頃の、普通の女の子みたいに……

　────まさか。

「もしかして、お前……」

「な、何ですのっ？」

「怖い、のか？」

「なっ?!　ななな何を根こん拠きよにそのような妄もう言げんをっ!?」

　当てずっぽうで訊きいてみたら、どうも見事にビンゴのようだった。

　眉まゆと頬ほおを吊つり上げて、勢い込んでいるのに目を逸そらすセルニアを見れば、否定の言葉なんてまるで意味がないというか、むしろ肯定にしか聞こえない。

　……そーかそーか、そういうことか。

　納得して、秋晴はにやりと笑ってみせた。

「こんな時間まで起きていて、わざわざ下りて来たのはそういうことか」

「どっ……どういうことだと言いたいんですのっ？」

「いやー？　犯人を見つけたいっていうのに、早足で明かりの下を歩くなんておかしいなー、とは思ったんだけどな？　それに珍しく素直に俺おれの言うことを聞くし？　妙みようにそわそわしていやがるし？」

「…………うぅ……」

　こっちが言いたいことを察しているのか、セルニアは額ひたいに薄うつすらと汗を浮かべて、視線をキョロキョロと彷徨さまよわせる。動揺しまくっているのが見え見えだ。楽しすぎる。

　まあそれも仕方ないか。こんな威い張ばりまくりの我わが儘まま娘むすめが、息巻いて出てきた理由が──安心して眠ねむることが出来なかったから、なんて知られたら恥ずかしいよなぁ。

「しかしあれだな。どれだけ偉えらそうでも、お前も年頃の女ってことか」

「……何が言いたいんですの？」

「いや、お前にも随分と可愛かわいらしいところがあるんだなー、と」

「かわりゅっ──!?」

　秋あき晴はるとしてはそこそこ素直に感想を述べたつもりだが、セルニアの反応は酷ひどかった。

　がつんと殴なぐられたように身を引いて、自らの肩かたを抱だいて薄うす暗ぐらくても分かるくらい見る見るうちに顔を赤く染めて──おお。面白い反応だ。

　滅めつ多たに見られないだろうセルニアの様子に、秋晴はつい笑みを深めて、

「あれか、鬼おにの霍かく乱らんってヤツか。それとも強がっているけど、実はお前、怪談や肝きも試だめしも駄だ目めなクチか？」

「……………………」

　からかうように軽口を叩たたいて──秋晴は、『あれ？』と首を傾げた。

　ピクッ、と肩かたを震わせたと思ったセルニアの体が、強こわ張ばったように見えた。それだけでなく、気のせいか辺りの空気が重くなったようにも感じられる。そして何でだろう、首の後ろが疼うずいて背筋に冷たいものが走っている。

　自分の体に起こっている異常に秋晴が笑みを引きつらせていると、セルニアは俯うつむき加減だった顔を上げ──

　もう殺意が籠こもっているとしか思えない双そう眸ぼうが露あらわになった。

「……フ、フフ…………そう、そういうことですのね。褒ほめちぎるなんて珍しい真ま似ねをしてくると思ったら…………嬲なぶるつもりでしたのね……？」

　ぞっとするような低い声に、秋晴は無意識に首を横に振っていた。

　そんな、嬲るって。ちょっと出来心はあったかもしれない……というか確実にあったけど、ほんの少しからかおうと思っただけで……しかも褒めちぎるって全然褒めちぎって無いし……いや褒めちぎって機き嫌げんが直るなら今すぐにでも言うべきか？

「──落ち着け。よく分からないけど、お前はたぶん勘かん違ちがいをしている」

「誰が何を勘かん違ちがいしていると言いますのよっ?!　私を、そんな……心にも無い甘かん言げんで惑まどわそうとしておいてっ！」

「だからそこまでする気はなかったっつーの！」

　思わず怒鳴り返して──どうすりゃいいんだ、この迷走ドリルは。

　けど、どうやら向こうに止とどまるつもりは更々無いようで、セルニアはじりじりと躙にじり寄って来ながら暗い笑みを口元に浮かべた。

「……やはり真っ先に屈服させるべきは貴方あなたですのね……そう、そうですわ。あの写真も見ていることですし、フレイムハート家の恥を濯そそぐためには、まず目の前の敵てきを闇やみへ葬ほうむるところから始めるべきですわ……」

　待て。べきじゃない。

　心の中で突っ込むも、異様な迫力に押されて秋あき晴はるは前に出していた手を上にあげて、降参の意を表して、




　──背後から、誰かの足音が聞こえた気がした。




　思考は瞬時に目の前の馬鹿な状況から警戒態勢へと切り替わった。そうだ、盗とう撮さつ犯はんだ。ここでこうして、もう深夜だってのに眠ねむ気けを堪こらえているのは、全部そいつが来るかもしれないからじゃないか。

　意味不明なドリルを相手にしている場合じゃない、今の騒ぎで所在がバレているかもしれないけど、相手の出方を掴つかむ為にも隠かくれ潜ひそんで先手を取らないと。

　そう思って、秋晴は振り返り様ざまに腰こしを落として──

　そこにタックルを食らって、倒れ込んだ。

「どっ──!?」

「フン、逃げようとしても無む駄だですわ！」

　腰に重みを感じながら無理矢理に上半身を捻ひねった秋晴が見たものは、不ふ敵てきに笑うセルニア。

　セルニア、というか、状況をまるで理解していない馬鹿娘むすめだった。

「くっの、ドリルてめぇ！　自分が何してるか分かってんのか?!」

「勿もち論ろんですわ。これは……そう、制裁。天てん罰ばつに等しき制裁ですわ。フフ……」

「分かってないじゃんかよ!?」

　暗黒面に堕おちた笑みを浮かべやがるドリル相手に説得は無理だ。というか暗黒面に堕ちてなくても無理だ。土台、他人の言うことを聞く女じゃない。

　ならどうするかは決まってる。

　問答無用で────ねじ伏せる。

　自分の肩かたを掴もうとしていたセルニアの右手首を、逆に掴む。それだけであからさまに動揺したセルニアは、咄嗟とつさに手を引きながら腰こしを浮かした。

　願ったり叶かなったりの展開に、手首を掴つかんだ左手に力を込めて抵抗をすると共に、下半身も捻ひねって仰あお向むけになる。そして右腕うでを下からセルニアの膝ひざ裏うらに入れて、そのまま一気に体勢を入れ替え──

　くるっと回り、上下関係は見事に逆転。

　鮮やかにセルニアを組み伏せることに成功した。

「なっ、何をし────〜〜〜ッ!?」

　抵抗が激しくて暴れるので、体で押し潰つぶすようにして自由を奪う。勿もち論ろん、右手首はガッチリ掴んで離さずに、空いた手は叫ぼうとする口を押さえて。

　こうでもしないと言うことを聞かないんだから、これはもう仕方ないだろ。じゃじゃ馬っていうのはこういう奴やつのことを言うに違いない。

　目と鼻の先──というか、鼻の頭が触ふれ合いそうな至近距離でむーむーと唸うなり続けているセルニアを睨にらみ付け、

「いいか、落ち着け。悪いようにはしないから静かにしろ」

「〜〜〜〜ッ!?　ッ、ッ〜〜！　〜〜〜〜〜〜〜!!」

　…………何な故ぜだか、抵抗が増しやがった。

　おかしい。何がいけなかったのか。出来るだけ刺激しないように話しかけたつもりなのに。

「……いいから、静かに。さっき後ろから足音が聞こえた。お前の大好きな盗とう撮さつ野や郎ろうかもしれないんだ」

「〜〜〜ッ!?」

「そうだ、だから見つかったらまずいんだ。ヤツが憎にくけりゃ協力しろ、今暴れられたら逃げられるぞ」

「ッ〜〜〜……」

「よし、いい子だ。そのまま静かにしておけよ……」

　耳元で囁ささやくように言うと、流石さすがにセルニアも身動みじろぎはしたものの喋しやべろうとはしなかった。

　よし、これで一安心だ。なんだかセリフだけ聞くととんでもない発言をしてしまっているような気もしなくもないが、誰かに聞かれているわけじゃないし、まあいいだろ。

　大人おとなしくはなったけど、念の為にセルニアの体は押さえつけたままにしておく。ただし口を塞ふさいだままだと呼吸しにくいだろうから、口を塞いでいた手だけはどけてやる。掌てのひらに受ける吐と息いきがこそばゆかったのも理由の一つだ。

　その状態で聞き耳を立て、自分達以外の気配を探る。

　風は殆ほとんど無いから、草木が擦すれる音はあまりしない。噴ふん水すいが申し訳程度に水音を立てているけど、それも大して気にならない。

　じっと隠かくれていた時に聞こえていた周囲の音とは違う、ノイズのように混ざっているはずの音を探す。

　神経を研とぎ澄すまして、呼吸を控え、何一つとして聞き逃さないように──

「…………ッ」

　聞き逃さないように……

「…………ん……」

　聞き逃…………

「………………ぁ、……」

　…………………………。

「……ッ…………ふ、ぅ……」

　──あーもう駄だ目めだ、これは無理だ。

　耳元でやや湿しめった息いき遣づかいを感じて、しかもそれが何やら悩ましげな響きだったりなんかして……それで集中出来るかよ。年頃の男を嘗なめるな。ただでさえ暗くら闇やみの中で抱だき合う形で、服の生地を浸透するようにして体温が伝わってきて、汗に混じって石せつ鹸けんだかシャンプーだかのいい匂においまでして──駄目だ、気を抜いたら脳が溶けそうになる。

　このままだとかなりまずいかもしれない。

　耳じ朶だにかかる吐息の熱さに身み悶もだえしそうになるのをぐっと堪こらえて、秋あき晴はるは極力声を抑おさえてセルニアへと話しかけた。

「──おい」

「み……見つかりましたの？」

「そうじゃなくて……もうちょっと静かにしてくれ。喘あえいだりしないで」

「喘……そんなことしてませんわよっ。それに……こうも密着されると少し苦しいですわ」

「それは、悪い。……けど、お前……」

　気位の高いセルニアからしてみれば、格下と見ている自分が触ふれているのを許しているだけでも途方もない譲歩なんだろう。

　それを分かってはいても……秋晴は、違うことに気を取られていた。

　セルニアの、同年代と比べれば豊かすぎる程に豊かな胸。それを自分の胸板で押し潰つぶす形となっているんだから、息苦しいっていうのも分かる。肺が軽く圧迫されているんだから、変な声を漏もらすのも仕方ないのかもしれない。

　けど……この感かん触しよくは、なんだろうね？

　服を挟はさんでいるから直じかに感じているわけじゃないけど、それでも理性のたがを猛もう烈れつな勢いで緩ゆるめようとする、やわやわと弾力に恵まれた感触は──もしかしたらもしかして、そうだったりするんじゃないかというあらぬ想像を掻かき立てて仕方がない。

「…………念の為に、訊きくぞ。これは変な意味じゃなくて、確認の意味でだ。それ以上に他意はないし、あるとしても純粋な好奇心であってだな……」

「……何なんですの、一体。まどろっこしい、さっさと言いなさい」

「じゃあ、訊きくけど……」

　ごくん、と唾つばを飲み込んで、少しでも気を落ち着かせてから──言った。

「お前…………もしかして、ノーブラ？」

「なっ────むぐっ!?」

　たぶんやるだろうとは思っていたけど叫ぼうとしたセルニアの口を、瞬時に右手で塞ふさぐ。ああもう、さっきは全然気にならなかったのに、掌てのひらに触ふれる唇くちびるがめっさ柔やわらかいなー……って、本当にもう駄だ目めだ。

　気もそぞろになるし、やっぱ訊かない方が良かったんだろーか。でも……滅め茶ちや苦く茶ちや気になる。前に事故で触さわってしまった時も思ったけど、この胸の感かん触しよく…………柔らかすぎだ。

　服越しで、なのに鳥とり肌はだが立ちそうなくらいダイレクトに、呼吸をする度に押し潰されて形を変えているのが分かるんだから、そりゃあ気になる。男の子なら当然、気になる。

　でも訊くのは……やっぱまずかったか？　人としてアウトか？　セクハラで訴えられたら敗北必ひつ至しな行動だったか？

　……いかん。この感触は、ちょっとした麻薬より人をダメにする。

　ため息を吐ついて、それから秋あき晴はるはそっと右手を除よけてセルニアの口を解放した。

　こっちも少しは落ち着いたのか、怒鳴ろうとはしない。それでもやや上気した顔をして、気恥ずかしそうに視線を逸そらして……あーくそ、なんでこんな時にこんな表情をしやがるんだ、この女は。

「…………このドレスで下着の線が見えてしまうのは頂けませんわ。私のセンスが許しませんわよ。だから……仕方なくて……」

　──そうくるかこんちくしょう。

　心臓が早鐘を打っているのも伝わってくるし、押し潰つぶされた胸が苦しいのか呼吸も荒くなってきているし、それを言うならこっちも精神状態がバーストしかけて乱れているし、しかも周囲は花は咲いているわ噴ふん水すいはあるわで情じよう緒しよたっぷりだしお月様も出ているし、今から何が行われても目撃者なんて誰も────

　…………誰も？

　いや。居たはずだ。確かに聞いた、あの足音の主が。

　そういや全然あの後は足音を聞き取れなかったけど、一体どこにいるんだ？

　疑問が過よぎり、秋晴はこの状況から脱却する為にも周囲を見渡そうと顔を上げ──




　すぐ側そばに立っていたチャイナさんと、目があった。
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「…………」

「…………」

　──互いに、沈黙。

　秋あき晴はるは彼女に見覚えがある。今日──というか既すでに昨日きのうだけど、セルニアと一緒に居た背の高い女。確か鳳フオウという名前の、青せい竜りゆう刀とう女。

　それが、自分とセルニアを見下ろす形で、すぐ近くに突っ立っていた。

　……えーと。これは。

「……いや、違うぞ？　これは、盗とう撮さつ犯はんが来たんだと思って、慌あわてて身を伏せた結果であるからにしてだ。何一つとして他ほかの要素は無いぞ？　なあ？」

　自分の下にいるセルニアに振ると、すぐに強こわ張ばっていた顔がハッとする。どうやらこの状況が互いにとって何のプラスにもならないことを瞬時に理解してくれたらしく、セルニアは取り繕つくろった笑みを浮かべて、

「そ、そうですわよ鳳さん！　嫌いやですわこの庶しよ民みんったら、鳳さんと憎にくき盗撮男を勘かん違ちがいするだなんて、使えないにも程がありましてよ！　でも勘かん違ちがいは誰にでもあるかと私は寛かん大だいな心を持って甘かん受じゆして差し上げようと思っていますので、鳳さんもここは穏おん便びんに──」

「そうそう、何にもなかったんだから、変な噂うわさとか流されても困るし！　事実無根だし！　このことは他ほかの奴やつ等らには内ない緒しよということで、どうか一つ…………その、心からお願いしたいところなんですが……」

　最後は魂たましいから服従を誓ちかうような低姿勢での懇こん願がんでフィニッシュ。

　良かった、先週も似たような感じのシチュエーションになったけど、あの時の四し季き鏡かがみと違ってセルニアはまともだ。ドリルドリルっていつも小馬鹿にしていて悪かった。あのドジっ娘こメイドに比べたら、ある意味ではこいつの方が常識的だ。

　おかげで何とかこの場は切り抜けられそう──

「是ハイ……デモ、少し意味、ないデス」

　やや戸と惑まどったような、申し訳なさそうな声で、鳳フオウはそう言った。

　その意味が分からず、問い質ただそうとして──秋晴は、そこで初めて違和感に気付いた。

　それとほぼ同時に、

「やー、もう終わりかいな。どうせならそのまま本番まで漕こぎ着けて欲しかったところやのに、残念やな」

　ガサッと音を立てて生け垣がきの向こうで立ち上がったのは、にまにまとした思わずど突きたくなる笑みを浮かべた轟とどろきだった。

　なんでこいつが、と思う間もなく、他ほかにもあちらこちらで人影が立ち上がり、

「でもでも、ちょっとハラハラしちゃった〜」

「強ごう引いんなのっていいよねー。相手にも依よるけど」

「セルニア様、可愛かわいいです……！」

「むしろ日ひ野の君の反応が可愛い……」

　口々に勝手なことを言いまくるのは、どいつもこいつも従育科の面々。

　鳳だけじゃなくて、十数人もの従育科の生徒がこの場にいる。

　…………何が、どうして、こうなってるんだ？

「お、お前等……なんで、ここに……」

「嫌いややなぁ、あっきー。決まっとるやんか」

　うきうきと近寄って来る轟は本当に嬉うれしそうで、もう全力で殴なぐって記き憶おくを奪ってやりたいけど、体が硬直してそれさえ出来ない。

　だから秋晴はセルニアを押し倒したその体勢のまま、轟の説明を聞くことになった。

「そろそろこの授業にも飽あきたなぁ、と思っていた頃や。夜よ闇やみを切り裂さくうら若き女性の悲鳴──っちゅーか怒鳴り声やったけど、とにかくそれが聞こえてきてん。そりゃー気になるやん。観みに行きたくなるやん。それが人の性しよう分ぶんってヤツやん」

「二人が何か言い争いをしていたみたいだから、止めようと思ったんだけど……その、慎しん吾ご君が……」

「花園の中心、噴ふん水すい広場で深夜にひっそりと語らう男女……そんなもん、止めるなんて野や暮ぼなこっちゃで。だからこう、陰に隠かくれて応援混じりの見物をやな。そこの鳳水スイ蘭ランさんが来てもうた時は終わりかと思ったけども……いやいや、そこからがメインイベントやったね！」

　興奮した面持ちでぐっと親指を突き出す轟とどろきに、秋あき晴はるはもう、怒りや呆あきれすらも抱いだけない。

　なんだろう、この絶望感は。セルニアがここに来たのはアクシデントで、先に押し倒されたのは自分で、犯人を捕つかまえようという一心で今の形になったのに。その後も、そりゃあ多少は思春期的な思考にやられかけはしたけど、一線は画していたっていうのに。

　なのに……なのに……

「さて、あっきー」

　気がつけば轟が真横にしゃがみ込んでいた。

　そしてポンッ、と肩かたに手を置いて、

「深み閑かんセンセの所で事情聴取──行こか？」

「俺おれは無実だあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！！！」

　──精一杯の大声で真実を叫んだものの誰からも信用されない身としては、涙なみだを流してもいいんじゃないかと思いながら。

　ずるずると引き摺ずられて、秋晴は連行されてしまった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「………………なんか…………ここに来てから……説教と誤解のオンパレードな気が……」

　とぼとぼと歩きながら呟つぶやいてみても虚むなしさが増すばかりで、反応してくれる誰かなんていやしない。

　日はとっくに昇って、もう朝の七時になる。こんな時間に起きて外に出ているのは大だい地ちの奴やつを含める一部の早起きと、搬はん入にゆう業者の人達だけのはずだ。

　例外として、秋晴は朝帰り中。

　結局、あれから五時間以上も説教を食らっていたことになるらしい……そりゃあ疲れるし眠ねむいわけだよなぁ。途と中ちゆうで意識が飛ぶ度に、容よう赦しやなく低周波が襲いかかって来る拷ごう問もん仕様の説教だった。寝かせてくれないならいっそぶん殴なぐって気絶させて欲しいと思うくらい、地じ獄ごくは長く続いた。

　延々と深閑に執事とは何か、この白はく麗れい陵りように於おいて男子の存在が何たるかを語られたような気がするけど……正直、殆ほとんど覚えてない。正座だったから足が痺しびれているけど、記き憶おくに残っているのはそれを含めて体中がビリビリしたことくらいかもしれない。

　なーんか…………報われないなぁ……

「うー…………眠い……でも寝たらもう無理だ……」

　一度ベッドに入ったら、少なくとも十時間は起きない自信がある。それくらい疲れ切っているけど、授業をサボったらまずい。……ということは、風ふ呂ろ入って少しでも疲労を抜いて、あとは授業中に寝るしかないか。白麗陵って授業自体は温ぬるいけど授業態度にはちょっとうるさいから、保健室で寝かせてもらう方がいいかもしれないな。欠席よりは幾分かマシだろ。

「そうと決めても…………とにかく、眠ねむい……」

　眠ねむ気けに思考が埋うめ尽くされるっていうのはこんな具合なんだろうかというくらいに眠い中、秋あき晴はるは従育科の寮りようを目指してのろのろと歩き続け……

「あっ、秋晴！　良いところに来たわね！」

「…………んな？」

　半分目を閉じて歩いていたところを呼びかけられて、つと周囲を見回して──相手はすぐに見つかった。

　腹はら黒ぐろ──じゃない、朋とも美みが制服姿で、こっちに手を振っていた。

　秋晴はそれをぼんやりと見て……小さく頷うなずいて、決めた。

　──よし。あれは見なかったことにしよう。

　捕つかまったらどうせ何か面倒なことに巻き込まれるんだ。もうそんなのお腹なか一杯の満員御礼だから、突き返すしか。

　今は安らかに眠りたい……それだけなんだから、さっさと寮に戻って風ふ呂ろに入って、早めに登校して教室で寝ないと。

　……そう、思っていたのに。

「……………………なんで？」

　気がつけば、秋晴は朋美と一緒に上育科女子寮の側そばまで来て、『地を舞う翼つばさ』と題された大型モニュメントの陰に隠かくれていた。

　完かん璧ぺきに記き憶おくが飛んでるし。どうしてこんな所にいるのか、さっぱり分からない。

　……そういえば、ぼーっとしていたら何かに引っ張られるような感覚があったような気がしないでもない、けど……楽だから引かれるがままにしていた気も、しないでもないような……というか、実際そうなんだろうな。この状況から察するに。

「……何なんだよ、一体……」

　精一杯の反抗で朋美を睨にらむが、全く相手にされない。

　強ごう引いんな手しゆ腕わんの持ち主は、どこからどう見ても浮かれている笑顔を女子寮の方へと向けていて、しかもこっちの手を掴つかんで離さない。つまり、逃げられない。

「それにしてもラッキーだったなぁ。深夜の事は、もう耳に入っていたのよ。だから秋晴が深み閑かん先生に説教されていることも知ってたんだけど、こんな時間までやってたのね。お疲れさま──と言いたいところだけど、もうちょっとだけ頑がん張ばって、わたしに協力してね」

「……………………何を？」

「決まってるでしょ」

　何が、と再び訊きく前に。

　ミス腹黒は、その名称に相応ふさわしい陰いん謀ぼうめいた笑みを浮かべて、




「盗とう撮さつ犯はんを捕つかまえるの」




　──耳を疑うようなことを言ってくれた。

　今……何だって？　盗撮犯を？　捕まえる？

　秋あき晴はるは目を擦こすって、それから軽く首周りを解ほぐすように頭を回す。よし、少し目が覚めた。これで聞き間違いは無いはずだ。

「……わんもありぴーと、ぷりーず」

「だから、盗撮犯を捕まえるの。わたしと、あなたで」

　やっぱり、聞き間違いじゃないみたいだった。

　いきなりそんなことを言われても、意味が分からない。深夜の見張りじゃなくて、こんな朝っぱらに捕まえるという、その発想が。

「説明しろよ。何か掴つかんだのか？」

「基本的には深み閑かん先生と同意見よ。犯人は単独犯だろうし、外部の人間が怪しいな。でも……なんだかんだで深閑先生も育ちがいいから、発想が庶しよ民みん的じゃないのよね」

「……どういうことだ？」

「もう少しレベルを落として考えれば、簡単に犯人候補は割り出せるのよ。密室殺人と一緒ね。毒殺とか時限装置とかを除いて密室殺人を行うなら、トリックが必ずあるでしょ？　それを行える人間は限られているし、案外簡単な方法だったりもするし」

「御ご託たくはいいから、もう少し簡潔に頼む。眠ねむくて頭が回らないんだよ」

「オッケー。つまり、白はく麗れい陵りようのセキュリティレベルを考えれば、ある種の密室に近いってこと。入るのも出るのも難しい。なら、それを簡単に行える限られた人間が犯人、って可能性が高いでしょ？」

　朋とも美みの説明に、秋晴はフリーズしかけている脳を働かせ、考えを纏まとめる。

　白麗陵に入り込める人間が、犯人。

　でもそれは、

「けど、あの先生は出入りしている業者関係は無いだろうって……」

「そう、だからそれがお嬢じよう様さまの発想」

　言って、朋美は意味ありげに口元を綻ほころばせた。

　ますます意味が分からない。というか、深閑がお嬢様って、それさえも初耳だ。まあ育ちがいいと言われれば納得するしかない。佇たたずまいといいちょっとした動作といい、あれはちょっと訓練を積んだだけじゃ辿たどり着けない域にあるから。

　けど、突っ込むべきポイントは別にある。

　朋美が何らかの確信を持っている、そこが一番重要なところだ。

「……お前、何を、」

「──しっ。来たわ」

　声を潜ひそめ、モニュメントの陰で縮こまる朋とも美みの様子に、何が何やらと思いながらも秋あき晴はるは同じように身を潜ひそませた。

『地を舞う翼つばさ』は大きな八枚の翼のモニュメントだから、羽根の隙すき間まから向こうが見える。ただし向こうからは暗くて、こんなところから見られているとは思わないはずだ。

　だから秋晴は遠えん慮りよ無く覗のぞき、朋美が言うところの『犯人』を見た。

　山やま吹ぶき色の制服らしいツナギを着たその男は小走りで女子寮りようの方へ近付いて、周囲を確認。誰もいないことを、念入りに確かめているように見えた。

　けどそれは、初めから彼を不審者かもしれないと疑っているからそう分かることで、たぶん何も知らずにいたら珍しげに周囲を見渡しているようにしか見えないはずだ。

「……つまりね。会社単位では、絶対に白はく麗れい陵りようを敵てきに回そうなんて馬鹿な考えはしないの。でもね、責任なんて薄うす紙がみ程度も持ち合わせていないバイトならどうかしら？　もしくは、初めから盗とう撮さつ目的で潜もぐり込む人間がいたとしたらどうかしら？」

　そこまで言われれば、眠ねむくてだるだるな頭でも理解出来た。

　既すでに白麗陵へ入り込める立場にある会社の、バイトや社員が魔まが差して犯行に及んだと思う方が、リスクの高い完全外部からの侵入者を犯人とするより、確率は全然高いわけか。

　深み閑かんを含めて白麗陵の大人おとな達は上流社会の大人だからこそ、末まつ端たんの捨すて鉢ばちな思考、或いは計画的に個人の趣味意識を満たす為の行動まで、考えが至らなかった、と。

　……そうか、ちょっと犯人像に違和感があったのはそこか。そもそも盗撮なんてバレた瞬間に社会的に終わることをしている人間が、会社の利益がどうとかなんて考える訳がないんだ。個人の破は滅たんが先にあるのに、そっちまで考えるはずがない。

　そう考えればスッキリする。

　同時に、視界に映るあの男が犯人だという確信も生まれた気がした。

　そうこう考えている内に、男はゆっくりとした足取りで歩いて、歩道の脇わきにある花か壇だんへと近付いて……

　ポケットに手を突っ込んで、何かを出した。

　──その瞬間を、朋美はいつの間にか手にしていたデジカメで撮る。連続して聞こえる小さなシャッター音からして、チャンスを逃したということは無さそうだ。

　そして朋美は手の中に収まるサイズのデジカメを、ポケットに仕舞い──にこりと笑った。

「……行くわよ」

　短く呟つぶやいた言葉と共に、朋美は颯さつ爽そうとモニュメントの向こうへと躍おどり出た。

　見み惚とれたくなるような機敏な動きにつられて、秋晴も飛び出す。ただ、寝不足だからちょっと体が重いけど、それでも朋美に遅れたりはしない。

　足音に気付いたのか、作業服の男は慌あわてた風に立ち上がる。

　けど──もう遅い。

　小さなレンズの付いた何かをポケットに隠かくす瞬間は、バッチリこの目で見た。デジカメにも納められている。

　陰いん険けん大王の朋とも美みから言い逃れることなんて出来やしない。被害者代表の保証付きだ。

　それでもって、肉体労働担当の自分は──悲しいことに、体調最悪。今すぐにでも倒れて眠ねむりたいくらいだ。

　さて──ここでシンキングタイムです。

　こんなに眠い思いをしなくちゃならなくなった元げん凶きようは、一体どこの変態様でしょうか？

　焦しよう燥そうに駆かられる二は十た歳ち過ぎらしい男の顔を見ながら、秋あき晴はるは思う。

　あの顔をボコベチャに潰つぶして這はい蹲つくばらせることが出来たら、すっっっごい気持ち良く眠れるんだろうなー、と。

　──そして、思った通り。

　その日の午前中は保健室で、とても健すこやかな眠りにつくことが出来た。
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　眠くても昼は来るし、昼になれば仕事がある。

　ということで、昨日きのうはろくに活かつ躍やく出来なかった分も頑がん張ばろうと、眠気を堪こらえて食堂でウエイターを務めてみたものの、やっぱり誰も担当エリアのテーブルには着いてくれず。おまけにセルニアを押し倒したという噂うわさは、早朝に朋美が知っていた通りマッハで広まったようで、昨日以上に周りの視線が突き刺さり。

　欠伸あくびを噛かみ殺しながら『俺おれの人生って、どこで踏み外したのかなー……』とネガティブなことを考えていた──そんな時に。

　昨日同様、背の高い中ちゆう華か女を引き連れて、セルニアが現れた。

　むすっとしてテーブルに着いたセルニアは乱雑にメニューに目を通しているけど、今にも文句が飛んできそうな不ふ機き嫌げん具合だ。触さわれば噛かみ付いてきそうなオーラが出まくっている。

　なんか無む闇やみに『テーブルセッティングが気に入りませんわ』とか『ウエイター、心臓の鼓動音が耳みみ障ざわりですわよ止めなさい』とか『何でもいいから殴なぐらせなさい』とか言い出しそうな……いや最後のは無いか。いくらなんでもそこまで傍ぼう若じやく無ぶ人じんってことはない……はず。

　けど、なあ。間違っても上機嫌には見えないし、ピリピリと空気が張り詰めているのも確かだ。友人の様子にメニューを逆さに持って視線を彷徨さまよわせている鳳フオウの挙動不審っぷりがいい証しよう拠こになっている。

　それでもまあ、客は客だし、こっちは新しん米まいウエイターの役目があるので、流れ通りにグラスに水を注いでから、一礼して区切りをつける。

「……ご注文はお決まりでしょうか？」

　ちょっと気まずいのが声に出てしまったものの、秋あき晴はるは自己判断でセーフと判定。セルニアの眉み間けんに皺しわが寄った気がしなくもないけど、それでも難なん癖くせはつけられなかったからセーフ。

　数秒間、嫌いやな沈黙があったものの、むっつりと閉ざされていたセルニアの唇くちびるが僅わずかに開いて、

「──例の変態、捕つかまえたそうですわね」

　注文とは全く関係ないことを言った。

　肩かた透すかしを食らった、といえばそうだけど、このドリルが唐とう突とつなのにはもう慣れた。だからウエイターモードを止めて、秋晴は背筋の緊張を解いた。

「まあ、な。殆ほとんど朋とも美みの手て柄がらだけど」

「そうみたいですわね。朝からずっと、休み時間の度に自じ慢まん話をしていますもの。嫌でも耳に入りますわよ」

　苛いら立だたしげに言う辺り、よっぽど朋美のことが気に食わないのか。まあ、毎度弄いじられる立場ということを考こう慮りよすれば仕方ないか。

　けど、愚ぐ痴ちなら後にしてもらいたい。こっちは仕事中なんだから、先にオーダーだけでも取りたいのが本音だ。

　沈黙を以て催さい促そくをしていると、セルニアはますます不ふ機き嫌げんそうに眦まなじりを上げて、幼よう稚ち園児なら問答無用で泣き出しそうな怒気を発し始めた。

　不ふ手て際ぎわをした覚えはないけどなんかもう謝りたくなる雰囲気に、適当な用事を思い出したことにして退散しようと思った矢先、セルニアが再び口を開けた。

「……実際に盗とう撮さつ犯はんを捕つかまえ、制せい裁さいを加えたのは貴方あなたですわね？」

「へ……？　あー、まあ、そうだな」

　朋美は見ていただけなので、そう言っても間違いじゃないはずだ。

　だから頷うなずくと、セルニアはそっぽを向いて、

「なら、」

　あらぬ方向を睨にらみ付けたまま、続ける。

「──私の代わりに、不ふ埒らちな犯人に制裁を加えた功こうとして、昨さく夜やの一件は不問に致して差し上げますわ」

　誰に向けてというより、独り言のような感じで──そう言った。

　今のは……あれか？　もしかしてもしかすると、礼を言ったつもりか？　今ので？　あんな言い方で？

　秋晴はぽかんと口を開けて、同じような表情をしていた鳳フオウと目を合わせた。

　すると何かが伝わったようで、彼女は苦笑混じりの微笑ほほえみを浮かべて、頷いて見せた。

　……つまり、そういうことらしい。

　どれだけ不器用で、どれだけ素直じゃなければそんな言い方になるのかって感じだけど……何な故ぜだか不思議と、悪い気はしない。

　だから秋あき晴はるは、笑みで以てセルニアに応こたえてみた。

　──と、瞬時にセルニアは椅い子すを倒さんばかりの勢いで立ち上がって、

「ッ、不ふ愉ゆ快かいですわ！　行きましょう、鳳フオウさんっ！」

　キレ気味に叫んで、そのままズンズンと食堂から去って行った。

　置いてきぼりを食った鳳は、しばしぽかんとして……それから慌あわてて立ち上がり、秋晴に頭を下げてから、急ぎ足でセルニアを追って食堂を出た。

　残された、というか、当て逃げを食らったような形の秋晴は、呆ぼう然ぜんと二人が消えていった方向を見て、

「…………また注文取れなかった」

　呟つぶやいて──苦笑する。

　まあ、代わりにしては面白いというか、いいものが見れたから良しとするか。

　ウエイターの仕事は明日あしたも明後日あさつてもあることだし。

　そして逃げ去ったセルニアとも、明日も明後日も顔を合わせることだし。

　何も焦あせることは無いんだから、ゆっくり、着実に進展していけばいいか。

　とりあえずは客の逃げていったテーブルを片付けることから始めようと、秋晴は誰も手に取ることのなかったグラスを手に、キッチンへと向かった。













　……ちなみに。

　放課後に朋とも美みから聞かされた種明かしだが、

「あの推理で当たっていると思ったんだけど、あれって確証はないでしょ？　それに張り込むのも面倒よねー。

　だからね、家に電話を掛けて、白はく麗れい陵りように出入りしている全業者を脅おど──内密に頼んで、搬はん入にゆうに関わっている人のリストを貰もらったのよ。で、彩さい京きようのスタッフに調べて貰もらったら、一人だけ過去に盗とう撮さつ容疑で軽犯罪法に引っかかった人がいたのね。会社にそれとなく問い合わせてシフト表を確認したら、その人が今朝の搬入スタッフだったから、たぶんやるだろうなー、と思って早起きして捕つかまえることにしたの。

　上う手まくいって良かったな。そこそこ楽しめたし、ね」

　──と、いうことらしい。

　……教訓。やっぱり朋美だけは、敵てきにも味方にもしたくないなぁ。

　改めてそう思わせてくれたという意味では、確かにいい勉強になった……かもしれない。
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　広く大きな白はく麗れい陵りようの図書館はイギリスにある有名な博物館をモチーフにしたチューダー様式の建物で、その内装も落ち着いたアンティークで固められていた。

　まだ昼休みも早い時間帯なので、生徒の姿は殆ほとんど無い。

　だから大きな八人掛けのテーブルに小さな少女が一人着いているというとても目立つ光景を見ている者はおらず、結果的に少女は人目を気にせず作業に没ぼつ頭とうすることが出来た。生徒がいれば、もう絶対と言い切れるくらい注目されて集中出来なくなっていたはずだ。

　……けど、集中出来ていたのはついさっきまでのこと。

　小学生にしか見えない体たい躯くの少女──桜おう沢さわみみなは、一つの難題にぶつかって眉まゆを顰しかめ、ペンを持つ手をピタリと止めていた。

　着いているテーブルに広げられているのは大判の封筒に、可愛かわいらしい文字で宛あて名なが書かれたファンレターが数通と──

　そしてＡ４サイズの一枚の紙。

　目の前にある紙はとある雑誌の編集部から送られて来たもので、いくつかの簡単な質問が書かれている。

　厄やつ介かいな問いは、上から五つ目の設問だった。

　──『桜沢さんの好きな場所はどこですか？』

　好きな場所、と訊きかれても。

　それは学内？　それとも学外も含めてなの？

　みみなは唇くちびるを尖とがらせて、こんがらがる思考を整理しようと努力する。

　もし、学外も含めるならば……どこだろう。海は好きかな。でも川も好きだし……どちらにしても具体的な地名は挙げられないけど。漠ぼう然ぜんとした『好き』だから、細かいところまで突っ込まれると、ちょっと困る。

　そして、学内だけというのなら──もっと困る。

　嫌きらいな所はたくさんある。けど、特別好きな所なんて、まるで思いつかない。寮の自室も好きってわけじゃないし。安心はするけど、実家に比べると心細くなる点が嫌いや。

「………………うぅん……」

　小さく唸うなると、意外なくらい響く。自分の声にびっくりして、慌あわてて周りを見て誰もいないことを確認し、みみなはホッと息を吐はいた。

　そして再び、難題に挑いどむ。

　好きな場所。好きな場所。好きな場所────無い。

　それでも、強しいて挙げるなら……

　みみなは顔を上げて、自分の背後にある窓へと視線を注いだ。

　建物のサイズに似合った大きな窓。本を傷いためないようにと配慮され半分ほどカーテンで隠かくされたその向こうには、背の高い茂みに覆おおわれて小さな庭のようになった空間がある。

　芝生しばふが敷かれ大きな石せき碑ひのあるそこは、みみなが頻ひん繁ぱんに立ち入る秘密の場所だ。

　好きかどうかはともかくとして……落ち着ける。誰にも見つからず、誰にも話しかけられることのない──『安息の箱庭』って感じ、かも。

　あそこで誰にも知られずスケッチブックを広げている時が、もしかしたらここにいる中で一番楽しい時間なのかもしれない。

　……でも、素直に『図書館の裏』なんて書いたら、もうそこは一人だけでいられる場所じゃなくなっちゃう。自分以外の誰かに踏み荒らされて、また行き場が──

「…………そーいえば……」

　以前、自分以外の人があの場所にいたことがあったはず。

　ちょっと強ごう引いんな男の人で、そのせいでうっかり気絶なんかしちゃって……とてもとても恥ずかしい想いをした。

　編入直後からこの一ヶ月足らずですっかり有名になった、従育科の一年生。

　勘かん違ちがいの激しい、失礼な男の人。

　でも…………何な故ぜだか、一緒に居てもそんなに緊張しなかった、ような、気が、する……？

「…………うぅん……？」

　確信はないし、理由も思いつかない。

　だからこそ気になって、みみなは机の上に万ばん歳ざいをするように突っ伏したまま小さく唸うなった。
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「パートナーカード？」

　初めて耳にするその名称に、秋あき晴はるは思わず聞き返した。

　向かいの席に座っていた朋とも美みはその反応に満足したようで、にこりと笑って、

「そう、パートナーカード。その実物がこれね」

　言うと、テーブルに一枚のカードを滑すべらせた。秋晴はよく分からないまま、それを手にしてまじまじと見つめた。

　名刺サイズの厚紙で、白はく麗れい陵りようの校章の横に『パートナー申しん請せい証明カード』と記されていた。その下に、いくらか小さなフォントで『上育科一年彩さい京きよう朋美』と、目の前にいる幼おさな馴な染じみの名前もある。

　裏を見れば、小さな文字で何やら書かれているが……

「つまり、従育科試験を受けるにはこれが必要になるわけか？」

「うん、その通り。それを持っていない生徒は試験を受けることすら出来ないってわけ」

「へぇ……これがそうなのか」

　呟つぶやいて、秋晴はルームメイトと今け朝さかわしたばかりの会話を思い出す。

　従育科生徒寮の食堂で同室の大だい地ち薫かおると朝食を食べていた時、『そういえばそろそろだな』と大地が切り出したことで、従育科の試験にとある参加資格が必要だと初めて知ったのだ。

　大地曰いわく、月に一度のペースで従育科生徒のみを対象にした実技試験があるという。その存在自体は秋あき晴はるも知っていたが、それに参加する為にパートナーが必要だとは知らなかった。

　──超名門の元お嬢じよう様さま学校にて、共学化に伴い執しつ事じ・メイドを育成するという従育科を設立して、まだほんの数ヶ月だ。至らないところや試験的な部分も多々あるんだろうが、パートナーシステムもその一つらしい。

　事務員の楓かえでも主任教師の深み閑かんも、誰もそんなこと説明してくれていなかった。教師陣じんの怠たい慢まんだと呆あきれたくなる。そんな重要なこと、知らないまま当日を迎えていたらどうするっていうんだか。

　それにしても大地とそれなりに打ち解けていて良かったと、秋晴は心から思う。無ぶ愛あい想そうで自分からは話し掛けてこない大地と世間話が出来るようになったのは、ここ一週間くらいのことだ。一ヶ月近くも同じ部屋で寝泊まりしているんだからもっと早くても良さそうなもんだけど、相手は無む駄だ口ぐちの少ないクールで万ばん能のうな優等生。半年くらいは相手にされない可能性もなくはなかっただろうし、健闘したというべきか。

　何にせよ、朝に大地から試験の話を聞いてから興味を惹ひかれていたので、昼休みに朋とも美みを誘ってみたのだが……パートナーカードか。思ってもいない収穫だ。

　秋晴は眺ながめていたカードをテーブルに置いて、お嬢様っぽい仕種しぐさで紅茶を飲む朋美に訊たずねてみた。

「これが無いと試験が受けられないってことは分かったけど、どうやってゲットするんだ？」

「んー……わたし達は丁ちよう度ど今け朝さ、これを配布されたの。だから午後の授業で説明があると思うけど？」

「いや、他ほかの奴やつ等らは知ってるんだろ？　なら余計な説明で授業時間を削けずるのもあれだし、教えてくれると助かる」

「うーん、そう素直にお願いされちゃうと弱いなぁ」

　照れるように微笑ほほえんで、朋美は紅茶のカップをソーサーに戻した。……正直、その笑顔も『弱いなぁ』発言も、全然お前の腹黒キャラに合ってないと言ってやりたい。けどまあ、んなこと言って機き嫌げんを損ねるのも馬鹿らしいし……後も怖いし。雉キジも鳴かずば撃たれまい、と。

　表情に出さないようにしながら納得する秋晴に、朋美はカードの縁ふちを指でなぞりながら口を開いた。

「パートナーになって欲しい生徒は、当然だけど上育科の生徒にアピールするの。『お願いします、お嬢様』って具合にね。上育科としては試験に参加すると、日曜日が潰つぶれてしまうからそこがデメリットになるし、よく知らない相手、嫌きらいな相手とは組みたいと思わないわね。だから普段の態度、知名度が重要になってくるのかな」

「なるほど……難しいな」

「でも、お嬢じよう様さまって基本的に暇ひま潰つぶしが大好きなのよ。刺激に飢うえている子は多いから、上う手まく口車に乗せれば意外に簡単だと思うな。前回の試験の時も、半数くらいの従育科生徒が試験に参加出来たはずよ。何も言わずとも向こうからパートナーを申し込んできた、大だい地ちくんみたいな例もあるしね。何枚もカード貰もらって、誰と組むかで話題になっていたのよ」

　予想通りというか、大地はちゃんと参加出来たらしい。

　となると、他ほかの男子生徒のことも気に掛かる。

「轟とどろきと三さん家けはどうだったよ？」

「三家くんは参加出来たみたい。ほら、あの子って可愛かわいい系だから、好ましく思っている女の子も少なからずいるのよねー。轟くんの方は……聞かなくても分かる？」

「まあ、大体は……これだろ」

　秋晴が胸の前で指を交差させてバツにすると、朋とも美みは苦笑混じりに頷うなずいた。

「うん、駄だ目めだったわ。頑がん張ばってアピールしていたんだけどね……それが逆効果というか。必死なのはいいとして、何人もの女の子にやったら駄目よねー。おまけに土ど下げ座ざされても、困るだけだもの。思わず逃げちゃうわよ」

「……逃げたのか？」

「だって、顔上げたらスカートの中見えちゃうし。というか、絶対に見ると思ったし」

　キッパリと、マジな目をして朋美は言う。

　秋晴はそれに対し、何かフォローを入れてやろうとして…………断念した。悪い轟、無理だ。お前の普段のセクハラ言動が頭を過よぎると、何も言えなくなる。

　まあ、問題はあんな馬鹿のことじゃなくて、従育科試験とパートナーだ。

　どうにかしてカードをゲットしないと、試験は受けられない。けど、未いまだに上育科の生徒に怖がられて目を合わしてさえ貰もらえないこの身で、どうすりゃ都合がつけられるんだ。顔と名前が一致する生徒も少ないし。

　候補としては──セルニア、か。あいつなら話も出来るし怖がられることも無い。……けど、今まで散々あいつの髪かみ型がたをドリルって言っておいて、こんな時だけ頼むっていうのは身勝手だよなぁ。別に貶けなしているつもりはないけど、向こうがそういう捉え方をしているなら一緒だし。

　セルニアの友達の、鳳フオウ水スイ蘭ランはどうだろう？　ろくに話したことは無いのにパートナーなんて言われたら、やっぱ引くだろーか？

　後は……上育科唯一の男子生徒の、大だい吉きちか。灯とう一いち朗ろうなんて芸名みたいな名を自称をしているあいつに頼むのは気が進まないし、馬鹿っぽいけど顔は文句なしにいいから女子との争奪戦になるだろうしなぁ。そこに混ざって勝てるとも思えない。

　しかし出られないのは問題だ。従育科試験の年間参加率が三割を切れば問答無用で退学になるらしい。逆に言えば一度や二度参加出来なくても大丈夫なんだけど、ペナルティは度外視しても試験にはちゃんと出たいところだ。

　さてどうしたもんかと腕うでを組んで、秋あき晴はるは眉み間けんに皺しわを寄せて考え込み、

　──目の前に、さっきまで見ていたパートナーカードが滑すべって来た。

　反射的に手で抑おさえて、それから向かいにいる、これを投げたはずの朋とも美みを見る。

　優しげに微笑ほほえんでいるようにも、その奥に不ふ敵てきなモノを隠かくしているようにも見えて……なんかめっさ怖い。

　だから秋晴は恐る恐る、

「…………これは？」

　質問に対し、朋美は表情を変えないまま紅茶のカップへと細い指を伸ばして──

「あげるわ、それ」

「……へ？　ってことは、試験を手伝ってくれるってことか？」

「結果的にそういうことになるのかな。どちらかというと、遙はる々ばる編入して来たんだからせめて試験くらいは受けさせてあげよう……っていう、慈じ悲ひ深い心意気なんだけど」

「それは…………まあ、いいか。ありがたい申し出には違いない」

　下へ手たに突っ込んで『やっぱりやーめた』なんて言われたら事だしなぁ。白紙撤てつ回かいをする為には、たぶん土ど下げ座ざくらいする羽は目めになるんだろう。

　それに、実は疑ぎ心しん暗あん鬼きにかかってビビっていたところだし、慈悲は甘あまんじて受けるべきだな。

　……まあ、何か企たくらんでいる可能性は高いけど……ありがたいのは本当だ。他ほかにカードを貰もらえるあてがないんだから、ここは素直に感謝をすべきだろ。

　秋晴は疑心のまま、優ゆう雅がに紅茶を飲む幼おさな馴な染じみの顔を見つめてみた。

　カップで口元は隠かくれてはいるものの、その表情からは他ほかのお嬢じよう様さま達と変わらない余よ裕ゆうが窺うかがえて、到底腹の底までは分からない。

「試験、楽しみね？」

「……ああ、無事に終わってくれることを切に願うよ」

　微び妙みように噛かみ合っていない会話をしながら秋晴は、喜ぶべきかため息を吐つくべきか分かりづらい状況に曖あい昧まいな笑みを浮かべながら、パートナーカードをポケットに仕し舞まった。




　午後に入って授業が上育科と従育科で分かれると、朋美の予想通り、深み閑かんの口から今週の日曜に試験を行うという話がされた。まあ、それはいいとして……話すのは概がい要ようと参加条件だけで、試験内容は当日まで知らせないっていうのは、どうなんだ。まさかその日の気分で内容を決めるとかないよな。

　……けど、『まあいいか』と、パートナーがいる秋晴はほんの少しだけ余裕を持っていた。授業内容は例によって地じ獄ごくのヘンテコ体力作りで死ねたけど、もう試験に参加出来る資格はあるからちょっと寛かん容ような気分になれる。

　なので、次回以降の参考にしようとカード集めをしている他ほかの面子メンツを探ってみると、大だい地ちの奴やつは流石さすがというか、初日だけで三枚のカードをゲットしていた。土曜の朝なんて二十数枚のカードを机に並べて考え込んでいたから、こいつはまるで参考にならない。

　女子の受けが良さそうな三さん家けは、初日こそカードを貰もらえなかったらしいが、二日目に一枚、三日目にもう一枚ゲット、土曜日の段階で四枚のカードを持っていたんだから、こいつも大したもんだと思う。

　ちなみに轟とどろきは前評判通り。昼休みの度、授業が終わる度に上育科女子の前に出没しては避けられたり逃げられたりと、一枚もカードを貰えずにいた。目を血走らせて怒ど濤とうの勢いで懇こん願がんして、わざとか勢いか告白っぽいことまで言ってるし、土ど下げ座ざからローアングルでスカートの中を覗のぞこうとしてるしなぁ。そりゃあ逃げられるっての。

　ただ、必死さだけは伝わってきた。自分も次は頑がん張ばってパートナーを探さなきゃならないだろうから、この余よ裕ゆうも今回限りだ。次回までにイメージ改革をしないとヤバそうな気もする。

　とりあえず──試験を翌日に控えた今、意識は完全に試験へと向いていた。内容が分からないから予習のしようもないけど、前回は都内の某ぼう高級百貨店でパートナー役のお嬢じよう様さまの買い物に付き合うというものだったらしい。それのどこが試験になるのか全く分からないから、対策なんて立てようがない。

　まあ、とりあえず。明あ日すに備えて体調だけは整えておこうと、秋あき晴はるは寮りように戻ろうとしていたのだが──寮の前に、目立ちまくりの見知った顔がいた。

　夕日を浴びて赤みがかった金きん髪ぱつをドリル状の縦たてロールにしていて、授業中でなければ私服でオッケーとはいえ構内でドレス姿をしているヤツなんて、秋晴の知る限り一人だけだ。

「……セルニア？」

　ほぼ同時に向こうもこっちを発見したようで、つかつかと気持ち速めの歩みで近付いて来る。どうやらターゲット……じゃない、用があるのは自分に対してらしい。けど、秋晴にはこれっぽっちもセルニアに用は無いし、怒らせたってこともないはずだ。……少なくとも今日は。

　さてなんだろうと思っていると、紅あかいドレスのセルニアはすぐ近くにまで来て──意味ありげに、不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「相変わらず間抜けな顔をしてますわね。明日あしたは試験なのでしょう？」

「ああ、そうだけど……」

　出会い頭がしらから馬鹿にされたような気がするけど……なんかおかしいな。向こうから話し掛けてきたってこともそうだけど、セルニアは楽しそうというか、テンション高めに頬ほおから首筋にかけてほんのり赤く染めていて、いつものドリルとは違う気がする。

「中ちゆう途と編入で他ほかの庶しよ民みんよりも出遅れているというのに、随分と余よ裕ゆうですわね。それとも開き直っているんですの？　まあどちらにしろ、参加出来ないのであれば試験など全く以もつて関係のない事ですわね……フフッ」

「……………………あぁ、なる」

　その物言いで、秋あき晴はるはようやく納得がいった。同じクラスだし、カード集めに奔ほん走そうせずに普段通り過ごしていたのを知っているわけだ。

　つまり、あれか。試験前日になってカードを手に入れていないのは轟とどろきだけじゃなくて、自分もだと思われているわけか。だからここぞとばかりに笑いものにしてやろう、と。

　そーいや服もなんか気合い入ってるしなぁ。制服以外の普段着がドレスっていう常時派は手でなヤツだけど、いつにも増して露出の多い白いベアトップドレスを着て、しかも手や首にアクセサリーが煌きらめいてるし。しかも指輪、あの色はサファイヤか？　トータルでいくらかかってんだ、こいつのファッション。

「普段の行いが如によ実じつに表れてますわね。身の程を弁わきまえず偉そうな主張ばかりをしているからそうなるんですわよ。これに懲こりたら慎つつしみという概がい念ねんを覚えるといいですわ！」

「…………そうか」

「ええそうですわ。この私からの、エメラルド鉱山よりも価値のある奇き跡せきに等しい忠告をその小さな脳によく刻み込みなさい」

「…………」

　わあ、ノリノリだなこのドリル。

　それにしても嬉うれしそうだ。ここまで得意気なドリルは見たことが無い。こいつにここまで不幸を喜ばれる程恨うらまれる覚えはないけども……根本的な部分を勘かん違ちがいしてるって、教えてやるべきだよなぁ。

　微び妙みようにこっちが哀あわれんだ目をしていることにどうやら気付いていないセルニアは、外だっていうのに絶好調で高笑いを上げて、

「フフッ……編入までしておいて肝かん心じんの試験を受けられないだなんて、滑こつ稽けいですわね。悔くやしいでしょう歯は痒がゆいでしょう夜も眠ねむれないことでしょう？　貴方あなたがどれだけの覚かく悟ごで以てこの白はく麗れい陵りように飛び込んできたのかは存じませんけど、これが現実というものですわ！」

「…………いや、その」

「ですが、ここで自じ暴ぼう自じ棄きになられても困りものというもの。日々の言動が物を言った結果とはいえ、白麗陵に通う令嬢達の度量を疑われるのも心外ですわ。逆さか恨うらみの機会など与えないに越したことはありませんし。ですから──」

「……俺、カード貰もらってるぞ？」

「これまでの謝罪をした上でどうしてもと言うのであればこの私が……………………え？」

　言った意味が時間差で脳に染み込んだのか、セルニアは遅れ気味に反応した。お嬢様だっていうのに口をポカンと開けて、ちょっとはしたない。

「ほら、ここにちゃんと。だから試験は受けれるぞ？」

　秋晴が生徒手帳に大事に仕し舞まっておいたパートナーカードを取り出して言うと、

「な…………えっ？　それ、ぁ、の、だ……誰からっ!?　いつの間にっ?!」

「朋とも美みから貰もらった。カードが配られた当日の昼に、だな」

「そっ…………」

　唇くちびるの動きを見るに、『そんな』と言いたかったらしい。けど途と中ちゆうから声になっていなかったので、あくまで憶おく測そく。

　つい数秒前まで勝ち誇っていた笑みを驚きよう愕がくに変え、さらに茫ぼう然ぜん自じ失しつといった具合にクラスチェンジを果たしたセルニアは、

「……………………なら、別にいいんですのよ。ええ、それなら、別に……」

　ぼそぼそと呟つぶやいて、そのままぎくしゃくと歩いて行ってしまう。

　しかも途中でガクッと崩くずれて膝ひざを着いて──ピンヒールが折れたか取れたかしたみたいな倒れ方だったけど、セルニアはよろよろと立ち上がった。振り返って照れ隠かくしにこっちを睨にらんでも良さそうなのに、振り向くことなく歩みを再開。

　明らかに様子がおかしいと、秋晴は去っていく背中に向けて、

「おい、セルニア？　どーいうことだよ、なあっ。そこのドリル！」

　声を掛ける……が、無視された。いつもならドリル呼ばわりすると顔を真まっ赤かにして怒るっていうのに、ピクリともしなかった。かなり末期症状だ。何の末期かは知らないけど。

「…………何だったんだ、一体……」

　首を傾げるも、さっぱり理解が及ばない。

　秋晴はそのまま、セルニアの小さな背中が見えなくなるまで思し索さくに耽ふけってみたものの、これといった答えは思い浮かばなかった。

　──そして、

「……ま、いっか。問題は明日あしただ、明日」

　優先すべきは試験なので、さくっとドリルお嬢じようの奇行は忘れることにした。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　日曜日、試験当日──

　朝の九時にパートナーカードを持って教室へと集まった従育科の生徒は十一人で、その中には大だい地ちに三さん家け、そして意外なことに四し季き鏡かがみもいた。肝かん心じんのパートナーは寝坊しているらしくまだ来ていなかったが……本当に意外だ。こいつのドジっぷりは有名なのに、パートナーになってくれる人がいるなんて。

　パートナー参加している知り合いの上育科生は、朋とも美み以外にはナルシズム全開の大だい吉きちしかいない。ほぼ白一色で固めたいつもの服装かと思いきや、今日はスパンコール入りだ。胸元のバラも珍しく黄色。まあこいつの存在自体が珍ちん種しゆだから、今更驚きはしないけど。

　集まった約二十人を前にして教きよう壇だんに立つ深み閑かんは普段と変わらぬ隙すきのないメイド服姿で、隣となりには理事長が寝ね惚ぼけ眼まなこで突っ立っていた。……いや訂正。寝惚け眼というか、半分寝てる。あのアニメ柄の服、たぶんパジャマだし。どうやら無理矢理連れてこられたっぽいな。
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　うつらうつらとしている理事長兼事務員を氷柱のような鋭い目で一ひと睨にらみした深閑は、効果無しという結果に表情は変えず雰囲気だけを重苦しいものに変えて、視線をこっちに向けてきた。頼むから教え子に八つ当たり気味な冷凍視線を浴びせるのは止やめて欲しい。

　しばしの間生徒を威圧して、深閑はそっと掛けていた眼鏡めがねを直し、

「まずは上育科の皆さん──従育科試験の為に大事な休日をご提供頂き、ありがとうございます。理事長に代わりまして私から謝しや辞じを述べさせて頂きます。……理事長に代わりまして」

　繰り返して、横でむにゃむにゃと口を動かしながらぼけーっとしている理事長を一睨みする。そこのアニメ柄理事長、涎よだれは拭ふけ。いくらなんでもあんまりすぎるから。

　試験だってのに相変わらずな二人の先生に、秋あき晴はるはつい気が緩ゆるみそうになる──が、

「それでは、これより六月の従育科試験の内容を発表します」

　……深閑は一言で、場の空気を一気に張り詰めさせた。

　いよいよだ、と秋晴は握った拳こぶしに力を入れる。これから何を言われるのかは分からない。けど、精一杯やれるだけやろうと、堅く心に決め──

「今回の試験は『主人に尽くすこと』、ただそれだけです。午後五時までの間、パートナーの命令を執しつ行こうして下さい」

　あっさりと、音を立てて決意が崩くずれ落ちた。

　……待て。今、なんて言った？

『尽くす』？

『命令を執行』？

「終了後、パートナーの上育科生から簡単な感想と五段階評価を承うけたまわります。五時に鐘を鳴らします。従育科生はくれぐれも粗そ相そうの無いように──では、解散」

　あまりにアレな内容に秋あき晴はるが呆ぼう然ぜんとしている間に、深み閑かんは楓かえでの首根っこを引きずるようにして去ってしまった。解散する前に撤てつ回かいして欲しいという悲痛な願いは、もう聞いてくれる相手がいない。

　俄にわかにざわつく教室の中、顔から血の気が引いていく感覚に秋晴は目眩めまいを起こしそうになった。いっそ貧血で倒れた方がいいよ、と頭の中で誰かが囁ささやいているよーな気もする。

　その理由は──考えるまでも無い。

　ギギギ……、と錆さび付いたブリキの玩具おもちやみたいに首を回して、横に立っている朋とも美みの顔を見る。見たくないけど、見ないままにしておくのも怖いので、恐る恐る覗のぞき込む。

「……予想以上に面白いことになったな」

　くすりと微笑を溢こぼす──悪あく魔まがいた。




「さーて、何をして貰もらおうかな？　とりあえず無む駄だに校庭十周とかさせてみようかな？　それとも手当たり次第に構内でナンパさせるとか？　ああ、深閑先生にセクハラっていうのもポイント高そうねー？」

　ウキウキと、未いまだかつて無いくらい楽しげな表情の朋美が、今にもスキップを始めそうな雰囲気で歩いている。その口から呟つぶやかれる言葉に、秋晴は背筋に嫌いやな汗を浮かべていた。

　これはどんな罰ばつゲームなんだろう。選よりに選って、朋美の命令を聞く？　それも四半日近く？　……駄だ目めだ、試験終了の前に廃人確定だ。真っ白になって燃え尽きる姿が想像されて、しかもちっとも笑えない。

　何でこんなことに……と早くも後悔しまくりだ。このままだと殺される。精神的にボロクズのようにされる。

　そうなる前に先手を打って牽けん制せいしようと、秋晴は浮かれ気味に横を歩く朋美へと声を掛けた。

「……なあ、あんま無茶な命令は無しにしてくれよ？」

「え〜？　でも風かざ祭まつりくんよりマシだと思わない？」

「確か、延々と褒ほめ称たたえ続けないといけないんだっけか。あのナル野や郎ろうも大たい概がいきてるな。脳に不具合があるに違いない。……誰かと一緒で」

「それに比べたら、女子寮りようを裸はだかで駆かけ抜けるくらい──」

「土ど下げ座ざまでならいくらでもするからどうか勘かん弁べんしてくれませんかお願いだから！」

　半ば叫ぶように懇こん願がんしても、朋とも美みはますます機き嫌げん良さそうに笑みを深めるだけだった。

　ああもう、何なんだこれは。厄やく日びってこういうことか？

　……駄だ目めだ、気合い入れて試験に臨んだはずなのに、完かん璧ぺきにガス欠だ。『とりあえずカフェで今後の予定を立てようね』と言う朋美に従って歩いてはいるけど、どーにも足取りが重い。あれだ、小学校の時に帰りの会で先生のことをうっかり『おかあさん』って言っちまった次の日くらい気が滅め入いってる。

　……あー、もうこうなったらどうにでもなれだ。全ぜん裸らクラスの恥以外なら甘あまんじて受けるつもりでやってやる。泣くのは寮の自室に帰ってからだ。

　秋あき晴はるは半ば捨て鉢ばちになって、朋美の背中を見ながら煉瓦れんが敷きの広い道を歩く。講堂や多目的ホールへと続いているこの道に、自分と朋美以外の人影が見受けられないのはありがたい。腹はら黒ぐろ女の奴ど隷れいと化しているこんな状況、出来る限り見られたくない。

「…………ん？」

　そんなことを考えていたところに向かいから歩いて来る人影を見つけ、秋晴は思わず声を漏もらしていた。

　いや、構内なんだから生徒が歩いているのは普通なんだけど……あの背せ丈たけは、何だ？　小学生か？　中等部生にしては背が低いし、家族に会いに来た迷子まいごっていう線の方があり得る。

　不思議に思いながら近付いて来る姿に目を凝こらし……ややあってから、秋晴は彼女に見覚えがあることに気が付いた。

　綿毛のように柔やわらかそうな短めの髪かみや、ふっくらとした頬ほお。デフォルメされた人形を思わせる大きめな瞳ひとみ。それを至近距離で見たことがあったはずだ。

　生徒として白はく麗れい陵りように来たあの日、図書館裏で出会った子供だ。あれで年上という驚きよう愕がくの事実を持つ、確か名前は……

「あら？　桜おう沢さわさん、おはようございます」

　距離が縮まり彼女の存在に気付いたらしく、朋美が丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして挨あい拶さつをした。そうだ、名前は桜沢──みみな。それで合っているはずだ。

　大きなスケッチブックに小さな手て提さげバッグを持ったみみなは、挨拶されただけなのにびくりと肩かたを震わせて、

「おっ……おはよう」

　おずおずと、ちらちらとしか目を合わせようとせずに、そう言った。

　これはちょっと珍しい反応だ。朋美は白麗陵内では猫ねこを被かぶって優等生ぶっているから、割と人気があるらしい。なのにあの態度っていうのは……もしかして、隠かくしている本性に気付いているんだろーか？　それなら納得だ。

　何となく仲間意識を感じ、秋晴は軽く手を上げてフレンドリーに挨拶をしてみた。

「よう。久しぶりだな」

「えっ…………あっ……!?」

　気さくに挨あい拶さつをしたのに、何な故ぜか狼ろう狽ばいされた。赤面したと思ったら慌あわてた風ふうにスケッチブックで顔の下半分を隠かくしてしまい、リスのように目をキョロキョロと忙せわしなく動かしていて……いい加減慣れはしたけど、やっぱり猛もう獣じゆう扱いか。

「秋あき晴はるくん、先せん輩ぱいに向かって失礼ですよ」

「あー……そうだな、悪い。どうも先輩って感じがしなくて」

　正直にそう言ってみたところ、みみなはあからさまにむっとして眉まゆ根ねを寄せた。今のも失言だったらしい。外見が幼いことを気にしているのかもしれなかった。

　秋晴がコミュニケーションの難しさを感じていると、スケッチブックを胸に抱だき直したみみなが、キッと唇くちびるを硬く結んでつかつかと近付いて来た。

　そしてすぐ目の前──靴くつの先がぶつかりそうなくらいの距離で止まり、こっちを見上げ──

「……うっ」

　ちょっと呻うめいて、半歩下がる。どーも距離感を誤ったらしい。

「みみなはもう十九歳さいなの。年上への敬意とレディに対する礼れい儀ぎを持って接してくれないと…………えーと………………お、怒るから」

　最後の方は燃料切れを起こしたように尻しりすぼみになりながら、これで精一杯ですって感じで睨にらみ上げてきた。……睨んでるつもり、だよな？　泣くのを我が慢まんしてるようにも見えるけど、たぶん睨んでるんだよな？

　発言の方も突っ込み所どころ満まん載さいだったけど下へ手たに突いて泣かれても困る。

　なので、秋晴は何となく場を誤ご魔ま化かすようにみみなの頭を撫なでてみた。

「えーと、悪かったな？」

「……全然、反省してない……！」

　謝罪までしたけど、どうやら逆効果だったらしい。みみなは顔を真まっ赤かにして、今度こそ泣くのか目を潤うるませる。

　むう、難しいな。子供をあやすのは苦手じゃないつもりだけど、これで一応年上だしなぁ。どうしていいのやら。

　助けを求めようと横にいる朋美を見てみれば──何やら神しん妙みような顔をしていた。

「…………そっか、そういう手もあるかな……？　…………ちょっと勿もつ体たいないけど……」

　おまけにこっちを見ながらぶつぶつと呟つぶやいている。

　また何か企たくらんでいるのか、この腹はら黒ぐろは。いや、それにしては陰が無いというか、嫌いやな雰囲気はないんだけど……どういうことだ？

　不ふ穏おんじゃないのがむしろ不安で秋晴が眉まゆを顰しかめると、不意に朋美が「……よし」と頷うなずいた。

　何だ、と疑問に思う間もなく、朋美はにこりと笑って秋晴の肩かたに手を載のせた。

　そして──

「決めました。秋あき晴はるくんは今日一日、桜おう沢さわさんの相手を立派に務めてください」

　唐とう突とつな上に意図の分からないことを言い放った。

「……………………は？」

「……ぇ、う……？　言ってる意味が……」

　当然のように言われた側は混乱だ。それはそうだ、自分はともかく、試験のことを知らないこの先せん輩ぱいは余計に状況が掴つかめないはず。……というか、事情を把は握あくしている自分ですら意味不明な展開だよ。この腹はら黒ぐろ、横でにこにこ笑っていやがるけど……何考えてんだ？

　どんな悪戯いたずらを思いついたのかと問い質ただしてやりたい……けど、いつもと違って目の奥が笑っていないような気がして、言葉に迷う。

　しかも──

「……桜沢さんのこと、任せたからね」

　判断に迷って硬直していた隙すきを突くようにしてそっと耳元で囁ささやかれた朋とも美みの言葉に、混乱が深まった。たぶん自分にしか聞こえなかったはずの声が、不思議と優しいものと感じてしまったからかもしれない。

　それに気を取られて──我に返ると、既に朋美は身を翻ひるがえして距離を取り、笑顔のままでこちらへ手を振っていた。

「それでは、試験が終わる頃に会いに行きますから。頑がん張ばってくださいね？」

「頑張るって…………おいっ、朋美!?」

「あの、これ……えっ？　どういう??」

　慌あわてて呼びかけるも、朋美は悠ゆう々ゆうとした歩みを止めないし振り返りもしない。巻き込まれた先輩の声にも無反応だ。

　追いかければすぐに追いつく……けど、慌てず走らず堂々と歩いて遠くなっていく背中を見ていると、まるで追いかけるのが間違いのような気がしてしまって、足が動かない。

　それに、朋美の奴やつが何を考えているのかは分からないけど、命令されてしまった。あいつがマジだとしたら、撤てつ回かいさせようとした瞬間に赤点くらって試験終了かもしれない。

　結局、対応に迷っている間に朋美の姿はどでかい多目的ホールの向こうへと消えてしまい、秋晴はため息を吐つくことになった。

　……困った。どうすりゃいいんだ、この状況は。

　やれやれと、同じく困っているはずのみみなを見下ろした。向こうも丁ちよう度どこっちを見上げたところで、バッチリ視線が噛かみ合う。

　一瞬で頬ほおが赤く染まり、小さな先輩はパッと視線を逸そらして、

「よっ……よく分からないけど、さよならっ──」

「いや待て、ちょい待ってくれ」

　ぷいと向きを変えて慌あわただしく歩きだそうとしたので、秋あき晴はるは素早くみみなの肩かたを掴つかんで制止を促うながした。それにしても小さな肩だ。ちょっと力を入れたら折れるか外れるかしてしまいそうな気がして、小鳥か何かを包み込むようにしか出来ないけど……それでも振り払えないらしい。見た目以上に非力っぽいな。

　どうやらそれでも本人的には必死なようで、ぶんぶんと首を横に振る。

「用っ、用があるの！　これからみみなは絵を描きに山へ芝しば刈かりにっ、お婆ばあさんと川へ鹿しか狩りに行くのっ！」

「落ち着け先せん輩ぱい。何をしたいのかさっぱり分からなくなってるから。あとお婆さん誰だ」

「はーな───しーてぇっ」

「分かった分かった……っておい?!」

　要望通り肩から手を放すと見事なまでにバランスを崩くずして転びそうになり、それを秋晴は慌てて支えてやった。

　びっくりしたらしいみみなは暴れるのを止めて、ちょっと息を荒げてこっちを見上げる。
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「き、急に放したらダメなんだよ！」

「……みたいだな。了解したから、とりあえず話だけでも聞いてくれ」

　諭さとすというかあやすように言うと、みみなは迷うようにそわそわと視線を彷徨さまよわせた。どうやらここが攻めどころらしい。

　秋あき晴はるはちょっと腰こしを屈かがめて目線を合わせ、出来るだけゆっくりと心がけて話を始めた。

「俺おれは今、従育科の試験中なんだ。その試験内容が主人の命令をとにかく聞けって感じのヤツで、最悪なことに俺の主人役のパートナーは、さっき消えた陰いん険けん腹はら黒ぐろ──じゃない、優等生の彩さい京きよう朋とも美みなんだよ。だから俺はあいつの言うとおり、先せん輩ぱいの相手をしなくちゃいけないんだ」

「……でも、それ、みみなには関係ないよ……」

「あー、分かってる。けど、悪いが協力してくれ。今度埋うめ合わせするから、出来れば付き合って貰もらえないか？」

「…………うぅ〜」

　唇くちびるを尖とがらせて唸うなるみみなは、どうみても思春期突入前の子供だけど……今そんなことを言ったら確実に気分を害して断られるな。本人も気にしているみたいだし、余計な真ま似ねはしない方がいいに決まってる。

　どうやら考慮してくれているらしい様子に、秋晴はダメ押しに掛かる。

「当たり前だけど、先輩の邪じや魔まはしない。用があるならそれを優先……っていうか、邪魔でなければ手伝うし。迷めい惑わくを掛けたら、そこで終了にしてもいい。それなら……どうだ？」

「う〜〜〜………………………………わ、分かった」

　おずおずと、ほんの少しだけ頭を動かして頷うなずいてくれた。

　交渉成立だ。や、良かった良かった。腹黒幼おさな馴な染じみや人の話を聞かないドリル女が相手だったら、絶対にこうも上う手まくいかなかっただろうな。素直な先せん輩ぱいで本当に助かった。

　秋晴はぐっと腰こしを伸ばして直立し、それから無害をアピールするべく笑みを見せる。ヤクザ屋さんのような怖い笑みにならないように注意しないといけないのが我ながら虚むなしすぎると思いながら、みみなへと手を差し伸べた。

「とりあえず移動するか。……あ、時間はあるのか？」

「え……？　…………うん、あるけど……」

「んじゃ、カフェで作戦会議しよう。スケッチブックとバッグ、持ってやるよ」

「か、カフェに行くのはいいけど、これは持たせないから……！」

　警戒したのかギュッとスケッチブックを抱だき締めるみみなに、『オーケーオーケー』と手を上げて了解のサインを送る。

　これでようやく本当の意味での試験スタートが出来た。朋美に従っていた時よりかなり気楽な状況を嬉うれしく思いながら、みみなの横に付き従う形で、カフェを目指して秋晴はゆっくりと歩き始めた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……よし、ちゃんと行った」

　朋とも美みは小さく呟つぶやいて、続いて安あん堵どの吐と息いきを漏もらした。

　最大で千五百人収容出来る会場が売りという、生徒総数の数倍も客が入る無む駄だに大きな多目的ホールの陰に隠かくれていたが、どうやらこっそり見ていたことはバレずに済んだようだった。

　秋あき晴はるのことだからそれなりに上手くやるだろうとは思っていたものの、やっぱり不安はある。相手は『あの』桜おう沢さわみみな。他ほかのお嬢じよう様さま方とはまた違う意味で一ひと筋すじ縄なわじゃいかない人だ。

　──だからこそ幼おさな馴な染じみには期待したい。折せつ角かくの面白い機会を放ほう棄きしたんだから、ここは是ぜ非ひとも頑がん張ばって欲しい。

「……さて、二人はカフェに行ったのかな？　尾行、尾行っと……」

　白はく麗れい陵りようには建物が多いし石像やモニュメントも点在しているものの、見通しが良すぎるので身を隠せる場所は少ない。上手くつけないと簡単に見つかってしまうはずだ。

　だから朋美は二人の姿が完全に消えて、それからさらに一分程待った後で、ようやく動き出した。

　ホールの陰から舗ほ道どうへと身を晒さらし、カフェのある講堂の方へと──

「……貴女あなた、何をしてますの？」

「──っ?!　な、ぁ…………ふ、フレイムハートさん!?」

　突然背後から声を掛けられて、心臓が止まりそうなくらい驚きながら振り向いてみれば、そこには訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめたセルニア＝伊い織おり＝フレイムハートの姿があった。

　朋美はバクバクと嫌いやな鼓こ動どうの心臓を押さえるように胸に手を当てて、

「わたしは、その……フレイムハートさんこそ、日曜の朝からどうしてこんな所に？」

　出来る限り平静を装おうとしたけど失敗し、取り繕つくろうように質問返し。

　するとセルニアは予想外に狼ろう狽ばいして、あたふたと縦たてロールの毛先を弄いじりだした。

「わっ、私は…………用、は……無いのですけれど……」

　自分以上に慌あわてているその態度に、朋美はふと違和感を覚えた。なのでまじまじと、上から下まで凝ぎよう視ししてみる。

　サテン地のドレスという彼女にしては地味で似合わない格好で、何な故ぜだかサングラスまで掛けていた。そっちの方はとても似合っているけど、流石さすがに散歩するのにサングラスっていうのはおかしい。

　──そこに気付くと、冷えてきた頭は高速回転。

　セルニアは今、校舎側から歩いて来た。寮りようとは別方向だ。おまけに、この妙みような格好は……もしかしてもしかすると、変装のつもりなのかもしれない。

　僅わずか五秒足らずである可能性を導き出すと、朋美はもういつもどおりに笑えていた。そうかそうか、そういうことか。

「──わたしは従育科の試験中です。秋あき晴はるくんに、ちょっとした命令をしましたのでそれを見守ろうと思っていたんですよ」

「…………命令？　見守る、ですって……？」

「ええ、そうです」

　セルニアは小首を傾げ、要領が掴つかめない様子でいる。まあそれも当然というか、自分がわざとそうなる言い方をしたんだから、或いは計算通りというべきかもしれない。

　思わぬ楽しみが転がり込んできたことに朋とも美みは屈くつ託たくのない微笑ほほえみを浮かべて、魅み力りよく的な誘い文句を口にした。

「そうだ、よろしければフレイムハートさんも付き合って貰もらえませんか？　わたしだけですと、秋あき晴はるくんに甘あまい採点を付けてしまいそうなので」

　ピクン、と彼女の眉まゆが跳はねたのを、朋美が見逃すことは無かった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　日曜で、まだ十時にもなっていないからか、カフェテラスには生徒の姿がまるでなかった。がらんとした敷地を見ていると、どうにも人件費の無む駄だ遣づかいに思える。二年になったらここも従育科の生徒が受け持つことになるようなことを深み閑かんが言っていたような気がするので、秋晴にとっても他ひ人と事ごとじゃない。どれだけ暇ひまを持て余すことになるんだろーか。

　とりあえず誰もいないので、秋晴は適当に近くの席を確保。メニューを持ってきた二十代と思おぼしきメイド服の給仕にそれぞれ注文を済ませて、すぐに運ばれて来たアイスレモンティーを一口飲んで、ようやく人心地つけた。

　みみなの方は、まだちょっと硬いというか警戒気味というか、リラックスムードとは程遠い緊迫感を漂ただよわせたままフレッシュオレンジジュースをちびちびと飲む。

　──さて、これから何をすればいいのやら。ちっとも思いつかないから困ったもんだ。

　とりあえず、

「ちょっと順番が遅くなった気もするけど、自己紹介といくか。俺おれは見ての通り従育科の一年で、日ひ野の秋晴だ」

　まあわざわざ言うまでもなく従育科生は全員一年だけど、世の中には例外っていうのもあるから、念の為に。

　そして目の前にいる例外の小さな先せん輩ぱいは、ストローから口を離して、

「……桜おう沢さわみみな、高等部上育科二年生。これでも十九歳さいなんだから、ちゃんと年上らしく扱わないとダメなんだよ」

「あー、了解した。ちゃんと先輩って呼ぶ」

　反射的に頷うなずいて……それから『いや待てよ』と思い、秋晴は続けて、

「やっぱり敬語の方がいいか？　先輩相手にタメ口っていうのも何だし」

　この外見でその年ねん齢れいってのもどうにも信じられないけど、どうやら事実らしいし、おまけにこんなことにまで付き合わせる羽は目めになっているんだから、ちょっと気を使ってみる。敬語はあんまり得意じゃないけど、試験中で義理のある相手にそんなことを言っていられない。

　小さい体で何度も年上アピールをしているみみなだからあっさり『当然だよ』と返ってくると秋あき晴はるは予想していたものの、何な故ぜか小さな肩かたを揺すって迷うような素振りをする。

「うー……そのままでいい。敬語じゃなくていいから」

「いいのか？　いやこっちとしては助かるけど」

「その代わりちゃんと敬愛の念を込めるんだよ？　ぞんざいに扱っていいって言ってるわけじゃないんだからね」

　普通に敬語を使えというより難しい要求をされてしまった。子供は時として無茶を言うけど、この先せん輩ぱいも大たい概がい無茶だ。

　まあ、一応努力はしてみるってことで。別に軽く見るつもりもないし、それで勘かん弁べんしてもらおう。なにせ試験は夕方までだ。時間はたっぷりあるんだから、互いに気まずい過ごし方はしたくないだろうし。

「…………っと、そういえば、」

　一つ確認しておかないといけないことがあると思い出し、秋晴はストローをかじかじしているみみなに訊たずねる。

「どこか行くみたいだったけど、何か約束でもあるのか？」

「約束も用事も無いよ。どこかで絵を描こうと思ってただけだもん」

「へー。ってことは、先輩は美術部なのか？」

「…………違うよ。美術部には入ってないの」

　不ふ機き嫌げんそうに頬ほおを膨ふくらませてそう言うと、みみなは視線をグラスの中に落とした。

　どうやら部活の件には触ふれられたくないみたいだと判断して、秋晴はこっそり息を吐はく。相手の情報が無いから、どの辺りが安心して話せることなのやらさっぱり分からない。いや普通はそんなの無くても大丈夫なんだろうけど、この先輩はかなり気分屋っぽいから迂う闊かつなことを言ったらまずい。怒られるのはまあいいけど、泣かれたら困る。物凄すごく困る。

　なので話題を変えたい、けど……一番気になる年ねん齢れいのことは、やっぱり訊きき難にくい。かなり興味あるんだけど、やっぱ事情があるんだろうしなぁ。地雷原のど真ん中っぽい気もするし。

　しかしそれを除くとなると、どうすりゃいいんだ。こういう時は……『ご趣味は？』とか……って、それじゃ見合いだ。それにどう考えても、ここに通うお嬢じよう様さまと一般人の自分とで趣味が一致するとは思えないし、話を広げるのにも困る。『音楽』って言えばここの連中はクラシックだの箏そう曲きよくだのオペラだのと、カラオケのランキングで出てくる曲や名前なんてちっとも出てきやしない。『旅行』といえば基本は海外だし。それも韓かん国こくや台たい湾わんみたいな近場じゃなくて、地中海だのカリブ海だのマイアミビーチだの、お前等そんなに海が好きかと訊きたくなるくらいクルージングやらマリンスポーツを楽しんでいるようだった。

　そんな話聞きたくもないけど、日頃のキツすぎる従育科の授業プラス少しでも他ほかの奴やつ等らに追いつく為に早朝トレーニングを始めたから、休み時間は少しでも体力を回復するべく机に突っ伏していて、そうするとクラス内でキャーキャー騒ぐ黄色い声が嫌いやでも入ってくるわけだ。おまけに昼休みにウエイターをしていれば、必ずどこかのテーブルで自じ慢まん合がつ戦せんが始まるし。

　秋あき晴はるは腕うでを組んで……脳から煙が出て唸うなりたくなるくらい考えて、

「…………その、猫ねこは好きか？」

「ふあ？　好き、だけど……？」

「そうか……ならいいんだ……」

　会話、終了。ギネス級につまらない内容で幕引きでした。

　駄だ目めだ、言葉のキャッチボールがまるで出来ない。なんだよ猫って。動物ネタやるなら広げるだけの知識くらい持ってろよ、自分。ああもう、今更のように『肉球の触しよつ感かんがいいよな』とか『サーバルキャットって無理矢理八頭身にしたアニメキャラみたいで綺き麗れいだけどなんか変だよなー』とか、ポンポン話題が浮かんでくる。時既すでに遅しだよ。一度だんまりした後でんなこと言い出したら、絶対に戸と惑まどわれて終了だ。まず間違いない。

　この気まずい空気に、秋晴は息苦しくなって首元に手をやる。しかし立て襟えりのシャツは指を突っ込むには不向きで、じゃあボタンを外そうとすればタイがある。何より試験中にみっともないだらけ姿を晒さらしていたら、後で深み閑かんにどれだけの地じ獄ごくを味あわされるか分かったもんじゃないから、我が慢まんするしかない。睨にらまれただけでも精神的にキツいってのに、肉体的にも限界まで追い込まれることになるだろうし。

　気分転換すらままならず、秋晴は手持ち無ぶ沙さ汰たにアイスティーに口をつけ、みみなはみみなでストロー咥くわえっぱなしのままで、たまにチラっとこっちを見上げては目を伏せる、その繰り返しだ。

　そろそろタップかギブアップをするべきなのかもなー……と、秋晴が薄うすぼんやりと敗北宣言を検討していた時、

「あ……桜おう沢さわさん！」

「えっ、本当ですか?!」

　そんな声が聞こえてきて、秋晴は思わず振り向き、斜め後ろにいた三人組の女生徒達を発見した。

　私服だから高等部の生徒か中等部の生徒かは分からないけど、割と簡素な服を着ていて、手には三脚やら画材道具やらを持っていた。

　もしかしてこいつら美術部なんだろうか──と思っていると、三人はひそひそと話し始める。

「あそこのテーブルに、ほら」

「本当！　……でも、同席している従育科の殿との方がたは……？」

「例の編入生ですわ。とてもとても恐ろしい変態性の持ち主だと……」

「そんな……!?　それでは桜おう沢さわさんの身に危険が……」

「ロリコン、という人種ですわね。同年代の方は初めて見ましたわ」

「あ……でもわたし、一年のフレイムハートさんと四し季き鏡かがみさんを毒どく牙がにかけようとしていたという噂うわさを聞きましてよ？」

「まあ……随分と許容範囲が広い……」

「……ひょっとして、あの大だい地ちさんも……」

「……あの美しい顔で、ルームメイトらしいですから……ありえますわ……！」

「まあっ……!?」

　…………なんだかとてつもなく酷ひどいことを言われていた。流石さすがにショックで、秋あき晴はるは聞こえないフリをするしかない。

　分かってはいたけど、本格的に末まつ期きな噂が流れているなぁ。身に覚えがないホモ疑惑まであるってどーいうことだよ。しかもこれからはロリコン扱いまでされるのか。次はなんだろう、料理番のおばさんに手を出したとか言われるのかなぁ。それで『幼女から熟女までこなすらしい』とか言われて────死ねる。

　そんな事態になったら寮りように引き籠こもるどころか本気で首を吊つりたくなるので、秋晴は何とかフォローして貰もらえないものかと、みみなにＳＯＳの視線を送ってみる。

　向かいの席でストローを囓かじっていたはずの先せん輩ぱいは、何な故ぜか俯うつむいたまま動かなかった。彼女達の存在には気付いているだろうに、ちょっと不自然な気がする。

「……先輩？」

　呼んでみても、頑がんとして顔を上げようとしない。ちらっとこっちを見ることも拒否。

　なんというか、懸けん命めいに気付かれまいとしているような、そんな感じがする……けど、どうしてそんな風ふうにしているのか、秋晴にはちっとも見当がつかない。

　あの三人組の方に何かあるのかともう一度見てみれば、あからさまに一人目を逸そらしたヤツがいた。しかも微かすかに「ひっ……」って聞こえた気もするし。……まあうん、悪気はないんだろうけどな？　だからといって、こっちが大ダメージ受けないかと思ったら大間違いだぞ？

　あー、なんか笑える。笑うしかないっていうか、むしろ泣きたいけど。心で泣いても顔だけは笑っておかないと、もう立ち直れなくなりそうだ。

　……が、どうやらそんな苦心の笑みが、彼女等にはお気に召めさなかったらしい。

　ハッキリ分かるくらい表情を強こわ張ばらせた三人は、慌あわてた風に荷物を持ち直し、

「は、早く行きましょう……！」

「そうですわね、それが宜よろしいと私も思いますわ」

「ええ、ええ。急ぎましょう」

「──あの、桜沢さん！　応援していますので、頑がん張ばって下さいませ！」

「新作、期待してます！」

「私もです──それでは、ごきげんようっ」

　口々にそう言って、三人はそそくさと立ち去っていった。まるで井い戸ど端ばた会議中の陰口を当人に聞かれたかのような逃げっぷりで、コントちっくで面白い。

　ちょっと気が晴れて、秋あき晴はるは背筋を伸ばして椅い子すに座り直した。肩かたから余計な力が抜けたみたいで、これなら上う手まいこと会話も弾はずみそうだ。取り留とめのない会話でいいんだし。

「さっきの連中、知り合いか？」

　とりあえず気になったところから訊きいてみると、みみなは俯うつむいたまま首を横に振った。どーもまだ硬くなったままのようだ。

　まあそのうち解ほぐれるだろうと、秋晴は気にせず話し掛けることにした。

「向こうが一方的に知ってる、ってことか。人気者なんだな、先せん輩ぱいは」

「……そんなことないよ」

「そっか？　小柄で可愛かわいい先輩って、下級生に好かれてるんじゃないのか？」

「…………そんなことないもん」

　そう言うと、みみなは椅い子すから飛び降りるように立って、空いた椅子に置いておいたバッグとスケッチブックを手に取った。

「ん、移動するのか？」

「別に、付いて来ないでいいよ。一人になりたいから」

　突き放すような言葉に、秋晴は「ふむ」と呟つぶやいた。

　本当に一人になりたいなら、邪じや魔まはしたくない。試験っていうのはこっちの都合で、みみなのプライベートな時間を潰つぶすのは単なる我わが儘ままになるし。

　けど、今の言葉に天あまの邪鬼じやくな部分が含まれているとするなら、話は別だ。

　そうこう考えている間に、みみなは既すでに歩き出していた。高校生にしては短い手足をせかせかと動かして、一刻も早くここを離れようという感じで、どうやら考えている時間は無さそうだった。

　まあ、あんな外見でも十九歳さいで高校生なんだし、そこまで心配する必要は…………

「………………いや心配だな、やっぱり」

　呟いて、秋晴は残っていたアイスティーを一息に飲んで立ち上がる。

　──ほんの一瞬ではあるけれど、みみなが振り向いてこっちを見た。

　追いかけるには十分な理由が出来てしまった。

　気にし過ぎだとしたら……まあその時はその時で。

「おーい、先輩。あんま急ぐと転ぶぞ、気を付けろー」

「子供じゃないから転ばないもんっ！」

　歩幅の差で少しずつ迫る小さな背中に声を掛けると、元気な声が返ってくる。

　秋晴は何となくホッとして、さっさと追いつこうとペースを上げて歩いた。

　お姫ひめ様さまがどこに行くつもりかは知らないが、とりあえずこの先にあるのは──
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「…………二人共、どこに向かうつもりなんでしょう。あちらにあるのは教会と、あとは……図書館ですね」

　目立っているのはその二つ。どちらかというと、図書館の可能性が高いというのが朋とも美みの判断だった。

　対して、相方の意見はというと、

「──どうでもいいですわ、そんなこと」

[image: ]

　やや語気が荒い、それでいて素そっ気けない返事がきた。

　まあ、そんなセリフは自分と一緒に物陰から観察している時点でまるで信しん憑ぴよう性せいがないので、朋美はくすりと微笑ほほえんで、仏ぶつ頂ちよう面づらのセルニアを見た。

「どうでもよくはないですよ。桜おう沢さわさんに失礼があっては困りますから」

「それは押しつけた貴女あなたの都合でしょう？　第一、あの庶しよ民みんが失礼をしないとでも？」

「ああ、なるほど。フレイムハートさんって、秋あき晴はるくんのことをよく理解してますね」

「だっ──誰があの野や蛮ばん男おとこを理解ですって？」

　大声を出しそうになったセルニアも、尾行している二人に気付かれてはいけないと分かっているようで、ちゃんと声量を抑おさえた。

　そんな様子が朋美には面白くて仕方ないけど、顔には出さない。追尾中の二人と同じく自分も観察対象になっていると知れば、セルニアは怒って帰ってしまうだろうから、そう簡単に尻尾しつぽは出せないのだ。

　──何にせよ、楽しい状況だった。

　バッタリ会ったセルニアに、これは面白いということで従育科試験の内容と下した命令を教えてみたところ、予想通りに食いついてきた。尤もつとも、本人は上う手まく誤ご魔ま化かしていたつもりなんだろうけど、特技が『人を欺あざむくこと』という自分を信じ込ませるには全然で、むしろ笑いが込み上げてきて大変だった。

　そして一度餌えさに興味を持った彼女に『白はく麗れい陵りようの──いいえ、日本美術界の宝とも言うべき桜おう沢さわさんに何かあっては大問題です』と言えば、もうあっさりと釣つれた。命令を下したのが自分だということを棚たなに上げたのに、全く気付かれなかったし。

　先せん陣じんを切る勢いのセルニアに付いていく形でデート中の二人の姿を無事に捕ほ捉そくして、彼女と並んでベンチの陰からカフェテラスを観察して──

　朋とも美みとしては、この時点でもうかなりの成果だった。それに、押し隠かくそうとしてはいても二人が行く先が気になって仕方がないと丸分かりのセルニアは、見ていてにやついてしまうくらい楽しい。からかいでがあるって素す晴ばらしい。

　いつもこんな風ならいいのになぁ、と呑気のんきに朋美が思っていると、

「……図書館に入りましたわ」

　セルニアが呟つぶやき、あわてて朋美も確認する。

　ほんの僅わずかに見えた二人分の後ろ姿は、確かに図書館へと続くアーチを潜くぐっていった。茂みが垣かき根ねとなっているのでそれ以上は見えないが、どうやらここが目的地らしい。

　しかし──

「…………おかしいですね」

「何がおかしいんですの？　スケッチブックを持っていたからといって、図書館に入るのは不思議なことではありませんわ」

「そうですけど……図書館の扉、開きました？」

「…………そういえば……？」

　言われて、セルニアも考え込む。

　茂みが邪じや魔まで姿はよく見えなかった。当然、扉の開閉も見えない。

　けれど年代物の扉をわざわざイギリスから直輸入したという図書館の扉は、利用したことがある人間なら誰もが知っている通り、開閉時に独特な重い音を立てる。

　ちょっと距離があるとはいえ、日曜の静かな空間で聞き取れない音では無いはずだ。二人の行動に注意を払っていたのだから、尚なお更さらに。

　なら──二人はどこに消えたのか？

　朋美はセルニアと顔を見合わせ……互いに疑問を抱かかえたまま、とりあえず図書館の中に入ってみることにした。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　思い出の場所──とでも言うべきなのか、秋あき晴はるはちょっと考えて……やっぱり止やめた。気を失った思い出なんて、わざわざ口に出してフラッシュバックさせることもないだろうし。

　図書館と垣かき根ねの間の狭せまい道を通って裏手に回り辿たどり着いた桜おう沢さわみみなという小さな先せん輩ぱいに初めて会った場所は、相変わらずの風景だった。茂みに囲まれて緑の芝しばが敷かれ、中央にぽつんと大きな石せき碑ひがある。

　相変わらず何の為にあるか分からない場所ではあるけど、不思議と居心地が良い。この感覚に秋あき晴はるは覚えがあって、口くち端はを吊つり上げて笑った。

「秘密基地──ってとこか」

「うん、そうだよ。ここはみみなの、秘密の場所」

　頷うなずいて、みみなは石碑の台座に腰こし掛かけた。

　彼女にかける次の言葉が見つからず、秋晴は迷ってしまう。半ば冗じよう談だんのつもりで言ったら肯こう定ていされてしまって、逆に意表を突かれた。いや確かに印象としては秘密基地なんだけど、お嬢じよう様さまに基地作りの思い出なんてないだろうし。

　どちらかというと……押し入れか屋根裏部屋の方が近そうだ。一人きりになれる、安心出来る場所って感じか。

「っと……俺おれもここに居ていいんだよな？」

　少し間を開けて台座に腰掛けながら訊きくと、みみなはバッグから筆箱を取り出して、

「……だって、見つけられちゃったし。それに、独占するのはよくないもん」

「とか言いながら不満なのがモロ分かりな顔してるぞ」

「しっ、してないよっ！　みみなは大人おとなだから、そんな了りよう見けん狭せまくないもん！」

「あー、そーかそーか。それはなにより」

　頬ほおを膨ふくらます小さな先輩を横目に、秋晴は石碑に背を預けて頭の後ろで手を組んだ。

　さてと、ここからどうしたもんかな。まだちっとも打ち解けられていない状態で秘密の場所で二人きり。誰かの登場を期待するのは無理だろうし、万が一誰かが偶然ここに入り込んだとして……そうしたら、またみみなはどこかに移動する気がする。逃げるようにしてここに来たんだから、次は寮りようの自室かもしれない。そうなったらアウトだ。

「……ここ、俺おれ以外に誰か入り込んだり案内したりしたことないのか？」

「秘密だって言ったよ。キミも秘密にしなきゃ駄だ目めなんだよ？」

「オーケー、ボス」

　フランクに了りよう解かいを示すも、どうやら上う手まく伝わらなかったようで、みみなは小首を傾げた。小さくても上流階級、やっぱりこの手の軽口は理解不能か。

　ジョークの解説ほどやっちゃいけないことはないので秋晴が黙だんまりを決め込んでいると、しばし考えを巡めぐらせていたみみなは諦あきらめたように小さく息を吐はいて、バッグの中から鉛筆を取りだした。

　人差し指を添えるようにして鉛筆を握るのを見るに、やっぱり絵を描くつもりらしい。こんな閉ざされた所で何を描くのかは知らないけど。

　真剣に絵を描き始められたら、もう話すのは邪じや魔までしかなくなる。やるなら今しかない、か。

　そう結論を出し、秋あき晴はるはぶっつけで本番に挑いどむ気持ちで口を開いた。

「絵を描くんなら美術部に入った方がいいんじゃないか？　団体行動にはなるけど、そっちの方が楽しいだろ」

「……楽しくないもん。一人で描いていた方が全然良いよ」

「そうか？　仲間とわーわー騒いだり絵の感想を言い合ったりするの、楽しいと思うけど。それにちゃんと顧こ問もんの先生に習った方が上う手まくなるだろうしよ」

　ジャブ気味にそう言うと、みみなはやや神しん妙みような顔をこっちに向けた。

「キミは、本当にみみなのこと知らないんだね」

「……その意味自体がよく分からない。まあ、でも、知らないんだろうな」

　会うのはまだ二回目だ。しかも前回は事故みたいなもんだったし。

　訊ききたいことはいくつもあるけど……どうなんだろう、訊いてもいいものか。特に年ねん齢れいとかさっきの女生徒達の反応とか、あとどうしてそんなに小さいのかとか……でも流石さすがに踏み込み過ぎって気もするし、かといって避けて通るのは……

「──教えてあげてもいいよ」

　迷いまくる秋晴に、意外にもみみなの方からそう切り出してきた。

「いいのか？　いや、俺おれとしては聞きたいけど」

「うん……他ほかの人は、みんな知ってることだもん」

　言って──ため息。子供っぽい外見なのに疲れた仕種しぐさで、凄すごく似合わない。

　そしてみみなは、同じく似合わない厭えん世せい的な人間がやるような皮肉な笑みを浮かべた。

「生まれた時からね、心臓に欠陥があったの。大きくならないと手術が出来ないって、発作が起きたり体調を崩くずしたりする度に入退院を繰り返して……」

　そこでみみながこちらを向いたので、秋晴は真ま面じ目めな顔で小さく頷うなずいた。……ただ、内心ではいきなりのディープな話で、ちょっとビクビクしてるけど。こんな時だけは自分の不良顔が頼もしい。朋とも美みや深み閑かんは例外として、普通のヤツには絶対に勘かん付づかれないはずだ。

　落ち着こうと、秋晴はこっそり呼吸に気を遣つかう。その間もみみなの話は続いていく。

「──だから一人で家や病院にいる時は退屈で、ずっと絵を描いてたの。窓から見える景色とか、写真やテレビで見た風景とか。読んで貰もらった本の世界を想像してイラストを描いたりもして…………そんなことをしていたら、いつの間にか上う手まくなってたみたい」

「みたい……って、なんか曖あい昧まいだな？」

「自分では気付かなかったんだもん。昔に描いた絵はあんまり見ないし、イメージ通りに描けるようになってからは見たままじゃなくて遊びを入れて描くのが楽しくなって……それに恥ずかしいから、パパとママと、仲の良い看護師さんにしか見せなかったんだよ。みんな上じよう手ずだねって褒ほめてくれるから嬉うれしかったけど、他の人と比べたことなんてないもん」

「あー、なるほどな」

　納得だ。好きに描いていただけだから、他人と比べて上う手まいかどうかはまるで気にしていなかったわけか。

「みみなはそれで良かったんだよ。でも、三年前にようやく手術が出来て、そのお祝いにパパの知り合いの人がたくさんお見舞いに来て──それでみみなの絵を見て、凄すごくびっくりして、コンクールに出せとか、雑誌に載のせたいとか、言い値でいいから売って欲しいとか」

「……注目されて、嫌いやだったのか？」

「うー…………ちょっとだけ嬉うれしかったよ。ちょっとだけね？」

　むずがるように肩かたを揺らすみみなを見ると、『ちょっと』どころではなく嬉しかったのは丸分かりなんだけど……まあ、本人がああ言っているので、秋あき晴はるは黙っておくことにする。

　一呼吸を置いた後、みみなは眦まなじりを下げて、沈んだ声で続ける。

「……でも、すっごく期待されて、知らないおじさんからどんなのを描いて欲しいとかどの賞を狙ねらって欲しいとか言われるのは嫌きらいだもん。それに何度も手術して、ようやく二年前に病気が治って、みんなより何年か遅れちゃったけど普通に学校へ通えるようになったら、学校の先生まで絵を描いて欲しいって、学校の為に頑がん張ばってくれって……そーいうのが嫌いやで白はく麗れい陵りように転校したんだよ」

「ここなら平気なのか？」

「うん、ここにマスコミは入れないもん。年に一回か二回許可が出るけど、監視付きだし。寮りよう生活はあんまり楽しくないけど……でも、外にいた時よりずっとマシだよ」

「…………なるほどなぁ」

　嘆たん息そく混じりに話すみみなの顔と声で、どれだけうんざりしていたかは想像出来た。

　それと──ここでもやっぱり期待されているというわけだ。あの美術部のお嬢じよう様さま方の態度は、今にして思えばアイドルに対するそれに近い気がする。同年代でも自分達とは違う、決して交わらない向こう側にいる存在への対応だ。

　そうと理解した上で、一応訊きいてみる。

「美術部連中はともかくとして、クラスメイトや寮の隣りん室しつのヤツとか、仲良くやっている相手はいないのか？」

「……あんまり」

「もしかして、クラスで孤立してるとか？」

「う……そんなことないよ。みんな……丁てい重ちように扱ってくれるもん」

　やっぱりゲストか芸能人っていうカテゴリの扱いなのか。

　この小さな先せん輩ぱいの絵がどれだけ上手いのかは、秋晴には分からない。今も話しながら軽く鉛筆を走らせていて、それがここにはいない馬を描こうとしていることや、抜群に綺き麗れいなのは分かるけど……専門的な見地なんて無理だし、有名な画家と比べるのも無理。

　だけど今の話を聞く限り、美術部の顧こ問もんに教えられるレベルじゃなさそうだ。同時に、他ほかの人に教えることも難しそうだし。

　おまけに留年しているから同い年の生徒はいない、と。入院生活が長かったせいかもしれないけど、あんまり社交的じゃないっぽいし。

　そういえば──と、秋あき晴はるは社交的な幼おさな馴な染じみの顔を思い出して、

「朋とも美みは？　あいつは……なんっつーか、性しよう根ねはそこまで極悪じゃないから、それなりに上う手まくやれそうな気がするけど」

「朋美ちゃんは……良くしてくれるけど……」

　もごもごと口の中で言っている内容は聞き取れないけど、どうやら駄だ目めらしい。朋美ですら、というのはちょっと意外だが……

　──なるほど、だからか。だから『よろしく』なんて言ったのか、あいつは。

　幼馴染みの、あの何もかもを見み透すかしたような微笑を思い出して、秋晴は僅わずかに口くち端はを吊つり上げる。どーもあの腹はら黒ぐろの描いた通りの展開をやることになりそうだ。

　まあ、仕方ないか。それを自分も望んでいることだし。達観するわけじゃないけど、これはこれで悪くない。

　だから秋晴は、愚ぐ痴ちった後で沈んだ横顔のみみなの頭に、軽く手を載のせてみた。

　露ろ骨こつなくらいビクッと反応して自分を見上げてくるので、それに笑みで返し、

「──他ほかのヤツの言うことなんて気にするな。好きにやれよ」

「え、あ…………う……？」

　きょとんと、大きく目を開いてもごもごと口を動かすみみなは小動物っぽくて、文句なしに面白かったし、さっきまでの沈んだ表情よりずっといい。

　けど、それよりも笑顔の方がずっと似合う。

　そう思うから、秋晴はぐじぐじと髪かみを掻かき混ぜるように頭を撫なでた。

「才能とか周囲の期待とか、そんなことはどーでもいいって言ってんだ。描きたいなら描いて見せてやればいい。けど、描きたくないなら描かなきゃいい。それはいい歳としして幼気いたいけな子供を追い詰めた大人おとなの責任だしな」

「こ、子供じゃないよっ。みみなはもう──」

「未成年で学生なんだから十分子供だっての。だから、やりたくないなら我わが儘まま言えばいいだけのことだ。勉強や就職と違って、絵だぜ？　プロってわけでもないんだし、趣味でやってることに関してギャーギャー文句言われてどうすんだよ」

　大人連中が聞いたらとんでもない量の文句が降ってきそうな言葉だとは思うけど、ここには自分達だけしかいないんだから問題なし。

「…………で、でも……」

　他に顔色を窺うかがう相手がいないこの状況で、みみなは不安そうに表情を曇らせる。あんな愚ぐ痴ちを言っていたのにこんな顔をするんだから、やっぱ『良い子』なんだろうなー、と思う。

　だからこそ、ちゃんと支えてやりたくなる。こんな健気けなげな先せん輩ぱい、放っておけるかっての。

「──期待の声を寄せる中には、確かに純粋に応援したい、先輩の描いた絵が見たいっていうヤツも多いんだろうよ。けど、その数が多かろうが想いの質が純粋だろうが、我わが儘まま言ってんのに変わりはないんだよ。それに『描きたくない』って我が儘で応こたえて非難されるんなら、それは単なる暴力だ。聞く価値すらないっての」

「…………そう、かも……だけど…………そうなのかな……？」

「ああ。だからうるさくされたら言ってやれ。『期待するなら黙ってろ、気が向いたら描いた絵を見せてやる』ってな」

「そ、それ、ちょっと乱暴だよ？」

「だから気にすんなって。好きでやってることに口出しされるの、むかつくだろ？」

　ちょっと意地悪い質問に、みみなは反射的に口を開いて……けど、口くち籠ごもるようにもにゃもにゃと唇くちびるを歪ゆがめ、たっぷり間を置いて、

「……………………………………………………うん」

　小さな声と共に、頷うなずいた。

　素直に言えたご褒ほう美びにまた乱暴に頭を撫なでてから、秋あき晴はるは口くち端はを上げて笑ってみせた。

「やりたいようにやれよ、先輩。ここでも周囲がうざったいって言うんなら、俺おれがさっきみたいに虫除よけくらいにはなってやるし」

「……ほんと？　ほんとに助けてくれる？」

「ああ、任せろ。何しろ俺は従育科だぜ？　誰かの手助けをしたくて執事なんて怪しい職業を目指してるんだからな。……まあ、授業料と寮りよう費ひ免除っていうのも大きいけど」

　最後にそう付け加えると、みみなは我が慢まんしきれないように小さく笑った。ようやく子供らしい笑顔を見れて、それだけで達成感が湧わいてくる。あと、やっぱ保育士や小学校の先生も捨てがたいなー……と思ってしまったりもするけど、そんなことを考えているとバレたらまたむくれられそうだ。

　秋晴が笑いを噛かみ殺していると、不意にみみながキュッと鉛筆を握った手を目の前に突きだしてきた。

　何だ、と思っていると、落ち着かないようにちらちらとこっちを見ては視線を逸そらして、頬ほおを若じやつ干かん赤くして、

「そ、そのっ……良かったら、だけど、ね」

「ああ……？」

「えっとぉ…………その、絵のモデル……やってくれる……？」

「あー……別にいいけど。今か？」

「うん、そう。そこにいてくれればいいからっ」

　言って、スケッチブックと鉛筆を持ったままみみなは立ち上がり、じりじりと下がって芝生しばふの上にペタリと座り込んだ。
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「あのね、動いてもいいから。あんまり激しくされると困るけど、好きにしていいよ？」

「了りよう解かい、出来るだけ大人おとなしくしとく」

　そう応こたえて、秋あき晴はるはみみなから視線を逸そらす。描いている時に見られると恥ずかしいかもしれないし、そうでなくても描かれているこっちは恥ずかしい。

「────」

「…………」

　急に静かになって、風に乗って遠くの雑音や話し声が聞こえてくる。それに混じって、紙の上を鉛筆が走る、僅わずかな擦さつ過か音おん。

　眩まぶしい太陽に梅つ雨ゆらしくジリジリとした蒸し暑さで、長袖そでのモーニングコートを着ていると汗が出る。

　それでも、時間がゆっくりと流れていると感じられる、穏おだやかで平和な空気が図書館裏には満ちていた。

　こんな風に過ごすのも悪くないなー、と思いながら、秋晴は降り注ぐ視線をなるべく気にしないようにし、長期戦に備えて石せき碑ひに背を預けた。
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　試験終了時刻の午後五時になる頃。

　秋あき晴はるはみみなを背負って、女子寮りようへと向かっていた。

　休むことも水を飲むこともせずにひたすら鉛筆を動かしていたせいか、何枚かスケッチブックを埋うめた後、満足したようにみみなは眠ねむってしまった。

　目が覚めるまで待つつもりだったけど、日が西に傾いた頃から雲が翳かげって、雨が降りそうな空気に変わった。だから秋晴は、みみなを背負って女子寮まで運ぶことにした。

「うー…………ん、ぅ……」

　たまに背中で何か呟つぶやくみみなは、驚く程軽かった。やっぱり高校生っていうのも十九歳さいっていうのも嘘うそで本当は小学生なんじゃないかと思ってしまうくらいだ。米こめ俵だわらやアンティークのチェストを背負うのに比べれば全然余よ裕ゆう。

　ともあれ、秋晴は小さな先せん輩ぱいを背にして歩き、上育科女子寮の近くまで来た。どでかい女子寮に圧倒されながら、これからどうしたもんかと悩む。

　女子寮は三つあるから、どの建物に先輩が住んでいるのか分からないと預けることも出来ない。誰かに訊きけば済む話だけど、変な噂うわさとか立てられてみみなに迷めい惑わくがかかるのは嫌いやだし、女子寮に乗り込むのはちょっとドキドキで遠えん慮りよしたいし、困りもんだ。

　……いや、困っていた、が正解か。

　西洋風の城の前に、見知った顔がいた。向こうもこっちに気付いているようで、さっきからずっとこちらを見ている。

　すぐ近くまで行くと、ようやくで重い腰こしを上げて寄って来た朋とも美みは、負ぶさっているみみなの顔を覗のぞき込んで……微笑ほほえんだ。

「どうやら、上う手まくやってくれたみたいね？」

　その言葉に、秋晴は『やっぱりか』と言おうとして……止やめた。

　色々と言いたいことや訊きたいことはある。ただ、諸悪の根源である朋美と話すには、この状況は適してない。

　朋美の方もそう思っているようで、そっと囁ささやくように、

「……ね、ちょっと付き合ってくれる？」

　悪戯いたずらっぽくそう言った幼おさな馴な染じみに、秋晴は小さく頷うなずいた。




　朋美に預けてみみなを寮りようの中に運んで貰もらい、さらに寮母さんに部屋まで運んで貰うというプロセスを辿たどった後。

　秋晴は朋美に三歩程遅れて付いて歩き、以前警戒態勢を敷いて夜中に張り込みをしたことのある花園の中心の、噴ふん水すいのある広場までやって来た。

　道すがらみみなと二人で過ごす間に起こった事を話したので、朋とも美みがベンチに腰こし掛かけて自分にも座るように促うながす頃には大まかな流れは伝えることが出来ていた。

　なので秋あき晴はるは肝かん心じんの部分を、率そつ直ちよくに訊たずねることにした。

「──お前、俺おれが無責任なことを言うのを期待してたんだよな？」

「うん、その通り」

　あっさりと肯定すると、朋美はさらに続けて、

「わたしじゃ無理だったから、秋晴に任せたの。これでもね、感謝してるんだよ？」

「あんまそうは見えないぞ。それに、どうしてお前は無理なんだよ？」

　陰険で腹はら黒ぐろで策さく士しな女だけど、お節せつ介かいなくらい世話焼きな部分もある。だからみみなのことを放っておくことはしないというのが秋晴の印象なのに、それが出来ない理由が分からない。

　訝いぶかしげに眉まゆを顰しかめていると、朋美はふっ──と諦あきらめたような笑みを浮かべた。

「わたしは、桜おう沢さわさんの絵を知ってるから。だから無理なの」

「……は？　どういうことだ？」

「わたしもね、期待している一人。それは勿もち論ろん、あの人が抱かかえている不安やプレッシャーも理解していたから滅めつ多たなことは言わなかったけど……でもね、描かないでいいなんて、相手のことを想っていても言えなくてねー……」

「それは…………」

　例え嘘うそでも、気休めでも言えない理由。それを想像して、秋晴は呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　みみな本人がああ言っていたんだから、余程凄すごい絵を描くんだとと思っていたが……それ程までに、なのか？　朋美のように、レッテルを貼はらずに相手を見ることが出来るヤツでも、時として自分の不利を承知で事を為してくれるヤツでも、動けなくさせる程に？

　少なくとも秋晴は、そこまで影響力のある芸術とやらを見たことがない。だからちっとも実感が湧わかない。スケッチブックに描かれたはずの自分の絵も、みみなが寝ているのに見てしまうのは失礼だろうと見なかった。だから手て慰なぐさみに描いていた子馬の絵しか知らない。

　本気で描いたみみなの絵は、そこまで凄いのか──？

「凄すごいのよー、本当に。前理事長が直じき々じきに保護を訴えて出向いたっていう逸いつ話わがあるくらいなんだから」

　不意に、朋とも美みが見み透すかしたように言った。表情からこっちの考えていることを察したのか、この魔女は。やっぱり侮あなどれないし、迂う闊かつなことは考えられないな。

　けど、『直々に保護』って。どこの天然記念物だよ。いや、こーいう場合は人間国宝か？　どうにしろ仰ぎよう々ぎようしすぎるぞ、その対応は。

「それで、絵を見てなくて前まえ情報も知らなかった俺を使ったのか？」

「そういうこと。秋晴って、動物や年下の子に好かれるタイプだったでしょ？　外見はともかく根っこの部分は昔と変わってないから、安心して任せられたなぁ」

「……お前も昔と変わらない策さく士しっぷりだな。猫ねこ被かぶりはレベルアップしてるし」

「ふふ、お褒ほめの言葉、どうもありがとう」

　いや褒めてない。ちっとも褒めてない。これっぽっちも褒めてない。

　全力でそう思っているのは伝わっているはずなのに、朋とも美みは上じよう機き嫌げんの笑みを崩くずさない。それを見て──理解する。こいつはこいつなりに、本当に感謝しているんだと。

　ああくそ、分かってしまった以上もう愚ぐ痴ちれないし。これはこれで卑ひ怯きようだ。

　仕方ないからため息を吐ついて、秋あき晴はるはベンチから立ち上がった。丁ちよう度ど遠くから鐘が鳴る音が聞こえてきたので、これにて試験終了だ。

「さてと……俺おれは一いつ旦たん教室に戻る。お前はどうするよ？」

「わたしはレポート提出するから、寮りように戻ろうかな。桜おう沢さわさんの様子も見に行きたいし」

「そんじゃ、お疲れ。……あー、あと、尾行は程々にしとけよ。ドリルを巻き込むのもな」

「あ、バレてたんだ？　うーん、やっぱり単独じゃないと悟さとられちゃうのねー」

　まるで反省の色が見えない言い方をして、朋美も立ち上がる。

　軽く背伸びをして、それからふわりとスカートを翻ひるがえして──それだけでがらりと、フランクに話せる幼おさな馴な染じみから、純正培養の令れい嬢じよう達にも負けない、上品な優等生へ印象を変える。何も知らない奴やつが見たら狐きつねに化かされたと思うくらい、それはもう見事な変化だ。

　ちょっとしたイリュージョン並みに雰囲気を一変させた朋美は、そのまま折り目正しくお辞じ儀ぎをして、

「今日は本当にお疲れさまでした。試験結果は期待してくださいね？」

　何も知らないヤツが見たら一ひと目め惚ぼれしそうなくらい、破壊力抜群の微笑ほほえみを浮かべた。

「──んじゃ、宜よろしく頼む」

　秋晴はぶっきらぼうに応こたえ、さっさと背を向けて歩き出す。

　少しでも早くこの場を離れたかった。

　具体的には、ちょっとでもいいから朋美と距離を開けたい。

　……あー、くそ、ヤバイ。あいつの本性は十二分に知ってるっていうのに、うっかり見み惚とれそうになったよちくしょう。まだまだ修行が足りないというか、男は単純だって思い知らされるというか……

　蟠わだかまりのように胸の中に悶もん々もんとしたものを感じつつ、さっさとそれを霧む散さんさせるべく、秋晴はペースを上げて走り出した。
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　──その二週間後。

　おかげさまでというか当然の結果というか、試験での評価は上々だったらしい。それがどのくらい将来に繋つながるのかは全然分からないけど、とりあえず成績が良いっていうのは悪くない気分になる。

　……それはまあ、それとしておいて。

　問題は、試験を通じて意外な形で出てきた。

「これは……凄すごいわねー」

　昼休みの食堂で、ギリギリ聞こえる程度に抑おさえられた朋とも美みの声が、なんかもう耳に痛い。

　向かい合わせの形で座るテーブルに広げられた、本日発売となる一冊の雑誌。とある月刊の美術誌で、『桜おう沢さわみみな特集』が組まれているというから朋美が取り寄せたものだが……

　その中にあるＱ＆Ａの、ある項目の答えが、本当に凄いことになっていた。




──『桜沢さんの好きな場所はどこですか？』




──『隣となりに頼りになる男の子がいるなら、どこでも』




　…………子供の無む垢くさが招いた結果というか、なんというか……

　ちなみに、秋あき晴はるが頭を抱かかえたくなる原因は、もう一つ。

　二週間前からとあるドリル頭の令れい嬢じようが流している、『あの桜沢みみなさんが従育科の編入生に図書館へ連れ込まれた挙げ句、忽こつ然ぜんとどこかへ消えた』という、白はく麗れい陵りよう七不思議になりそうな噂うわさだった。

　いつも以上に視線の槍やりは雨あられで、ひそひそと噂される声も若じやつ干かん大きめで。

　しかも視界の奥からは、背せい高たか中ちゆう華かの鳳フオウを連れた金きん髪ぱつドリルが、なんかもう鬼おにもびびって逃げそうな怒りオーラを振りまいて接近中だ。何で怒っているのかは分からないけど、たぶん壮大に誤解されているに違いない。

　これからの展開を想像すると本気で頭痛がしてきて、秋晴は盛大にため息を吐ついて……

「…………まあ、その……頑がん張ばってね？」

「お前少しは責任取れよっ!?」

　同情混じりに突き放してくれやがる朋美に思わず叫び──がっくりと項垂うなだれた。







[image: ]










ＳＩＤＥ　Ａ

[image: ]







　名門と誉ほまれ高き私立白はく麗れい陵りよう学院の高等部。

　その第二校舎にある理事長室。そこには当然理事長が居て、傍かたわらには理事長の側近でありお目付役であり、学院の教師としては従育科の主任を務める藍あい色のメイド服を着た女性がいた。

　昼休みも半ばを過ぎて、昼食は二人共とっくに摂とり終えていた。窓からは穏おだやかな陽光が差し込んでいて、それがどでんと迫力のあるマホガニーの机を明るく照らしている。

　ついでに、机の上にべったりと上半身を寝かせている理事長の天てん壌じよう慈じ楓かえでの、昼寝中の猫ねこだってそこまでは油断してないよと言いたくなるくらい緩ゆるみきった顔も照らしていた。

「う〜〜〜、秋ですねぇ。平和ですねぇ……」

「──理事長、暇ならこちらの仕事に着手して下さい」

　そう言ったのは、ごろごろしている楓の傍らで山のように積まれた書類を鬼おにのような速度で処理している深み閑かんだった。高く一山に積まれた書類を、上から手にとってはいくつかの山に分けて、必要なものにはさらさらと走り書きを入れる。休む間もなく次から次へ、ペースは早くも遅くもならない。

　そんな機械じみた作業を横目で見やって、楓は机の上に突っ伏したまま唇くちびるを尖とがらせた。

「今は昼休みですから休みますよー。食べたばかりで働くなんて、消化に悪いですから。……ああでも、少し胃の辺りが物足りないような──深閑ちゃん、甘あま栗ぐり剥むいてくれない？」

「あげません」

「むぅ、ケチなんだから。栗……栗はいいものなのに。栗ご飯は美お味いしいよね〜。でも松まつ茸たけご飯はんも美味しいなぁ。戻り鰹がつおはタタキで食べて〜、柿かきは熟れ熟れなのを頂いて……ああでも梨なしのリキュールっていうのも…………ぶどう……ワイン……」

　しばしの間ぶつぶつと呟つぶやいた楓は「はふー」と深く息を吐ついて、

「やっぱり秋は食べ物ですよねー。芸術もスポーツもいいけど、食べ物が一番お酒と合うんだから。美味しい秋の味覚と、美味しいお酒のコンビネーション……」

　ぼけ〜〜〜、と蕩とろけるような目で中空を見つめて──

　不意に楓は弾はじかれたように机き上じようから体を起こし、夢を語る子供のように瞳ひとみを煌きらめかせた。

「ねえ深閑ちゃん深閑ちゃんっ、私ってばナイスアイデアを思いついちゃったの！」

「何ですか、理事長」

　書類を処理する手は止めず、まるで表情は動かさずに返事をした深み閑かんに、楓かえでは満面の笑みを向けて──言った。

　得意気な提案を聞いた深閑はようやく作業を止めて、楓の顔を見た。

　表情は殆ほとんど変わっていなかったものの、理知的な目には若じやつ干かんの呆あきれが広がっていた。




「──ということで、従育科生徒は本日の授業は中止です。先の宣言通り、これより抜き打ち試験を行います」

　そう説明されて、教室に集められた従育科の生徒達は流石さすがに誰もが唖あ然ぜんとした表情になっていた。

　タキシードにモーニングコート、メイド服といった高校生らしからぬ制服に身を包んだ従育科──『従者育成科』の生徒達は、互いに顔を見合わせたり首を傾げたりしている。

　突拍子のない様々なことをやらせてきたものの、ここまで突然にスケジュールが変わることは今までになかったから、状況について来られていない。

「課題は旬しゆんの食材を使ったコース料理です。和洋中、エスニックに民族料理、ジャンルは問いません。制限時間は九十分、事前のミーティング時間が十五分です」

　だからこそ深閑は口早に説明をする。一々質問をされてそれに応こたえていたら切りがないので、付け入る隙すきを与えずに強引に事を運んだ方が手っ取り早い。

「分量は一人前。ですが審査員は協力を仰あおぐ上育科の生徒を含めた三名ですので、取り分けられるものが好ましいでしょう。そして審査の関係上、料理は別室で一ひと揃そろえ完成したものを運ぶ形とします。冷めては味が台無しになる品を選ぶ場合は創意工夫を凝こらすように。

　いいですか、この試験は技量を見る目的も当然含まれています。ですがそれよりも共同作業を通じてチームワーク、コミュニケーションの重要性を知り……そして何より、想定した主人にその時期にしか食べることの出来ない旬の食材を味わって頂くという大切な意義を孕はらんでいるのです。皆さん、それを胸に留とどめておくようにして下さい」

　そこまで話し、ざっと生徒達の表情を窺うかがってみる。まだ何か言いたそうな生徒も数人いるが、空気に呑のまれて声を出せそうにない。

　その結果に満足し、深閑は締めに掛かった。

「──では、こちらで班分けは済ませておきましたので、各自掲示板にて自分の組み込まれた班を確認後、指定された教室へ向かって下さい。私からは以上です」

「あっ、私から補足ですけど、料理はお酒に合うものにしてくださいね？　ちなみに私、ハブ酒からロマネ・コンティまで何でもいける口なので、その辺りはご心配なく〜」

　脳天気な理事長の言葉に生徒達は納得がいかないような表情で、しかし余計な発言はせずにいそいそと教室を出て掲示板を確認しに行く。

　手を振って彼等を見送る楓を横目に、深閑はこっそりとため息を吐ついた。

　昼休みに理事長が思いつきで企画したこの試験だが、内容自体は別に悪いものではない。

　ただ、たったの一時間弱という短すぎる時間で試験を行えるように空き教室に調理場をセッティングして、同時に食材を掻かき集めるのに、どれだけの経費が掛かったか。都内にちょっとした豪ごう邸ていを買えるくらいの額になったはずだ。

　せめて翌日以降なら良かったのに。これはもう理事長の我わが儘ままなので、学院ではなく天てん壌じよう慈じ家の資産から出すことにしようと決めた。

　隣となりでは相変わらずわくわく顔の楓かえでが、何も知らずに鼻歌混じりの上じよう機き嫌げんで、

「ふふっ、楽しみですね〜。生徒さんの手作りっていうだけでも嬉うれしいのに、秋の味覚パワーも加わるだなんて。これはお酒が進んじゃうかな〜？　秘蔵のウイスキーでも出してしまいましょうかね〜？」

「……言っておきますが、理事長」

「なぁに、深み閑かんちゃん？」

「アルコールに合う料理、という要望は許可しましたが、就業時間中のアルコール摂取まで認めたつもりはありません」

「…………………………………………え？」

　何を言われたのか初めは理解していなかったゆるゆるの笑顔が、徐々に色いろ褪あせて、最後には絶望に染まるのをじっくりと観察して──深閑は冷れい徹てつに言い放った。

「ですから、食事中は飲酒厳禁です。アルコール以外であれば紅茶、健康飲料、ドクターペッパーでもルートビアでも、何を飲まれても構いません。どうぞご自由に」

「そっ……そんなぁ〜〜〜〜〜〜〜!?」

　ガン告知でもされたかのように真まっ青さおになって悲鳴を上げる楓を見て……深閑はほんの少しだけ、口角を上げた。

　ほんのり、気が晴れた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……んで、何なんだよこの班は」

　掲示にあった調理場へ来て、開口一番に秋あき晴はるはぼやいてみた。

　昨日きのうの掃除で入った時には確かに空き教室だったはずなのに、たった一日で見事な厨ちゆう房ぼうへと変身を遂げた部屋の中には、もう他ほかの面子メンツも揃そろっている。

　ご丁てい寧ねいなことにドアの前に班員の名前が書かれていたし、調理台の上にある紙にも全く同じ記載がされていて、『Ｆ班　四し季き鏡かがみ早苗さなえ・大だい地ち薫かおる・日ひ野の秋晴』とあるんだから間違いない。

　メイド服を着たスタイル抜群の曖あい昧まい美人の四季鏡と、小柄な体たい躯くにモーニングコートを纏まとった中性的な美少年の大地と、茶ちや髪ぱつで右耳に安全ピンを三縦たてで付けたヤンキー風の自分。どーにも纏まとまりの悪い組み合わせになったもんだ。

　そして組み合わせというなら──

「どうして五人の班と四人の班がある中で、俺おれらだけが三人構成なんだよ。何の贔屓ひいきだ、これは」

「皆の調理技能が未知数だから、これまでの実績から平均値になるように班を割り振ったんだと思う」

　澄ました顔で意見を言うのは大だい地ちで、ちっとも不利を感じていないみたいだった。

　それどころか不ふ遜そんな笑みまで浮かべて、

「僕がいるから他ほかの班より人数が少ないんだろうな。期待に沿って、僕が三人分以上の働きをすればいいだけのことだ」

「けどよー、五人の班を五つ作れば丸く収まるってのに、なんでこんなアクロバティックな編成を……」

　やっぱり秋あき晴はるには納得がいかない。つい愚ぐ痴ちが出てしまうし、やる気もあんまり上がらない。ただでさえ突発的で、どうテンション上げればいいのか困るっつーのに。

　どうやら大地にはそんな態度が気に召さないようで、不満そうに唇くちびるを尖とがらせて下から睨にらむようにこっちを見上げて、

「……日ひ野のは、僕と同じ班が嫌いやなのか？」

「いや、そーいう訳じゃないけど。むしろお前と一緒なのは心強いし」

　機き嫌げんを取ろうとか言い繕つくろうつもりとかじゃなく、本心から秋晴はそう思っている。大地は従育科でトップを独走する優秀な生徒だし、ルームメイトでそこそこ気心も知れているし、不満があるって言う方がおかしいはずだ。

　性しよう根ねは素直なヤツだから、今もちょっとはにかむように口元を綻ほころばせて、

「そ、そうだろう？　日野も料理は出来ると前に言っていたから、何の問題もない。僕達二人だけでも他ほかの班に匹敵──いいや、それ以上のものが作れるはずだ」

「ん……まあ、そうかもな。俺は人並み程度の腕うでしかないけど、大地がいるならな」

「うん。なら大丈夫じゃないか」

　褒ほめられた嬉うれしさを隠かくしきれない感じで声を上うわ擦ずらせている、が……それはちょっと甘あまいぞ、大地。

　少なくとも自分はそこまで楽観出来ない。それだけの理由もある。

　すっかりそのことを忘れているっぽい大地に思い出させてやるべく、秋晴はクイッと親指である方向を示した。

「──で、あそこにいる、どう考えてもプラスになるどころかマイナスにしかなりそうもない不安要素はどーすんだ？」

　ちなみに指差された当人は、きょとんと小首を傾げて意味が分かっていないご様子だ。流石さすがは不安要素の塊かたまり、そんな仕種しぐさまでこっちの不安を掻かき立ててくれる。

　けど、大だい地ちは理解してくれたようで、さっきまで自信に満ちていた顔がみるみるうちに曇っていく。まあ、四し季き鏡かがみのことをちゃんと分かっているなら当然の反応だろうけど。

　天然・大ボケ・頗すこぶるドジと、事態を悪い方向に加速させることにかけては天下一品の才能を持つこの女が同じ班で、どう安心しろっていうのか。いくら大地が万能でも、四季鏡を完かん璧ぺきに押さえ込むのはちょっと難しいはずだ。

　……いや他ひ人と事ごとじゃないか。ただでさえ人数に余よ裕ゆうがないっていうのに、四季鏡のフォローまでしなくちゃならない状況で、ちゃんとしたものを作らないといけないんだから。この試験がどのくらい成績に反映されるかは知らないしあんま興味もないけど、ようやくでこの手の執事やメイドを目指す人間っぽい実習が出来るんだ。

　何せ今までは制服着たままプールに投げ込まれて洗濯機さながらの激流に呑のまれたり、米こめ俵だわらを背負って一山越えさせられたり、夏の海で素す潜もぐりによる魚ぎよ介かい類確保をさせられたり──どこが従者育成なんだか分からないような授業ばかりだったんだ。贅ぜい沢たくを言ったら、今度は温泉出るまでシャベルで地面を掘り続けさせられるようなことになりかねん。

　だからここは大人おとなの態度というか、寛かん容ようの気持ちで。頑がん張ばってやれるだけのことはやる、ということで。

「……とりあえず、何を作るか決めるか。アクシデントが起こる前提で、時間に余よ裕ゆうを持たせたメニューにしないと」

「そうだな。向こうで温めなおすには少し手間がかかるから、冷えても美お味いしいメニュー……それを秋の味覚で、か。多少限定されるがむしろ品目を絞しぼりやすいな」

　こっちの提案に、大地は何やら頼もしい相あい槌づちを打ってくれる。

　対して、四季鏡はというと、

「あのぅ、その前にリーダー決めをしちゃいませんか？」

　やや遠慮がちに、思いの外真まっ当とうなことを言ってきた。

　なるほど、リーダーか。たった三人の班とはいえ、指揮を執とる人間は確かに必要だな。いざという時にどう動いていいか迷って時間をロスするのも勿もつ体たいないし。

　四季鏡にしては良いことを言うなー、と感心しつつ、秋あき晴はるは考える間も置かずに大地へと視線を走らせた。

　大地の方もそれに気付き、目が合う。それだけで意思の疎そ通つうは完了したっぽくて、こくりと小さな頷うなずきが返ってきた。

「そんじゃ、リーダーは大地に任せるってことで──」

「ええぇっ?!」

　……何な故ぜか、四季鏡が大おお仰ぎように驚いてしまった。

　予期せぬ反応だったから鼓こ動どうが乱れてしまった。とりあえず、秋晴は平静を装って彼女へ問いかける。

「……な、何か問題でもあるか？」

「だって、お料理を作るんですよ!?　こういう場合って、女の子が先せん陣じんを切るものじゃないですか！　私、こんなフリフリのエプロンドレスまで着ているんですよ？」

　猛もう然ぜんと反発する四し季き鏡かがみに、秋あき晴はるは返す言葉が思い浮かばずに軽くこめかみを指で揉もんで、考える。ちなみに『女の子が〜』発言の辺りから珍しく大だい地ちの目つきが険けわしくなったような気もするけど、とりあえずそれは放置。

　……ええと、今のは何のアピールだ？　自分がリーダーになりたいってことか？　その理由が性別とエプロンドレス……？

　いやまあ、確かにエプロンドレス似合ってるけど。メイド服の上から着ているからふわっとした可愛かわいさがあるというか、それでも尚なお胸元を押し上げるフォルムが素す敵てきというか、色々と想像力を掻かき立てる破壊力は認めるけど。

　問題は、肝かん心じんな部分にまるで触ふれていないってことだ。

「……ちなみに、四季鏡よ」

「はい、何でしょう？」

「お前……料理、出来んのか？」

「勿もち論ろんですよ！」

　そう言うと四季鏡は、咲き誇るコスモスよりも可か憐れんに微笑ほほえんで、

「このエプロンドレスを着た時に、確信があったんです。『あ、これは美お味いしいものが作れそう』って！　だから私、上う手まく作れるはずです──まだ試したことはありませんけど」

「……………………よく分かった」

　やっぱり四季鏡はダメだ、ということが。案の定、こいつはまるで役に立ちそうもない。間違いなく言い切れる。その確信はどこまでも気のせいだ、と。

　やれやれと頭を掻かきたい衝しよう動どうに駆かられるも、きょとんとして何も理解していない風の四季鏡に突っ込まれると面倒なのでどうにか堪こらえた。

　結局、大地に期待するしかないらしい。まあ、大地ならこっちの期待に十二分に応こたえてくれると思うので、その点では安心──

「……なんだ、全く……ちょっとばかり女らしい体つきをしているからって…………エプロンが似合うからって、それがどうしたって……」

　……期待の主が、何だか凄すごく不安になるような独り言を発していた。

　いや、なんだ。大地は男にしては小柄で顔も凄い整っているけど……女装願望でもあるのか、こいつは。もしくは意外に少女趣味というか、可愛いものを見たり集めるのが好きとか？　そんな気配、同じ部屋で暮らしていて全然感じなかったけど、もしかしてそうなのか……？

　うわー……なんか駄だ目めだ、想像したら似合い過ぎだ。エプロンドレスを着た大地がにっこりと微笑ほほえんだりしたら、それはかなりヤバイ……けど、やっぱ男だしな。おまけにあいつが女っぽく微笑むのは相当にあり得ないだろうし。

　しかし──勘かん違ちがい甚はなはだしいドジっ娘こと、何な故ぜか暗黒面に堕おちてしまった優等生。

　こいつらと、共同作業で料理を作らないといけないわけか。

「…………不安だなぁ、おい」

　先行きに暗雲しか見当たらない構成に、秋あき晴はるは思わずそう漏もらした。




　結局、数分の言い争いの末、リーダーの他ほかに『看かん板ばん娘むすめ』と『現場監かん督とく』という二つの枠わくを設けることで落ち着いた。四し季き鏡かがみはやたら嬉うれしげで大地は不ふ承しよう不ぶ承しような感じの就任だった。

　余りでリーダーになった秋晴は安あん堵どして、どうか四季鏡が最後まで看板娘の無意味さに気付かずに大人おとなしくしていることを祈ってから、ようやくで本題に入った。

「んで、何を作る？　俺おれは普通に家庭料理をちょっと作れるくらいだけど、大地は？」

「レパートリーは多い方だと思う。レシピ無しだとそこまで凝こったものは出来ないが」

「あの、私はどちらかというとフレンチが好きです」

　全く関係のないことを言い出す四季鏡は、とりあえず無視。秋晴は腕うでを組んで、知っている秋の食材を挙げてみる。

「茄な子すに、サツマイモに、カボチャか？　魚は秋さ刀ん魚まに鮭さけに、あとは……平目ひらめもだっけ？」

「鰯いわしや鰹かつお、鯖さばもだな。茸きのこ類も、年中取れるものも多いが、旬しゆんの食材と言ってもいいはずだ」

「肉類に季節はあんまり関係無いしなぁ。ということは……メインは魚料理か」

「それがいいと思う。魚なら僕がさばけるし、時間も余り掛けずに済むはずだ」

「んじゃ、焼くか煮るか、他ほかの品との組み合わせも考えて決めないと──」

　ポンポンと、大地との会話でスムーズに計画が出来上がっていく。この辺はルームメイトの呼吸というか、ある程度料理が出来る人間同士の呼吸というか──まあどっちにしても悩む時間が短縮されるからいいことだ。口を挟はさめない四季鏡が何だか寂しそうに布ふ巾きんで調理台を拭ふいているけど、そこに触ふれている余よ裕ゆうはないから、涙なみだを呑のんで貰もらおう。それが班の為だ。

　今は限られた時間を有効に使うべく、秋晴は大地と向かい合う形で話を進める。

「しかし魚っていっても、秋刀魚なんて焼く以外の調理法は知らないぞ。鮭も焼いて……あとはクリーム煮っていうのがあるはずだけど、やり方は知らないし。平目は……刺身？」

「鮭も平目もムニエルにするのが一般的だと思う。白ワインで蒸し煮にするのもいいが」

「あー、そういやそんなのもあったな。食った事はないけど、冷めても美う味まいか？」

「作り立ての方が美味しいが……そう悪くないと思う」

　しばし俯うつむいた後に大地がそう言ってくれたので、秋晴は「っし」と呟つぶやいて、

「んじゃ、それをメインにするか。となると、スープは野菜を使ったヤツがいいよな──四季鏡、暇ひまだからって踊るな」

「ならカボチャを使おう。冷製ポタージュにすればいい」

「おっけ。んじゃ、前菜には茸きのこを使うか。適当にソテーにすればそれで十分だろ──四し季き鏡かがみ、何もないところで転ぶな」

「デザートはどうする？　ぶどうや柿かきを切って並べるだけだと、少し芸がないぞ」

「っても、俺おれは果くだ物もの使った料理の作り方なんて知らないぞ？　それにゼリーとかケーキとか、時間掛かるだろ──四季鏡、いつまでも床ゆかに寝てるな」

「……梨なしのシロップ漬づけなら、一度作ったことがある。それでいいなら僕がやる」

「あー、そういや梨も秋だっけか。じゃあお前に任せた──って、おい四季鏡！　寝転がったまま泣くんじゃねぇ！」

　真剣な話し合いに参加出来ていなかった四季鏡が、床で丸くなってべそをかいていた。可哀かわい相そうかもしれないけど、今は忙しいので鬱うつ陶とうしい。……しかも涙なみだに頬ほおを濡ぬらしてこっちを見上げてやがるし。まるでこっちが悪いことをしたみたいな構図だ。

　胸の辺りに気まずいものを感じてしまい、秋あき晴はるは頬を軽く指で掻かく。けどゴミがついたわけでもあるまいし、その程度で居心地の悪さが消えるはずもない。

　助けを求めるように大だい地ちを見ると、クールなルームメイトは冷ややかな目で見下ろして、

「──服が汚よごれる。調理前に着替えて来い」

「うぅっ……！」

　冷れい徹てつなその一言で、四季鏡の目から溢あふれる涙がどばっと増量した。

　……いやまあ、確かにその通りだけど。いきなり止とどめを刺すっていうのはどうなんだろうな？　人としてというか、武士の情けというか。

　そうだな、やっぱりここは情けをかけてやるべき場面だ。今の追い打ちで、役立たずどころか雰囲気まで悪くする脅きよう威いの足手纏まといになってしまったから、それをどうにかしないと。それも一応、名ばかりとはいえ、リーダーの務めなんだろうし。

　リーダーって損な役割なんだなー、と実感して軽くヘコみながらも、秋晴はそっと四季鏡の肩かたに手を置いて、

「分かった分かった、お前も立場が無くて辛つらかったんだな？　それはよく分かったから、とりあえず立て」

「うっ……あうぅっ…………日ひ野のさん、私……私っ……！」

「…………うぁ」

　反則的な光景を直視して、思わず声が漏もれた。ぐずりながらこっちを見上げてくる四季鏡の潤うるんだ瞳ひとみは捨てられた子犬よりも保護欲をそそるし、熱っぽい頬とふっくらとした唇くちびるはいつもながらに色気があって、しかも今日はただのメイド服じゃなくてエプロンドレスのオプション付きでフリフリだよこんちくしょう。服はちょっと皺しわが寄って乱れている程度でスカートは膝ひざの辺りまで捲めくれ上がって、ああもうなんなんだこいつは。

　あーくそ、毎度の如ごとく耐えなきゃいけないこっちは身が持たないっての。今回は大だい地ちもいるから大丈夫だけど。

　ついでに言うと、大地の視線が痛い。羨うらやましそうに見ているんならいいけど、明らかにそうじゃないと分かるマイナスオーラが伝わってきて、それが心をざくざくと刺している。こーいう時に同性から嫌けん悪おの目で見られるのは、異性に侮ぶ蔑べつの目で見られるのよりも辛つらい。とはいえ、理解の目で見られるのも嫌いやだけど。

　……このままじゃまずい。これから試験だってのに、気持ちの切り替えをしないと。

　雑念よ消えろと頭を二、三度振って、秋あき晴はるは両手で四季鏡の腕うでを掴つかんで、引き上げるようにして立たせる。その際、腕の細さとか二にの腕うでのふにゃっとした感かん触しよくにどぎまぎするけど、それはある程度予測済みなので表情には出さずに済んだ……はず。大地の目がより一層険しくなった気もするけど、それは気のせい、そのはずだ。

　そう自分に言い聞かせて雑念を排し、リーダーらしい心がけを肝きもに銘めいじて、秋晴は出来るだけ落ち着いた声音で四し季き鏡かがみへと語りかけた。

「いいか、四季鏡。俺おれ達は同じ班の仲間なんだから、足りないところは補い合えばいいんだ。お前は、確かに料理は出来ないかもしれない」

「うっく…………出来ません……」

「でもな、お前は看かん板ばん娘むすめだ。つまりマスコットガールだ。料理は出来なくていい、明るく元気に振る舞って俺達や客の目を楽しませてくれれば、それで十分に役割は果たすことになるんだ──俺の言っていることが分かるか？」

「は、はぃ……」

　まだぐずりながらも、四季鏡は何とか頷うなずく。

「……よし、分かってくれたか。それじゃ、とりあえずお前は着替え──だけじゃ駄だ目めか、一いつ旦たんシャワー浴びて髪かみの汚れも落として来い。お前のいない間は俺と大地で何とかするから、心置きなく洗って来い」

　言って目め尻じりに浮かぶ涙なみだを軽く親指の腹で拭ぬぐってやると、四季鏡は潤うるんだ瞳ひとみをきらきらと輝かせて、両手でキュッと包み込むように秋晴の手を握った。

「──私っ、頑がん張ばります！　精一杯、爪の先まで磨みがいて、綺き麗れいになって戻って来ます！」

　そう力強く宣言すると、四季鏡は駆かけ足で調理室から出て行った。

　秋晴はそれを見届けて、「ふぅ」と小さく息を吐はいた。どうなることかと思ったけど、何とかなった。この調子なら、そう酷ひどい結末にはならないかもしれない。

　一仕事やり終えた満足感に浸っていると──何な故ぜだか、秋晴は横からじとっとした視線を感じた。確認するまでもなくその主は大地で、人生の落らく伍ご者しやか万引きして捕つかまる中年のおばさんを見るような、妙みように醒さめた目をして……

　ぽつりと、言った。

「……日ひ野の」

「なんだよ？」

「お前は執事なんかじゃなくて、ホストにでもなれ──この女誑たらし」

　…………いや、その、なんだろう。この納得のいかない気持ちは、なんだろうな？　そりゃあまあ確かに、ちょっと臭くさいというか、自分でも詐さ欺ぎっぽい言い方をしたような気もしないでもないけど、どーして同じ男にそこまで言われなきゃならんのか。リーダーとしての責務を果たそうとしただけなのに、それだけなのに──

　女誑しの一言に途と方ほうもないショックを受けて呆ぼう然ぜんとしていると、調理開始を告げるチャイムが鳴り響く。

　それをどこか遠くに感じながら、秋あき晴はるは心の中で呟つぶやいてみた。

　──さっきの訂正。こいつらまとめて上う手まくやるなんて無理過ぎですごめんなさい。

　思い上がっていた自分を戒いましめて──大きくため息を吐ついた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　三人しかいない班で、おまけに四し季き鏡かがみが出て行って二人しかいない状況下で試験が始まったものの、秋晴は特に慌あわててはいなかった。本人には絶対に言えないけど、むしろ四季鏡がいなくて助かった。おかげで無む駄だな手間がかからなくて済むし。

　……とはいえ、大だい地ちの一言はしっかりダメージとして残っていて、やる気が出ない。だらだらするのは嫌きらいだけど、人間、元気が出せない時にそうテキパキと動けるもんじゃないって。

　それにあんまり気を張って頑がん張ばる必要もない。大地と軽く打ち合わせてみた結果、全部作るのに一時間もかからないと推測が立ったんだから、尚なお更さらだ。

　自分一人でもレシピさえあればたぶんやれる。魚をさばくのでちょっと手間取るかもしれないけど、まあでも、結果としてはやれるだろ。

　だから秋晴は気が滅入るくらい落ち込んでいても、焦あせりは感じていない。

　自分と同じくモーニングコートを脱いで、ベスト姿で袖そでを二にの腕うでまでまくった大地がいる。ルームメイトとはいえ料理を作っている姿を見たことはないけど、その万能っぷりは今までに散々見せつけられてきたから、技術面で心配することは何もないはずだ。

　──と、思いはするけど、やっぱりちょっと気になる。

　入念に手洗いを済ませた秋晴はタオルで水気を拭ふきながら、一足早く食材の方へと向かった大地をそれとなく観察してみた。

　梨なしのシロップ漬づけとやらの作り方を知っているのは大地だけで、下ごしらえや煮なくてはいけない関係上一番に取りかからないと間に合わなくなる可能性があるらしかった。ので、大地は果くだ物ものが山盛りになっているテーブルに近付いて、梨を二つ取り上げた。たぶん幸水梨だろうからソフトボール大なんだろうけど、男にしては小さな大だい地ちの手の中にあると、ちょっと大きく見える。

「……のんびりと高みの見物している場合じゃないか」

　カボチャのスープもそれを冷製にするのも初めての試みだから、失敗の可能性もある。

　だから秋あき晴はるは大地から目を離し、食材選びに取りかかった。カボチャにニンジン、ジャガイモにタマネギと、編み籠かごがあったので必要な材料を入れる。

　後は鍋なべだ。圧力鍋を使った方がいいと大地が言っていたから、それを探そうと秋晴は籠を持ったまま振り返り──

「ほら、圧力鍋。このサイズで十分だと思う」

　すぐ目の前に、片手鍋を持った大地が居た。

「…………アリガトウ……？」

　反射的にそう言って、秋晴は圧力鍋を受け取ろうとして──違う、そうじゃない。籠で両手が塞ふさがっているから受け取れないけど、ポイントはそこじゃない。

「大地、お前……デザート作りは？」

　素そ朴ぼくかつ純粋な疑問に、大地は、

「今、塩水に浸つけている。数分はやることがないから、こっちの手伝いだ」

　ちょっと聞き捨てならないことを、澄ました顔で言いやがった。

　……待て。塩水に、っていうのは、梨なしの話だよな？

　ちらりと調理台を見ると、銀色に輝くボウルがある。浸つけているというなら、あれのことだろう。

「…………」

　秋晴は疑念に駆かられて、ゆっくりと調理台へと近づいてみた。

　重くて邪じや魔まな食材入りの籠かごを調理台の端はしに置いて、それからボウルの中を覗のぞいてみる。

　するとそこには、綺き麗れいに皮と種周辺を切り取り六分割された二つの梨が、塩水に浸かってぷかぷかと浮いていた。

　…………これは、あれか。テレビの料理番組でよく見る『それを○○したのがこれです〜』が発動したのか。

　いやそんなことあるはずがないと分かってはいるけど……それじゃあなんだ、皮剥むいて見本になりそうなくらい綺き麗れいにカットされたこれは、野菜選びをしていた一分かそこらでやったっていうのか？

　どっちにしても常識的にあり得ない気がする。大地は成績優秀な割に変な行動も取るから今更って気もするけど、このお手軽クッキング状態は流石さすがにどうなんだ？

　気になる……けど、余計なことを考えていても仕方ない。試験中だし。

　そう自分に言い聞かせ、秋晴は大地に話しかける。

「──なあ、適当な大きさに切ってから鍋なべで煮るんだよな？」

「そうだ。二人分も作れば余るだろうから、分量も少なくていい」

「おっけ。んじゃ、洗うの手伝ってくれ」

　手短に「分かった」と返した大だい地ちと並んで、タマネギの皮を剥はいだりジャガイモの土を洗い流したりと、準備を進める。カボチャは皮ごと煮るからちょっと念入りに。

　そして秋あき晴はるはニンジン片手に包ほう丁ちようを手にして、スタンバイ完了。隣となりでは大地もジャガイモを手にして、包丁を軽く握っていた。ちなみにイモはやや小振りなメイクイーン。

　ニンジンは常温で置かれていたからか、思っていたより硬くない。冷蔵庫で冷やすと硬くて皮が剥むき難にくいけど、これはそうでもないな。割と楽に剥けそうだと包丁を入れ、久しぶりだから手を滑すべらせないよう注意する。

　昔の勘かんを取り戻すようにゆっくりと、

「…………あ？」

　視界の右端はしで何かが煌きらめいたような気がして、秋晴はついそちらを見て──絶句した。

　ぽとぽとと、皮を剥かれ裸はだかになったジャガイモが、カットされて落ちてきた。

「…………………………なんだそれ」

　つい呟つぶやくも、大地は平然としている。こっちを見ようとさえしない。けど片手に包丁、もう片方の手にはさっきまで持っていたジャガイモが消えているから──間違いないよな、これは。

　混乱しそうになる頭を無理して正常稼か働どうさせるように、秋晴は視線を手元のニンジンに戻して…………けど、やっぱり気になる。今の怪奇現象は一体どういう事なのか、気にならない方が変だ。空間の歪ゆがみから落ちてきたような魔法じみたことが、どうして、どうやって、

「──っ!?」

　左の親指に鋭い痛みが走り、秋晴は思わず舌打ちしたくなった。刃は物ものを扱っている時に余計なことばかり考えすぎた。手元が微び妙みように狂って、ニンジンの皮剥きをしていたはずの包丁が指を切ってしまったらしい。

　すぐに熱を持ちだした親指を見て、ため息を吐つく。たかが皮剥きで怪け我がするなんて、いつ振りだか。

　幸いにも、と言うべきか、傷は浅い。親指の腹をちょっと切っただけで、血は多少流れているけど、放っておけばすぐに止まるはず。

　けど、この状態のまま皮剥きを続行すればニンジンが血ち塗まみれでえらくホラーな状態になってしまう。仕方ないから皮剥きは一時中断。ニンジンを置いて、秋晴は水道の蛇じや口ぐちを捻ひねって水を出し、軽く手を洗う。

　少し傷口に染みるけど、大したことは無い。むしろこんな怪我をした自分が情けない。包丁を持つ時は注意しろって、何度となく母親に言われていたはずなのに、ちょっと……いやかなりアレな光景だったけど、そんなことに気を取られてミスるなんて。

　再度ため息を溢こぼしたくなっていると、

「……日ひ野の？　もしかして、怪我したのか？」

　こっちの様子に気付いたらしい大だい地ちが、ちょっと眉まゆ根ねを寄せて訊たずねてきた。

　余計な手間を取らせるだけじゃなくて心配までさせるなんて、ますます気が滅め入いる。

　けど、ここでヘコんだ顔をしていたら試験中に立ち直れなくなりそうだから、少し無理矢理な笑顔を作ってみせて、

「あー、ちょっと切っただけだけど。悪いけど俺おれの上着の内ポケットに絆ばん創そう膏こう入ってるはずだから、取ってくれないか？」

「……分かった。待っていろ」

　小さく頷うなずくと、大地は軽く手を洗いタオルで拭ふいて、モーニングコートを脱いでかけておいた椅い子すへと早足で向かってくれた。

　なのでこっちもすぐに絆創膏を貼はれるように、キッチンペーパーを取って、濡ぬれた手を拭く。やっぱり少し血は滲にじむけど、放っておいてもすぐに止まる程度の浅い傷だった。

「持ってきた。これだろう？」

「おう、サンキュ」

　大地がすぐ持って来てくれた絆創膏を受け取って、ペリペリと包装を剥がす。まさかこんな試験があるとも包丁で指を切るとも思っていなかったけど、いつも持ち歩いておいて良かった。

　備えあれば憂うれい無しと、出番が来た絆創膏を活躍させようと上う手まい具合に片手で貼はろうと試行錯さく誤ごし…………む？　これは、地味に……難しい……？

「ぬぅ…………このっ……」

「……何をやっているんだ──貸せ」

　奮戦虚むなしく上手くいかずにいると、ひょいと大地に絆創膏を取り上げられてしまった。

「ほら、貼ってやる。指を出せ」

「……ああ、悪い」

　言われて初めて、頼めば簡単に済むことに気がついた。どんな間抜けっぷりだ、一体。

　まあ、大地とも、ここに編入して来てからしばらくは微び妙みように上手くやれずにいたから、つい遠えん慮りよする癖くせが出来ていたのかもしれない。小柄だけどぶっきらぼうな美形だから、ちょっと取っつきにくいところもあったし。

　ともあれ、絆創膏を持ってスタンバッている大地の厚こう意いに甘あまえよう。

　貼りやすいように、秋あき晴はるは左手を大地の胸の前に持って行き、掌てのひらを上に向けて──

「…………ありゃ」

　ちょっと間が空いた上にばたついたからか、また血が滲んでいた。

　まあ、この程度ならキッチンペーパーで拭けば問題なし……なん、だが……

　何な故ぜだか大地がえらい勢いで、ぷくりと血が浮いた傷口を凝ぎよう視ししていた。

　珍しいものでもないだろうに、真剣そのものの目と強こわ張ばった表情は硬直したように動かなくなって…………これは流石さすがに、怖い。

「だ、大だい地ち……？」

　気まずくて仕方がないけど大地から視線を逸そらすことも出来ずにただじっと様子を窺うかがっていると、大地がぽつりと口を開いた。

「……日ひ野の。お前、消毒はしたか？」

　訊きかれて、そういや水で洗っただけだと秋あき晴はるは思い出す。手を洗う時に使った消毒用アルコールがあったけど、たかが小さな切り傷に消毒なんてしようとも思わなかった。

「いや、してないけど……？」

　それはつまり、絆創膏の前にちゃんと消毒しろということなのか。確かに料理をするんだから、消毒はちゃんとやった方がいいだろうけど……だとしても、その異様な迫力は何？

　やっぱり状況が把は握あくしきれず、秋晴は戸と惑まどうしかない。

　対して、大地は両手で構えて持っていた絆創膏を片手に持ち替えて……空いた右手で、おもむろに秋晴の左手を掴つかんだ。

「なんっ……？」

　行動の意味が分からずに問い質ただそうとするも、大地の鋭い眼光に言葉は詰まってしまい、

「──いいから、任せろ」

　その言葉で完かん璧ぺきに二にの句くが継つげなくなってしま った。

　大地は、真剣そのものの堅い表情のまま小さく喉のどを鳴らし、掴んだ左手を引き寄せて、

　──そっと口付けるようにして傷口を舐なめた。
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「っおい……!?」

「ん……消毒、だ。我慢しろ」

「いや我慢っつーか、それは…………っ?!」

　抗議途と中ちゆうで延えん髄ずいに痺しびれるような感覚が走って、秋晴は慌あわてて口を噤つぐんだ。指を咥くわえるのは流石さすがに嫌いやなのか、大地はそっと唇くちびるを指の腹に押しつけるようにしながら傷口を舐めていて、それが染みるというよりむしろくすぐったいような快感があって──いや待て、それを快感って認識する脳はヤバいだろ。

　けど、すっと斜めに線引いたような傷口をなぞられるのは……っ……こんな変な感覚を伝えられても困る。気持ちいいのが気持ち悪いよ。女の子にして貰もらうんならともかく、相手は男で、ああでも大地はそこらの女よりずっと綺き麗れいな顔してるから……って、そういう問題じゃないよ腐くさってんのかこの頭は。

「…………うぁぁ……」

　気持ちいいことが悩みの種という突とつ拍ぴよう子しもない大地の消毒活動は、数えてみれば十秒足らずで終わったはずだ。でもそんな短い時間であっぷあっぷな状態になってしまったのは確かで、精神的にも割と──いやかなりキているらしいと、秋あき晴はるは自覚した。よく見ないと分からないくらい微び妙みように頬ほおを赤らめた大だい地ちが絆ばん創そう膏こうを貼はってくれるその姿が、やけに色っぽく見えるんだから、これはもう末期症状だ。間違いない。

　何だかとてつもなく気まずい思いの中、それでもちゃんと言うことは言わないといけないということで、秋晴はカラカラになった口内を妙みように意識してしまいながらも、やや擦かすれ気味の声を出した。

「あー……その、サンキュ」

「……いや、大したことじゃない」

　その言葉にもどこか照れるような響きが含まれているのは気のせいなのか、どうなのか。

　わざわざ確認することも出来ないし、確認して何が出て来ても対応に困るような気がする。気がする、というか、これはもう確信といっていいかもしれない。

　だから秋晴は余計なことは言わずに、調理に戻る大地の背中と親指に貼られた絆創膏を見比べて……大きく、ため息を吐ついた。

　この白はく麗れい陵りように来て以来、何だか自分が信じられなくなるような事ばかり起きているような気がしていたけども……たぶん、気のせいじゃないんだろうなー、と再認識してしまった。
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　ハプニングからちょっとぎこちない空気になってしまったものの、調理自体はそれはもう順調に進んだ。

　大だい地ちの活躍も勿もち論ろん多大な影響を与えていたはずだけど、一番の要因はあんまり難しく手の込んだ料理を選ばなかったことだ。

　大地が頑がん張ばってくれた梨なしのシロップ漬づけは、塩水に浸つけた後は薄うすくスライスして鍋なべに入れ、レモン汁と砂糖をまぶしてとりあえず放置。十数分おいてから火に掛けて、アクを取って、梨が透すき通ってから水分を飛ばして出来上がりだ。もう皿にちょこんと盛ってある。

　茸きのこと香草のソテーも簡単。適当に選んだエリンギ、舞まい茸たけ、シメジを香草と一緒にソテーして軽く火を通すだけ。これは秋あき晴はるがやって、もう終わっている。

　冷製スープも、煮てミキサーにかけてもう一回煮て、今は冷蔵庫で冷やしている。後で盛りつけの時に刻んだパセリでもかければ完成だ。

　最後はサーモンの白ワイン蒸しだけど、でかい図体を大地の手しゆ腕わんによりあっさりとさばかれたキングサーモンは、一いつ旦たん焼いた後フライパンの中で白ワインを投入、少し蒸したものをもう皿に盛りつけてある。

　──と、いうことで。

　残り時間五分という、普通なら焦あせっているだろう頃合いの時間帯に、大地と雑談をする余よ裕ゆうがあったりもした。

　試験中とは思えないくらいのんびりとした時間を過ごしていた秋晴は……だから、すっかり忘れていた。班員は自分と大地だけじゃなくて、もう一人いるということを。

「──ただいま戻りましたっ！」

　元気な声と共に調理室のドアが勢いよく開かれて、メイド服の上にエプロンドレスを纏まとった女生徒が、飛びきりの笑顔を浮かべて入って来た。

「看かん板ばん娘むすめの四し季き鏡かがみ早苗さなえ、帰き還かんしました！　身も心も洗浄完了です、爪の先まで磨き上げて戻って参りましたっ」

　どうもその言葉に偽いつわりはないようで、四季鏡は服を着替えただけでなく、ややしっとりと髪かみを湿しめらせて、上気した頬ほおを艶つややかに輝かせていた。どこかのエステにでも行ってたのかと言いたくなるくらい、確かに綺き麗れいになっている。

　……まあだからといって、そんな目を輝かせまくって登場されても、やることはもう何も残って無かったりするんだけど。

　それをどう伝えればいいもんかと秋晴は悩むも、ハリキリ笑顔の四季鏡は容よう赦しやなく近付いて来て、期待に充みち満ちた目を向けてくる。

「あの、リーダー。大変遅くなってしまいましたけど、私は何をすればいいでしょう？」

「やること……やることか……」

　正直、何も無い。

　……けど、それを伝えるのもアレだし、やっぱり何かやらせないとまずい気もする。

　ちょっと考えてから、秋あき晴はるは梨なしのシロップ漬づけを盛りつけた皿を見た。たぶんあれなら大丈夫だろ。いくら四し季き鏡かがみでも、流石さすがに。

　そう思って、秋晴は一つ頷うなずいてから、

「──よし、四季鏡。お前はデザートに添える生クリームのホイップを作れ」

「わ、分かりました！」

「材料は俺おれらで用意するから、お前は泡あわ立だてる役目な。……大だい地ち、ボウルを大小二つと氷水、あとグラニュー糖とうを頼む」

　指示を出して、自分は冷蔵庫から生クリームを取り出す。さっき冷製スープにも入れたので量は減っているけど、ホイップに使うのはちょっとだけだから問題ないだろ。

　持ち出した生クリームを大地の出してくれた小さめのボウルに注いでいると、

「……日ひ野の、別にホイップクリームなんていらないぞ」

　顔を寄せた大地が怪訝けげんそうに、四季鏡には聞こえないよう小さな声で言ってきた。

「だろうけど、このままだとあいつ、何もしないことになるだろ」

「そうだが、班の成績というなら問題はないだろう？」

「結果だけなら、な。あの深み閑かん先生のことだ、どうせ全試験部屋にカメラつけて録画してると思うぞ。それであいつだけ何もしてないことが分かって評価下げられたら可哀相かわいそうだろ？」

「…………確かにな。やる気がある奴やつを何もさせずに低評価にするのは、良くない」

　カメラの可能性も考慮した結果だろうけど、大地はそう言って頷うなずいた。

　納得して貰もらえたので、生クリーム入りのボウルにグラニュー糖を目分量で適当に入れ、それを氷水入りのボウルに重ねる。

　そしてボウルと、大地が手際よく渡してくれた泡あわ立だて器を四季鏡へと突きだした。

「よしっ、これを混ぜろ、とにかく混ぜろ！　本当はコツとか色々あるけど今は何も言わない、思うままに混ぜたてろ！」

「はっ、はい！　看かん板ばん娘むすめとして精一杯、頑がん張ばります！」

　喜色満面でボウルと泡立て器を受け取った四季鏡は、うって変わって真剣な眼まな差ざしで生クリームを見つめ……

「いきますっ！」

　掛け声と共に四季鏡は、ガシャ─────ッ、と勢いよく混ぜ始めた。

　ホイップ作りは手作業だと割と疲れるけど、そこは四季鏡だから心配ない。細ほそ腕うでなのに力はあるし、体力面も半年間従育科で地じ獄ごくの基礎訓練を受けているんだから問題ない。

　問題があるとすれば、天性のドジっぷりを発揮しないかどうかだけど、これも見み据すえてややこしい指示は出さなかった。

　ただ混ぜるだけなら流石さすがに四し季き鏡かがみだって──

「あぁっ?!　やっ、飛び散る……!?」

　四季鏡だって──

「ぼ、ボウルが安定しなっ……ひゃんっ」

　四季鏡、だし……

「や、う、あっ…………やっ……こ、このっ──あひゅぁっ!?」

　…………そうか、四季鏡なんだよな……

　──確かに、混ぜろと言ったさ。とにかく混ぜろと。余計なことは言わなかった。

　けど、どうしてそんなに力強く、生クリームを盛大に飛び散らして、しかも同じ場所に立っていられずにふらつくのか。

「やん、だめっ、だ、だめぇ……目が、目が回ってぇ────きゃぅあぁぁっ?!」

　そして──掻かき混ぜながら目を回して、くるくると回転した挙げ句にすっ転んで、ボウルと泡あわ立だて器を放り投げるようにしてすっ飛ばした。

　人じん知ちを超えた四季鏡パニックの結果、秋あき晴はるの顔と服には生クリームが飛んで、大だい地ちも呆ぼう然ぜんと突っ立っていたのか避けることが出来ずに被ひ弾だん、そして四季鏡はぐるぐると目を回したままへたり込んで──

「ふきゃうっ!?」

　自分が投げてしまったボウルを頭から真まっ逆さかさまに被かぶって、生クリームと氷水に塗まみれました。

「…………凄すごいものを見てしまった……」

　思わず素直な感想を口にして、秋晴は頭を振った。

　流石は四季鏡だ。白はく麗れい陵りようが誇る、理事長をも上回る天然無能ドジ娘むすめ。そのスペックの高さを見誤っていたらしい。

　……というか、ホイップクリームも作れないのか、こいつ……

　改めて思い知らされた四季鏡のとんでも具合に、秋晴は深々とため息を吐ついて……

「うっ、うぅ…………べ、べとべとするし冷たいです……」

　また半べそになっている四季鏡の声に、やれやれだと思いながら見下ろして──

「……………………うっわ」

　一時間半前にそうしていた時より、さらにとんでもないことになっていた。

　まだ固まる前だった生クリームと氷水によって所々が濡ぬれたメイド服とエプロンドレスは、肌はだに張り付くようにしてメリハリのついた四季鏡の体を浮き彫りにしているし、特に際立っている胸は転んだ拍子に取れたのかボタンが一つ外れていて……見下ろしているこっちからは、なんか色々と見えちゃってるんだけどね？　その辺りこいつは気付いているのかなぁ？　もうここまで来るといい加減わざとなんじゃないかって気がしてもうふらっと誘いに乗っちゃえばいいんじゃないかと思っちゃったりもして…………駄だ目めだ、末期だ。
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　こっちはノックダウン寸前だっていうのに、その上で四季鏡はぐずりながら、

「ううっ……せっかく綺き麗れいな体になったのにぃ…………くりーむで、汚れて……」

「…………」

　秋晴はもやもやと処理の難しい情動に難なん儀ぎして、ぐずっている四季鏡に掛ける言葉を探して……ややあってから適切な一言を思いつき、目を合わせないようにして、言った。

「……とりあえず、もっかい風ふ呂ろ入って着替え直して来い」

「……………………はいぃ……」

「…………あと、頬ほおに付いた生クリームを舐なめるな。頼むからこれ以上は勘かん弁べんしてくれ……」

　涙なみだ目めのまま、どうも分かっていないようで看かん板ばん娘は不思議そうに首を傾げ──

　そして試験終了を告げる、チャイムが鳴り響いた。
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　アルファベット順に試食ということで、秋晴達の班が試食されるのは最後になった。そのおかげで自分と大だい地ちがシャワーして着替える時間が稼かせげたんだから、助かったともいえる。

　けど──結局のところ、それが最大の敗因だったんじゃないかと秋あき晴はるは漠ばく然ぜんとした状態のままで考えた。

　一番早くとはいわない。けど最後でなければ、たとえ自分と大だい地ちが汚れたままだったとしても、シャワーと着替えを終えた四し季き鏡かがみがギリギリで試食に間に合うことはなかったはずだ。『お待たせしました！』なんて、実は全く待ってなんかいなかったこっちの心情を無視して、満開の桜さくらにも負けない活いき活きとした笑顔でドアを開けることはなかったはずだ。

　そして最後の組でなければ、審査員も違っていた。これは理事長が『Ｆ班の試食を務めるのは〜』と言っていたから、たぶんそのはずだ。

　ちなみに審査員は、理事長を挟はさむ形で左に一年上育科の彩さい京きよう朋とも美み、右に同じく一年上育科のセルニア＝伊い織おり＝フレイムハートという、豪ごう華かキャストだ。

　左の朋美は薄うす墨ずみ色の髪かみを肩かたにかかる程度に伸ばした優等生風の美人で、にこやかな笑顔がよく似合っている。あと、おでこに張り付いたスライスされた梨なしもよく似合っている。

　右のセルニアは金色に輝く長い髪をドリルのように巻いた西せい欧おう風ふうの美人で、明らかに怒り顔でも美しさが損そこなわれていない。例え髪の毛に茸きのこが絡からまっていても問題なしだ。

　中央の楓かえでは、テーブルに突っ伏していた。さっきまで暴れていたけど、どーも鮭さけの切り身をダイレクトに呑のみ込んでしまったらしい。ちなみに後ろに立っている深み閑かんはノーダメージだ。

　そして、一歩目で自分の足につまずいてカートを豪ごう快かいに引っ繰り返した四季鏡は、冷製ポタージュで服を濡ぬらしたまま半泣きだった。

　……泣きたいのはむしろこっちなんだけど、どうやらそれは許されないらしい。

　だからもう秋晴はやけっぱちの笑顔で、

「──というわけで、Ｆ班のメニューは『茸と香草のソテーとカボチャの冷製スープ及びキングサーモンの白ワイン蒸しに梨のシロップ漬づけ全部纏まとめてぶっかけてみました』……って感じです」

　自分なりに最大限のユーモアを利きかせて、そう言ってみた。

　半ば想像していたけど、誰も笑ってくれなかった。朋美は笑顔だけど、あれは笑っているわけじゃない。張り付かせた仮面を動かしていないだけだ。その下で本当はどんな表情をしているかなんて、確かめるまでもない。

　けど、こっちも引き下がれないというか、最も早はや退路はどこにもないので、突き進むしかない。

「今回は世にも珍しい、当班自じ慢まんの看かん板ばん娘むすめによるドッキリプログラムでのお召し上がりになりましたが…………採点は、どうなりますか？」

　強こわ張ばった笑顔のまま、ちょっと弱気に敬語で窺うかがってみて──すぐに聞くんじゃなかったと後悔した。

　誰も表情を変えてないし、動いてもいない。なのに怒気が数割増したのが肌はだで感じられて、今なら何の迷いもなく土ど下げ座ざして謝れるくらい空気が堅くなって……本当に泣きたい。むしろ消え去りたい。

　が、そんな秋あき晴はるの願いも虚むなしく、朋とも美みは笑顔を一層柔やわらかくしながらおでこに張り付いていた梨なしを取って、

「──それで、素す敵てきなプレゼントを下さったこの班の代表者は、誰なんですか？」

　そう問いかけてきた。でも何な故ぜだろうか、視線はこっちを捉とらえて離さない。

　もう一人、セルニアも髪かみを飾る茸きのこを払い落としながら、

「──そうですわね。どなたが責任者ですの？　是ぜ非ひとも知りたいところですわ」

　そう言うけど、やっぱり視線はがっちりと自分にロックオンしていた。

　二人の様子に、秋あき晴はるは逃げられないと改めて悟さとる。普段は仲が悪くて喧けん嘩かばかりの二人が、もうこれ以上はなさそうなくらい一つの目標に向かっている。素す晴ばらしい。それが当たり散らしの復ふく讐しゆうじゃなければ、せめてターゲットが自分じゃなければ、諸もろ手てを挙げて喜んでやれるのに。現実はシビアすぎだ。

　それでも何とか助かりたいと、試験を共に乗り越えようと頑がん張ばった大だい地ちと四し季き鏡かがみにアイコンタクトを取ろうとして──

「……リーダーは日ひ野のだ」

「ひっく……日野さんが、リーダーです……」

　……二人とも見事に目を合わしてくれなかった。

　現場監督と看かん板ばん娘むすめの裏切りによって、益ます々ます空気が張り詰める。そんなことが分かってもどうしようもないというかむしろ知らない方が幸せっぽいのに、どうしようもなく理解出来る。

　そして──

「あはっ……やっぱり秋晴くんなんだ……？」

「フフ……やっぱり貴方あなたですのね……？」

　朋美とセルニアが似たようなことを言って、ほぼ同時に立ち上がった。

　二人とも笑顔を……いや訂正。

　とんでもなく怖い笑顔をこちらへと向けて──

「……それじゃ、秋晴くん……」

「……覚かく悟ごは、よろしくて……？」

　未だかつて無いコンビネーションで、地じ獄ごくの始まりを告げてくれた。

　秋晴は笑顔を強こわ張ばらせたまま、心の中で祈いのる。真しん摯しに、どこの神様でも仏様でもいいから叶かなえてくれることを願って、最大限に譲じよう歩ほして、とにかく祈る。

　──出来るだけ早く気を失えますように、と。




　ちなみに。

　その祈りは聞き届けられず、秋晴は都合四回、死を覚かく悟ごすることになったという。










ＳＩＤＥ　Ｂ
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　大だい地ち薫かおる（♀）が男子生徒として白はく麗れい陵りよう従育科に入学し、はや半年が経過した。




　書類は偽ぎ造ぞう、寮りようにも男子として入寮して、メイド服ではなくモーニングコートを着ての学校生活。初めのうちはいつ女だとバレるんじゃないかとドキドキしたり、ちょっとしたことで男女の違いを認識させられたりして居心地の悪い日々を過ごすことになったものの、今ではすっかり慣れた。

　同時に白麗陵という金持ち学校の馬鹿馬鹿しさにも慣れて、ちょっとくらい突とつ飛ぴな事が起きても、もうあまり気にならない。ただ流石さすがに、いきなりコース料理を作れだなんて試験が組まれた時は驚いた。実習もせずにやれだなんて、普通じゃない。

　不幸中の幸いと言えるのは、ルームメイトの日ひ野の秋あき晴はるが同じ班に組み込まれたことくらいかな──と、薫は密ひそかに思った。

　同じ男でもこれが轟とどろきだったら最悪としか言えなかった。あいつの料理技能の有無は問題じゃない、あのネジが三本ぐらい外れた脳天気さが性しように合わない。三さん家けの方なら、まだ妥だ協きようは出来るけど……男の癖くせに下へ手たな女生徒より可愛かわいいから、やっぱり落ち着かなくなるかもしれない。

　だから日野と組めたのは、僥ぎよう倖こうとまでは言えないだろうけどそれなりの幸運なんだろう。たった三人だけの班とはいえ、その幸運に、班分けをした深み閑かん先生に感謝したい。

　──こっちはそう、思っているというのに。

　目の前にいる日野はやる気が見えないというか納得がいっていないというか……とにかく、喜びを噛かみ締めているようには見えない表情だ。

　だから薫はつい、

「……日野は、僕と同じ班が嫌いやなのか？」

　不満を漏もらしてしまう。ちょっと大人気おとなげないとは思うけど、もう言ってしまった後だ。

　これ以上みっともない真ま似ねはしないようなるべく表情を殺して、それでも少しやさぐれ気分で日野を睨にらみ付けて──

「いや、そーいう訳じゃないけど。むしろお前と一緒なのは心強いし」

　返ってきたのは、実に日野らしい言葉で──咄嗟とつさに胸を押さえたくなる衝しよう動どうに駆かられて、薫はそれを何とかやり過ごす。

　こんな、ちょっと上う手まいことを言われたくらいで感動してどうするんだ。もう少しで顔に出るところだった。ポーカーフェイスだ、ポーカーフェイス……

　自分に言い聞かせてから、薫かおるは務めて冷静を装い、話を続け──

「──で、あそこにいる、どう考えてもプラスになるどころかマイナスにしかなりそうもない不安要素はどーすんだ？」

　日ひ野のの親指が示す先にいる四し季き鏡かがみ早苗さなえの存在に……薫はその時、ようやくで気が付いた。

　三人の班で、そこに四季鏡も組み込まれているのはちゃんと理解していた。けど、どうやら脳は認識をしたがらなかったらしい。

　だってあれは──敵てきだ。

　いや、敵という表現はおかしいかもしれない。これは一方的な嫉しつ妬とに近い。憎にくいわけじゃないけど、寛かん容ような気持ちではいられない。

　あんな風に女らしい可愛かわいげのある表情が出来て、フリルやエプロンドレスがとても良く似合って、見せびらかしているんじゃないかと思うような大きな胸で……ああもう、やっぱり腹立たしくて仕方ない。

　──最近、薫は思う。世の中は結構不公平なものだったんだ、と。

　そうでなければ、こんなに差が出るはずがない。

　四季鏡と、自分──同じ女なのに、どうしてこうも違うんだ。

　女らしい肉付きだったら今のように男のフリなんて出来なくなるから困るかもしれないけど、そうなったら諦あきらめもつく。諦められない気持ちがまとわりついているのは腹立たしくて、気持ち悪い。

　考えるだけでムカムカしてくるけど、あくまでもポーカーフェイス。日野が何か言ってきたり、目で訴えて来たけど、こっちは集中しているから何のことだかさっぱりだ。

　だから薫はそれっぽい言葉を返したり『任せた』という意味合いで頷うなずいたりしておいた。

　そうしているうちに、段々と自分の中で折り合いがついてくる。そうだ、別に他人は他人で自分とは同じ境遇に置けないんだから、気にすることはない。外見だけが全すべてってわけじゃないし、自分の顔や体がそこまで気に入らないわけでもないんだ。

　現実から目を背そむけるのは良くないし、これから試験だ。変な蟠わだかまりは捨てないと。

　……よし、いける。自分の中で区切りをつけることに、どうやら成功したらしい。

　薫は晴れ晴れした気持ちで、何やら日野と言い合っている四季鏡の言葉にも耳を傾けて、

「──こういう場合って、女の子が先せん陣じんを切るものじゃないですか！　私、こんなフリフリのエプロンドレスまで着ているんですよ？」

　……聞くんじゃなかったと、大後悔。

　どうしようもなくピンポイントで癇かんに障さわることを言ってくれた四季鏡にうらみつらみをぶちまけてしまいたくなって、薫は必死に自分を抑おさえつける。

　──落ち着け、彼女に悪気はない。自分が女だって事は誰も知らないんだから、あの発言は別に思い上がっている訳じゃなくて、ただ単に女だってことを自己主張しているだけで…………自己主張し過ぎだ、くそう。全く、何だっていうんだ、四し季き鏡かがみめ。ちょっとばかり女らしい体つきしているからって、胸が大きいからって、エプロンが似合うからって、それがどうしたっていうんだ、この────ああもう、ちっとも落ち着けない。クールにならないと、ポーカーフェイスを保たないと。

　薫かおるはそうと悟さとられないように深呼吸をして、出来る限り冷れい徹てつなフリをしながら黙っていると、日野が小さく愚ぐ痴ちるように吐はいた声が聞こえた。

「…………不安だなぁ、おい」

　ああ全くだ、と薫は心中で同意した。

　たぶん、その感想に至る筋道は大きく違うんだろうけど。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　腹に据すえかねることはあったものの、とりあえずメニューは決まってチャイムも鳴ったので、薫は早速調理に入ることにした。

　モーニングコートを脱ぬいでシャツの袖そでを肘ひじまで捲めくり手を洗いながら、心の中では日野の奴やつを見返してやることばかり考えていた。

　四季鏡は、いない。日野の甘かん言げんにコロッと載のせられて、今頃はシャワールームに向かっているはずだ。

　だからここには自分と日野の二人だけ。しかも日野は微び妙みように機き嫌げんを損ねているようだった。

　原因の一つはさっき自分が言った事なんだろうと思うも、薫としてはそれを謝る気なんてない。悪いのは向こうだ。あんな、どこのホストだって感じで上う手まく騙だますなんて。あんな風に優しい態度、ルームメイトにはしない癖に。男女差別か。だとしたらそれは大間違いだけど、こっちから示し唆さすることは出来ない。それがまた腹立たしい。

　こうなったら、あの女誑たらしに教えてやらないと気が済まない。

　本当に役に立つのは誰で、頼りにするべきは誰なのかを、思い知らせてやる──

　そんなちょっと歪ゆがんだ決意を胸に、薫は素早く手洗いを済ませ、食材が山と積まれている一角へと近付いて行った。

　まずはちょっと手間のいる梨なしのシロップ漬づけからだ。野菜の横に果くだ物ものが並んでいたので、その中から薫は目め敏ざとく幸こう水すい梨を見つけ、二つ手に取り調理台へと向かう。

　梨を軽く水洗いして、シンク下の棚たなから包ほう丁ちようとボウルを出し──準備完了。

　思えば、包丁を握るのは久しぶりだ。夏休みに数日間帰省した時は母と祖母が張り切って料理を作ってくれたので、手伝う隙すきも無かった。

　緊張まではしないが、何となく包ほう丁ちようの握りを確かめて、梨なしをカットするまでのイメージを頭の中で描いて、

「──やるか」

　呟つぶやいて、気を引き締める。

　薄うすい包丁の刃は先さきまで神経を行き届かせるように集中しながら、薫かおるは梨を顔の高さまで放り投げて──

「…………っ！」

　心持ち気合いを入れて、包丁を持つ右手を閃ひらめかせる。

　空中で動きを止めている梨の表面に刃やいばが浅く入り込む感かん触しよくに、素早く手首を返して、皮と実の隙すき間まを縫ぬうようにして一周させる。

　それを三回。上と下はやや厚めに切って、それが済んだら縦たてに一いつ閃せん。クロスさせるようにして二閃。種もある中心部分は堅くてあまり美お味いしくないから、弧を描く様ようにしてくり抜いた。

　……結果、手に取ったボウルの中に落ちて来た梨は想像通りの形にカット出来ていて、薫は少し安心した。皮を含めた要いらない部分はちゃんとシンクの三角コーナーに放り込めたし、辛からめの自己採点でも合格レベルだ。

　続いてもう一つの方も、今度はやや気を楽にして皮を剥むいて切り下ろす。こちらも成功で、ボウルに水と天然塩を入れてしまえば第一段階は早くも終了となった。

　ぷかぷかと浮いてくる梨を見て、薫はちょっとだけ誇らしい気分になる。どうだ、この手際の良さ。料理が出来ると女らしいというのなら、完かん璧ぺきなまでの女らしさと言えるはずだ。

　見れば、日ひ野のは籠かごに野菜を入れていた。カボチャの冷製スープを作るんだから、やはりあいつも皮剥きとカットから始めるはずだ。

「……よし」

　ちょっと手伝ってやろう、と薫は思った。

　日野の奴やつも、この包丁捌さばきを見れば納得してくれるに違いない。感激して、改めて自分の有用性を認識してくれるはずだ。

　パッと見たところ、材料はもう揃そろいそうだった。なのでシンク棚だなを確認した時に見つけた圧力鍋なべを取り出して、薫はそれを持って日野の元へと向かう。

　振り向いた日野に圧力鍋を突き付けてやると、何だか微び妙みように呆気あつけに取られたような顔をした。少し気になるけど、今はこの男に自分の技量を見せつけてやることの方が大事だ。

　仕事はどうしたという具合の質問に手短に応こたえ、薫はこっちを手伝う旨むねを話す。何な故ぜか納得がいかない様子の日野は籠かごを持って調理台に向かうので、圧力鍋を持ったまま付いて行く。

　籠と鍋をそれぞれ置いて、野菜の水洗いをして……その間、薫は冷静に見えるように努めながら、刻一刻と見せ場が近付いていることにわくわくと胸を昂たかぶらせていた。

　日野から質問されてそれに応える間も、頭の中では華か麗れいに包丁を操る大和やまと撫子なでしこな活躍をする自分がイメージされて、気を付けないと口元が緩ゆるんでしまいそうになる。

　我が慢まん、我慢と自分に言い聞かせ、それでも一秒でも早く活躍の瞬間が訪れるようにと野菜を素早く洗って……

　そして、その時が来た。

　薫かおるは包ほう丁ちようとジャガイモを手にして、最高潮にまで育った高揚感を抱かかえたまま、視界の端はしで日ひ野のがちゃんと隣となりにいることを確認する。ニンジンの皮剥むきに取り掛かっているので、すぐにどこかへと消えることはないだろう。

　そのことに満足し、薫は心の中で『僕の可か憐れんな姿をとくと見るといい』と呟つぶやいて──ジャガイモを宙へ放り投げる。

　そして右手の包丁を、自分でも驚く程スムーズかつ優美で、一切の無む駄だを排した芸術的な動作で閃ひらめかせた。

　──決まった。これは満点の出来だ。ジャガイモは芽を取るのがちょっと難しいけど、それも刃は先さきでくり抜いた上に皮と一緒に一ひと纏まとめでシンクの三角コーナーに放り込めた。田舎いなかの祖そ母ぼだって今の技には文句をつけられないはずだ。

　どうだ、と言いたいくらいの興奮を抱かかえて、薫は視線を動かさずに日野の様子を窺うかがい──憮ぶ然ぜんとする羽は目めになった。

　折せつ角かく、これ以上はちょっとあり得ないんじゃないかという完かん璧ぺきな技を決めてみせたというのに、日野はこっちを見ていなかった。なんて冷たい奴やつだろう。そんじょそこらの良妻でも出来ない女らしい包丁捌さばきだったというのに、見ていないだなんて。

　そう思うと気分がムカムカして、苛いら立だちを紛まぎらわせるように薫は次の獲物に取り掛かる。よく育っていてずっしりと重いカボチャは、皮もちょっと固い。

　けど、関係ない。この怒りパワーと鍛きたえ上げた技術の前には、たかがカボチャの皮如き、敵てきじゃない。一瞬にして大きなカボチャは四分割、その内の一つは煮やすいようにカットも済んだ形で落下する。これもなかなかに上う手まくいった。

　なのに、日野はやっぱり見ていない。それどころか頑かたくなにこっちを見ないようにする雰囲気すら窺うかがえる。くぅ……口くち惜おしいとはこういうことか。

　こうも女らしいところが見せられる場面なんて、そうそう無い。本格的に調理過程に入るのならばともかく、変な学科だから、そう簡単にはいかないはずだ。

　だからこそここで日野に、自分の女らしいところを…………いや、待て。そうすると、もしかして女だとバレてしまう可能性もあるのか。それはまずい。日野ならバレたとしても、ちゃんと事情を説明すれば黙秘してくれそうな気もする、というかしてくれる、それは間違いないはずだ。けど、そうなると、同じ部屋で暮らしている意味合いも違ってくるということで、日野の奴やつが自制しきれずに、その、なんだ……じ、情事に及ぼうとする可能性も──それはまずい駄だ目めだ良くないことだ！　そんな、そんなことになったら駄目だから、やっぱり隠かくし通さないといけない。

　……けど、そうすると……ずっと男扱いか。それはそれで……少し嫌いやだと思っている部分があることを否定出来ないからもやもやっとしたものを胸に感じ、少しでも気を紛まぎらわせようと包ほう丁ちようを振るうべく次なるターゲットを──

「…………む？」

　その時、ようやく薫かおるは気が付いた。

　シンクの所で日ひ野のがどこか憂ゆう鬱うつな表情をしながら、出しっ放しの水に親指を晒さらしていた。

「日野？　もしかして、怪け我がしたのか？」

「……あー、ちょっと切っただけだけど。悪いけど俺おれの上着の内ポケットに絆ばん創そう膏こう入ってるはずだから、取ってくれないか？」

　傷は大して深くないようで、それに薫はホッとした。けど、すぐに意識は頼まれ事に移る。手早く包丁を置いて、手を洗ってからタオルで水気を拭ふき取り、日野の上着が掛けられた椅い子すへと早歩きで近付く。

　自分のそれよりちょっと大きいモーニングコートの内ポケットには、確かに絆創膏が入っていた。それだけじゃなくてソーイングセットまである。……こんなの、女の自分だって持ち歩いていないというのに……流石さすがは日野だ、侮あなどれない。

　ともあれ、絆創膏を一つだけ持って日野の元へ行く。確認を取ろうと絆創膏を見せると、日野は礼を言ってあっさりとそれを受け取り、包ほう装そうを剥はがし始めてしまった。

「…………」

　それはちょっと違うんじゃないかと、薫は無言の抗議を視線に込めて睨にらんでみる。折せつ角かくだから貼はってやろうと思っていたのに、その素そっ気けない態度は何だ。……いや、素っ気ないというのは言い過ぎか。あれはあれで、ちゃんと礼れい儀ぎは弁わきまえている男だし。

　でも酷ひどい。これじゃ、自分から絆創膏を貼ってやるなんて言えないじゃないか。いや別に貼ってやりたい訳じゃないけど、同じ班だしルームメイトのよしみもあるし、親切なのはいいことなんだし……

　段々とフラストレーションが溜たまってきて、どうしてくれようかと恨うらめしく日野を見て、

「ぬぅ…………このっ……」

　上う手まく貼ることが出来ず、苦戦している姿がそこにあった。

　チャンスだ──と思った時には、薫の体は既に行動に移っていて、すっと日野の手から絆創膏を取り上げていた。

「ほら、貼ってやる。指を出せ」

「……ああ、悪い」

　ちょっと驚いたように目をパチクリさせた後、日野はそう言って素直に左手を差し出す。

　ただ絆創膏を貼ってやろうというだけなのに涌わいてくる優越感に頬ほおが緩ゆるみそうになって、薫は『平常心、平常心』と自分に言い聞かせた。

　浮かれるようなことでも何でもない。さっさと絆ばん創そう膏こうを貼はって、たぶん言われるだろう感謝の言葉を受け取って、それで終了。作業に戻らないと。

　そう思って、日ひ野のの親指に照準を合わせ、

「…………ありゃ」

　声を漏もらしたのは日野だけど、薫かおるの方も同じタイミングで眉まゆを顰ひそめた。

　ぷっくりと、傷口に血が浮いていた。小さな傷とはいえすぐに塞ふさがって血が止まるわけじゃない。だからこそ手当てをするわけだし。

　──そう、手当て。怪け我がをしたら、水で洗い消毒をして、それから絆創膏なりガーゼを当てるなり包ほう帯たいを巻くなりする。

　けど、今回は消毒をしていないはずだ。見ている限りはしていなかった。

　日野に確認を取れば、やっぱりしていないと返ってくる。

　──つまり、消毒が必要な訳だ。

　必要なら、やらないと。時間もない、手っ取り早く済ませるのが一番良い。幸いにも、古来から小さな傷にどういう処置をするかを自分は知っている。ならそれを実行すればいい。

　真剣な脳内会議は満場一致の結論に至り、薫は絆創膏を片手に持ち替えて……

　そっと、日野の親指に走る小さな傷口に舌したを這はわせた。

「────!?」

「────」

　日野が何か文句らしきことを言っているけど、とりあえず適当な言葉を返して、続行。

　丁てい寧ねいに、丹たん念ねんに、雑菌を取り除くように傷を舐なめる。といっても、傷は小さいから舌先を僅わずかに動かす程度でいい。べったりと舐めあげるのはちょっと下品だし、流石さすがに恥ずかしい。今でも十分に恥ずかしいけど、仕方ない。これは手当てなんだから、やらないと。

　やや念入りに傷を舐めた後、絆創膏を貼る。少し顔が熱っぽくなっている気もするけど、たぶん気付かれてはいないはずだ。

　ちょっと戸と惑まどっている雰囲気の日野は、それでもちゃんと礼を言ってきた。

　それを受けて、薫は満足感に浸ひたりながら調理に戻る。いいことをすると気持ちが良い。それも料理に続いて、献身的な傷の手当てだ。ここまで女らしい行動はなかなか出来ないはずだ。

　外見がちょっと男っぽくても、大事なのは中身だ。これだけ女を意識させる働きが出来たんだ、日野の奴やつも少しは見直して──

「…………ぬ？」

　そこで、薫は気が付いた。

　確かに、調理も傷の手当ても、女らしく出来たと思う。

　けど──それを、男だと思われている状態でやったら、どんな風ふうに思われるんだ？

「…………失敗だ……」

　今の状態で女らしさをアピールしても何の意味も無いことに、薫かおるはようやく気が付いた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　自分のやっていることが微び妙みように間違っていると気付いても、ヘコんでなんていられない。薫は魚をさばいてデザートを作ってと、宣言通り三人分以上の働きをこなしてみせた。……まあ、ちょっぴり落ち込んではいたけど、日ひ野のと並んで料理をしているうちに立ち直ることが出来た。

　料理の方は、それなりに良く出来た。自じ画が自じ賛さんになるけど、味の方も自信がある。日野もそれなりに料理は出来るということが味付けをする手際で分かったのも収穫だ。

　──そう、料理は良く出来た。

　問題は、試験終了間際。

　戻って来た四し季き鏡かがみに、日野が温情で不必要なホイップクリーム作りを命じたことが、引き金になった。

　自分も四季鏡を甘あまく見ていた。けど、まさか生クリームを掻かき混ぜるという単純作業すら失敗するだなんて、そんなの予測出来る方がおかしいと思う。

　……まあ、そんな予測が出来る出来ないは、もうどうでもいい。後の祭りだ。起こってしまってからじゃ、何の意味もない。

　重要なのは、結果として三人共とも生クリーム塗まみれになってしまったこと。

　そして、日野に半ば強引にシャワー室に連れ込まれてしまったことだ。

「…………どうしよう」

　小さく口の中で呟つぶやいてみるけど、どうしようもなかった。

　状況は、かなり悪い。

　こんな、今すぐ消え去りたい気分を延々と味わうことになるのなら、シャワーなんて浴びようと思わなければ良かった。

　更衣室とシャワー室は繋つながっているから、生クリームで汚よごれた服を着替える為にそこへ行くのは当たり前だった。上育科と従育科、合わせても男子生徒は五人しかいない。だから更衣室に個々の予備制服が置いてある。

　けど、日野の前で服を脱ぐことは出来ない。ルームメイトとはいえ、今まで上う手まく見られずに済んできたのに、ここで自分から晒さらしてどうするっていうんだ。

　だから薫は、とりあえず日野が着替え終わるのを待つつもりだった。

　……まさか、日野が服を脱いで、シャワーを浴びるなんて。

　日野の裸はだかに慌あわててしまい、冷静に、ポーカーフェイスだ、と心の中で唱え続けてみても効果は薄うすくて──だからつい、不意にかけられた言葉に二つ返事で返してしまったのだ。

『時間ないけど、髪かみと体洗うくらいは出来るだろ。さっさと洗っちまおう』

『そ、そうだな』

　言うが早いか、日ひ野のはシャワー室へと消えて行った。

　更衣室に残された薫かおるは、少しだけ冷静さを取り戻した。シャワーなんて、そんな危険なこと出来るわけがない。服を着替えるだけで十分だ。むしろそれだけでも危ないくらいなんだ。

　けど──生クリームがかかってしまった髪かみは、肌はだは、確かにベトついている。正直、気持ち悪い。洗い流してしまいたい。

　気配を探れば、幸いにも日野は奥の方のシャワーを使っている。つまり、入り口付近のシャワーを使えば、見られることもない。

　日野より早くシャワーを済ませて、体を拭ふいて、服を着る。かなり難度が高いミッションだ。精神的な面でも問題は多い。仕切り板があるとはいえ、隠かくれていない顔と足は丸見えだ。下へ手たをすれば、角度次第では、もっと見えてしまうかもしれない。そう思うだけで、隠れる場所さえないシャワー室で全ぜん裸らになることに強い抵抗が生まれた。

　迷っている時間も無いという追い詰められた状況で──今でこそ思うけど、追い詰められていなければ、こんなことにはならなかったはずだ。あんな決断はしなかったはずだ。

　──即行でシャワーを済ませて着替えれば、バレない。

　そして今、決断してしまった自分を責めまくる羽は目めになっている。

　ステンレス製のドアを開け、入ってすぐ右側の区画に滑すべり込んだ──そこまでは良かった。

　ただ、かなり重要な問題をすっかり失念していた。

「…………うぅっ……」
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　ちら、と横を見れば──一番奥でシャワーを浴びている日野の姿が目に入り、薫は慌あわてて視線を逸そらして俯うつむいた。頭上から降り注ぐシャワーを滝たきに見立てて、落ち着け落ち着けと懸けん命めいに自分へと言い聞かせる。

　大丈夫、こっちの体は見えていない。日野の体だって、肩かたから上くらいしか見えていないんだから、そこまで大した画えじゃないはずだ。水着姿よりよっぽど露出は少ないじゃないか、あんなのただ顔が見えるだけじゃないか──

　そう思い込もうとして…………駄だ目めだ、と薫はさらに項垂うなだれた。

　こっちも裸、向こうも裸というこの環境はとんでもなく居心地が悪い。今までこのシャワー室を使った事がなかったから、まるで予測していなかった。

　向こうから顔を見られているかも、と思うだけで心臓の鼓こ動どうは跳はね上がるし、洗うポイントを変えたのかシャワーの音が微び妙みように変化するだけでドギマギしてしまうし、たまに『あー……』とか『さっさとやらないなー……』とか声がするだけで、何な故ぜか覗のぞかれて全身を見られてしまったような気分になる。

　……気のせいだ、とは分かっている。なのにどうしようもなく動揺してしまい、薫は何度も体を洗う途中でスポンジを落としてしまった。

　それを拾うのがまた一苦労だ。膝ひざ下したも向こうから見えてしまうので、屈かがむ時に見られてしまうんじゃないかと気になって仕方がない。

　同じタイミングで日ひ野のも屈かがんでいないと見られることはない、と理解している。そんなことはそうそう無い。……無いと分かっているのに躊躇ためらってしまい、日野の様子を窺うかがっては動どう悸きを速めつつタイミングを見計らい、やっとの思いで拾う──という、とてつもなく心臓に悪い作業をする羽は目めになった。

　そうこうしている内に時間が食われ、焦あせりは増す。急げばミスも増えて、スポンジをまた落としてしまい、泣きそうになりながらそれを拾って、




　──タイムアップを告げる、コックを捻ひねる音が聞こえてしまった。




　キュ、キュッ……という音と共に、水音が静まった。代わりに薫かおるの心臓が高鳴りまくった。

　死にたくなるくらいの不安が胸に渦うず巻まく中、ペタペタという足音が近付いて来て、

「先に上がる。大だい地ちも急いでくれよー」

　呑気のんきな声を掛けた日野がシャワー室から出て行く気配を背後で捉とらえ……

　薫はそのまま膝ひざから崩くずれ落ちた。

「…………間に合わなかった……」

　最悪だ、と頭を抱かかえて丸くなる。

　──まさか、こっちが体を洗い終わる前に、全行程を済ませてしまうだなんて。

　不測の事態だ。いくら何でも洗うのが早すぎる。父や祖そ父ぼは長風ぶ呂ろが好きだったから油断していたというのもあるけど、五分少々で全部終わらせるだなんて。本当にちゃんと洗ったのか疑わしい。不幸中の幸いで、シャワー室は個々のスペースを区切る仕切り板があるので、通りすがりの日ひ野のからは肩かたから上と膝ひざから下しか見えなかったはずだけど、文句の一つや二つは言いたくなる。もっとちゃんと体を洗え。

　…………違う、問題はそんなことじゃなくて、

「……このままだと、出られない……」

　今、見事に何も身に着けていない。シャワーを浴びるのだから当然だけど、裸はだかを見られれば──間違いなく、女だとバレてしまう。どちらかというと純粋に裸を見られる恥ずかしさの方が強くあるけど、重要性は前者が上だ。男子として通っていたのに女だと露ろ見けんしたら、退学になるかもしれない。それは絶対に避けたい。

　ああでも、裸……生まれたままの姿を見られるなんて、そんな……どうせ見られるなら四し季き鏡かがみくらい立派に育った体ならまだ良かったのに。同い年の同じ日本人とは思えないはち切れんばかりに育った胸や意外に細いウエスト、そんなに太いわけでもないのにむちっとした太ふと腿ももに日野の視線が釘くぎ付づけになっているのは知っている。やっぱりあいつも男だから、好みはああいう女らしい体型なんだろうな…………って、何でこんなにあいつのことばかり気にしているんだ。これじゃあまるで日野のことを好いて────まさかそんな、あり得ない、いや別に悪い男じゃないしどちらかといえば気のいい奴やつだけどそんなことは関係なくて、ただ今はそんな色事に割さくような余よ裕ゆうはないというか──待てよ、それだと余裕さえあれば考こう慮りよするみたいな受け取り方も出来て…………

　まとまらない思考に、薫かおるはダンッと拳こぶしで壁を打ちつけた。

「くっ……何もかも、日野が悪い……！」

　勝手過ぎる責任転てん嫁かだとは思いつつも、そう言わずにはいられない。女心は複雑なのだ。

　……けど、嘆いていても始まらない。対策を練って、どうにかしないと。

　薫はコックを捻ひねって湯の温度を下げて、ついでに頭も冷やす。

　結局は、裸を見られたらアウト──ということだ。なら逆説的に考えれば、そこをどうにかすればいい。

「……ドアを開けて、日野が振り返る前に気絶させる……これだ！」

　更衣室とシャワー室を繋つなぐドアから、普段日野が使うロッカーまでは五メートル弱の距離がある。この程度なら一いつ足そく跳とびでゼロに出来るし、浅く開いたドアから石せつ鹸けんを投げて気絶させる、という手もある。

　怖いのは、失敗の可能性だ。後ろを向いている時でないと決行は難しくて、おまけに日ひ野のはケンカ慣れしているからか面倒事に巻き込まれやすい経験からか、ここぞという時に勘かんが鋭い。最速の一いち撃げきをかわされるとまでは思わないけど、当たり所をずらされる可能性は十分にある。

　けど、他ほかの方法を考えつかないのも事実だ。こうして迷っている間にも、いつ状況が悪化するとも分からない。

　──やるしかない。

　覚かく悟ごを決めた薫かおるはシャワーを止めて、深呼吸。神頼みはあまり好きじゃないので、ご先祖様に成功を祈き願がんする。不出来な子孫にどうかご加護を、と祈いのりを──

「なぁ、大だい地ち」

「──っ?!」

　祈り終えた、その直後。

　日野の呼ぶ声と共に、ドアが開く音が聞こえてきた。少し遅れて、ピチャリという水気を孕はらんだ足音。

　これはつまりどういうことか、薫には容易に想像が出来た。咄嗟とつさに身を隠かくそうとするが、体を洗うのに使ったスポンジ以外何もない。

　バクバクと未だかつて無い程に高鳴る心臓を抑おさえるように手を当てながら、薫は入り口側に背を向ける形で硬直した。祈りを捧ささげた直後にこれか。くそう、ご先祖様め。

　涅ね槃はんで会ったら覚えていろよ、と泣きたい気分で恨うらみながら、薫は水滴を落とすシャワーノズルを睨にらみつけるようにして口を開く。

「な、何だ。用があるなら手短に、無いなら早く出て行け」

「ああ、お前がタオル持って入らなかったみたいだからな。渡そうと思ってよ」

　至って普段通りの口調の日野に、薫は少なからずホッとした。

　良かった、バレてはいないみたいだ。日野は単純というか感情が表に出やすい奴やつだから、そうと悟さとっていたら声に出るはずだ。それがないなら、大丈夫ということだろう。

　……というか、よく考えてみたら仕切り板があるんだ。目め隠かくしも兼ねているから、向こうからは顔とか足は見えても、胴体は見えないはずだ。裸はだかというだけで普段から晒さらしている部分でも見られると恥ずかしいが、見られたくない部分を見られるよりはよっぽどマシだ。

　少し、落ち着いた。そして冷静になってみれば、シャワーを止めているのに後ろ向きのままというのはかなり不自然だと気付く。

「……わざわざ済まない。感謝する」

　なので薫は、礼の言葉と共に振り返り──




　仕切り板の上に腕うでを乗せてこちらを見ている日野秋あき晴はると、目が合った。




　──今度こそ薫かおるは完かん璧ぺきに硬直する。

　だって、仕切り板は目め隠かくしを兼ねていて、それがあるから見えたら困る部分が見られないで済むんだ。なのにその板の上から見ているってことは、つまり板の機能が半分は意味無くなっているということで、こっちは裸はだかで、振り向く途と中ちゆうで、下半身までは見えていないだろうけどでも角度的に、胸は、サラシも何も巻いていない無防備な胸はっ──

　ぐるぐると薫の思考が混こん濁だくする中、視界に映る日ひ野のは──

「ほら、これ。試食の順番が早く回って来たら困るから俺おれは一足先に出るけど、お前もなるべく早くな」

　……何の動揺も驚きも無く、手に持っていたバスタオルを投げて寄越した。

　そしてそのまま、何のリアクションもないまま、シャワー室から出て行った。

　五秒、十秒、一分と時間が経過するも──何も起こらない。

「………………………………え？」

　硬直した姿勢のまま、日野の投げたバスタオルを頭から被かぶった状態で、薫はようやくで疑問の声をあげることが出来た。

　……今、完かん璧ぺきに胸を見られた。間違いない。手で隠かくすことさえ忘れていたんだから、もう確実に見られたはずだ。

　なのに……あの反応はどういうことだ？

　バスタオルを手に取り、薫はまじまじと自分の体を見つめ…………

　そして、その結論に至った。

「…………あいつ、まさか……胸を見ても尚なお、僕が女だって気付かなかったのか……？」

　愕がく然ぜんと呟つぶやいて、薫は自分の胸を見下ろした。

　──悲しいくらい、ほぼ真まっ平たいららだった。

「……………………」

『女だってバレずに済んだんだから、まっ、いっかー☆』と気楽に思えれば良かったのだろうけど、残念ながら自分にそこまで柔じゆう軟なんなポジティヴさは備わっていなかった。

　失意のまま薫はシャワー室を出て、のろのろと着替えをする。

　この時とき程、自分の胸にサラシを巻くのが虚むなしく感じられたことはなかった。




　結局、試験の方は最後の最後でまたも四し季き鏡かがみが大ゴケして、料理を審査員にぶちまけるというとんでもな結末を迎えた。

　審査員役だった上育科の二人、彩さい京きよう朋とも美みとセルニア＝伊い織おり＝フレイムハートの両名に責任を取らされて嬲なぶられる日野秋あき晴はるを、薫はほんの少しも救う気にはなれなかった。

　──ざまあみろ、女の敵てきめ。
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あとがき




　初めましての方もお久しぶりですの方も、まずは手に取って下さってありがとうございます、上こう月づきです。あ、書店でこれを読んでいる方はそのままレジへ行って頂けると作者的にとても幸せです。

　そんなわけで二巻です！　しかも発売されるのは一月ですよ。なんかもう何はともあれおめでたい空気です。お年玉でこれを買う人もいるんだなぁ……と思うと、何か御利益ごりやくがありそうなことを書いた方がいいような気もしてきます。

　えーと、なんだろう…………んー……

　──『友達に「れでぃ×ばと！」を薦すすめて布教すると、いいことが起こる』

　いやこれは上月が売り上げ的にウハウハになるからっていうだけではないのですよ。こう、友達の好きなキャラを訊きくことで、隠かくしていた属性が見えてくるというか、より親密になれるのですよ。同じキャラが好きなら同志として、違うキャラが好きなら敵てき対たいした後で夕日をバックに抱だき合えばそれで解決です。友情が深まるのです。




　……まあ、そんな与よ太た話ばなしはさておいて。

　今回はちょっと長めにあとがきのページを取って貰もらえるということで、色々と書いていこうと思います！

　まず、折せつ角かく執事やメイドが出てくる話なので、十七世紀から十九世紀にかけて使用人のい本場イギリスでの、雇やとい主や雇こ用よう人にんの生活について────書こうと、思ったんですけど、それは止めておきます。

　や、本編だとコメディ多めでちゃんとした仕事内容な職種に触ふれていないので、書きたいという想いはあります。

　だって──折せつ角かく調べたのに！　十冊くらい資料として読んで、当時の中流階級から上流階級の生活にぷち詳くわしくなって、それを語りたいという衝しよう動どうでうずうずするのも仕方ないと思うのです。トリビアブームってだからこそ出来たと思いますし。

　けど、使用人の世界は割と厳しいので、夢を壊こわすことにもなりかねません。『高校に入ったらバイトしよう。ファミレスでバイトを始めたら、きっと同じフロアで働く同じくらいの歳としのウエイトレスとなんだか仲良くなって付き合うことに！　ひゃっほう！』みたいな夢を見ていたら、キッチンに回されて熱気と洗剤だけがお友達みたいな現実でした──なんて、ちっとも嬉うれしくないはず。知らない方が良かったという世界もあるのです。両親が共働きで忙しいからここぞとばかりにハウスメイドを雇ってみたら、大抵は子持ちのおばさんが来るのです。それが現実なのです。

　……あ、でも、ちゃんと夢もありますよ？　主人とメイドのただならぬ恋物語や女主人と従者の淫みだらで壮絶な結末とか、実際にあったみたいです。あと使用人が雇こ用よう主を殺してしまう、サスペンスホラーな展開も。洋館で毒殺だなんて、ドキドキですね？

　まあ、そんなこんなで深く掘り下げればディープだけど面白い世界が広がっているので、もし興味がある方は調べてみてください。ちょっとだけ世界情勢にも詳くわしくなれるかもですよ？







　さてさて、この編で二巻のネタバレに入ります。まだ未読の方はご注意を。

　四話は、一話でちらっと出ていた変質者に関する話です。セルニアがヒロイン格ですが、例によって黒いのは朋とも美みです。ドリルは色々と書きやすいのですが、勝手に暴走することもあるので扱うのが大変です。流石さすがは掘くつ削さく機き。暴れ馬みたいなキャラですよ。

　ちなみに白はく麗れい陵りようの内部には正式な警備スタッフはいませんが、メイドさんの中にその役割を担になう人が紛まぎれ込んでいます。メイドさんだと思って油断するとスカートの中から大振りのサバイバルナイフを出したりするので、変質者にとっては本気で命がけになる場所だったり。




　五話は、これまた一話で出てきた小さな先せん輩ぱい・桜おう沢さわみみながヒロイン格の話。やっぱり朋美が黒いです。ちなみに一話で朋美が秋あき晴はるの案内をしようとしていた時に出てきた『落日の壁影』はみみなの大作絵画だったりします。

　ありがたいことにみみなは挿さし絵えを描いて頂いているむにゅうさんのお気に入りキャラ。勿もち論ろん上こう月づきも気に入っていて、さらに担当さんのお気に入りだったりもするので、色々と気合いが入ってます。十九歳さいロリっ子というかなりギリギリなキャラですが、みんなに愛されているので早い段階でまた再登場させたいところ。

　あと秋あき晴はるはロリコンじゃないので、珍しくあんまりドキドキしていません。いつか魔ま境きように墜おちるその日が待ち遠しいです。




　番外編は従育科らしく料理話──と思いきや、実は大だい地ちメインの暴ばく露ろ話だったり。これは電撃ｈｐ44号に載のった話なのですが、一巻が出た翌月のｈｐでこれが載るというのはかなり冒ぼう険けんだなぁ……と思っていました。ちょっとだけｈｐの時と変わっている部分があるので、気付いた人は少しだけお得感があるかも。

　そして四し季き鏡かがみが相変わらずドタバタして自殺しているわけですがー……これに関しては、電撃ｈｐ45号に載っている番外編第二話を読むと、少しイメージが変わるかもしれません。ｈｐは書籍扱いなので後から取り寄せも出来るので便利ですねっ！（わかりやすい宣伝）

　あと、珍しく朋とも美みがあんまり黒くない話でした。ある意味貴重です。




　……こうして改めてみてみると、全体的に従育科組はそれなりに活かつ躍やく。上育科はスポット参戦な感じですねー。ナルシスト代表の風かざ祭まつりはもう少し出番を増やしたいところ。夏になれば活躍の場があるのですが……いつになるんだろう？

　さて、そんなこんなでそろそろお別れとなりますが、最後に近況報告と謝辞などを。

　去年は夏休みらしい夏休みが無いまま一年が終わるという不思議な年でしたが、今年も頑がん張ばっていきます。とりあえず『れでぃ×ばと！』の三巻を出来るだけ早い段階で出したいです。春の間には、なんとか。

　担たん当とうさんにむにゅうさん、他ほかにも校正さんなど、この本を出すにあたって尽力して頂いた方々には最大限の感謝を〜。これからもよろしくお願いします。

　ではでは、ここまでお付き合いして頂いた皆さま、どうもありがとうございました！

















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「上月　司先生」係

「むにゅう先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。











上月こうづき 司つかさ

１９８２年生まれの横浜市民。風邪と悪戦苦闘を繰り広げています。写真は近所で撮った富士山＆地元じゃ有名なエンパイア（元ホテル）。ちなみにエンパイアは今、大学の図書館棟として使われているそうな。
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むにゅう

母が『れでぃ×ばと！』をみつけてきました。この絵はかわいい。この絵はかわいくない。などいろいろ指摘され、最後に「甘いものが好きと書いておきなさい」と。……なぜ!?










れでぃ×ばと！②








上月こうづき 司つかさ
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電撃文庫『れでぃ×ばと！②』
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カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）
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（「お問い合わせ」へお進みください）
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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